
開設科目名  生命倫理 科目コード MNSB501 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（必修） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 

責任者 井手 信 担当者 
井手 信、大山 悟、日高艶子 
桃井雅子、中村和代、小浜さつき、吉里孝子、山口智治 

授業の概要（授業の目的） 

生命科学や高度医療の急速な発展に伴う、生命の始まりに関する問題、生命の終わりに関する問題、患者の権利に関する問題、限られた医療資源分配の
問題等、医療の分野をはじめとする生命倫理の諸問題について学際的に考察する。看護の実践および研究の倫理的課題を探究するとともに、ケーススタディを 
中心とした少人数のディスカッションにより倫理的最善の解決法を見出す方策を検討することを通して倫理的判断能力を養う。 
本科目は本学の設立理念に基づき人間の尊厳の尊重を基本原理とする。医療をはじめとする科学技術を人間（人格と基本的人権）の善に役立てるため

に、高度看護専門職者として必要な生命科学技術の基礎知識の教授と倫理的判断能力の育成を目的とする。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１． 看護の実践および看護や医学の研究において、常に人間の「生命の尊厳」を念頭において行動で
きるように自分の教養として会得すること。 
 
 

1．全人的ケアの探究 
2．倫理の本質を捉えた実践 
3．看護実践の探求 
4．看護の質向上への貢献 
8．専門職業人としての発展 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔授業の方法︓zoomによる同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
１ 人間の「人格の尊厳」「いのちの尊厳」について 

 
講義 
〈面接〉 

大山 
 

予習︓指定された文献を予め読む。 
復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

２ 保健医療従事者・専門職と生命倫理（その１） 
～基本的理解～ 

講義 
〈面接〉 

大山 
 

予習︓指定された文献を予め読む。 
復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

3 「建学の精神」に基づく生命倫理➀ 
人格主義生命倫理 ～基本的理解～ 

 

講義 
〈面接〉 

井手 予習︓指定された文献を予め読む。 
復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

４ 「建学の精神」に基づく生命倫理➁ 
人格主義生命倫理に関わる主要概念、原則・原理 

講義 
〈面接〉 

桃井 予習︓指定された文献を予め読む。 
復習︓学修を振り返り、内省・考察、加えて 

新たな知を探索する。 

4時間 

５ 「建学の精神」に基づく生命倫理➂ 
人格主義生命倫理に基づく看護研究と倫理 

講義 
〈面接〉 

桃井 予習︓指定された文献を予め読む。 
復習︓学修を振り返り、内省・考察、加えて 

新たな知を探索する。 

4時間 

６ 生命倫理の問題 「生」 急性期看護 ➀ 
 「倫理的問題の本質」の探究 ～ケーススタディ～ 

討議 吉里 
他担当者 

予習︓臨床での経験を基に、ケーススタディ 
に向けて事前準備をする。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

７ 
 

生命倫理の問題 「生」 急性期看護 ➁ 
 「倫理的最善の解決・方策」の探求 ～ケーススタディ～ 

討議 吉里 
他担当者 

予習︓最善の方策に向けて考察、新たな知 
の探索をする。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

８ 生命倫理の問題 「生」 慢性期看護 ➀ 
 「倫理的問題の本質」の探究 ～ケーススタディ～ 

討議 日高 
小浜 

他担当者 

予習︓臨床での経験を基に、ケーススタディ
に向けて事前準備をする。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

９ 生命倫理の問題 「生」 慢性期看護 ➁ 
 「倫理的最善の解決・方策」の探求 ～ケーススタディ～ 

討議 日高 
小浜 

他担当者 

予習︓最善の方策に向けて考察、新たな知
の探索をする。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

10 生命倫理の問題 「死」 エンド・オブ・ライフ期看護 ➀ 
 「倫理的問題の本質」の探究 ～ケーススタディ～ 

討議 中村 
他担当者 

予習︓臨床での経験を基に、ケーススタディ 
に向けて事前準備をする。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 



 
 
 
 
 

11 生命倫理の問題 「死」 エンド・オブ・ライフ期看護 ➁ 
 「倫理的最善の解決・方策」の探求 ～ケーススタディ～ 

討議 中村 
他担当者 

予習︓最善の方策に向けて考察、新たな知 
を探索する。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

12 生命に関わる倫理的意思決定の支援 ➀  
 家族看護 ～基本的理解～ 

講義 山口 予習︓指定された文献を予め読む。 
復習︓学修を振り返り、内省・考察、加えて 

新たな知を探索する。 

4時間 

13 生命に関わる倫理的意思決定の支援 ➁  
 家族看護 ～ケーススタディ～ 

討議 山口 
他担当者 

予習︓第 6～11回で検討したケースについ 
て、家族看護の視点から振り返り、 
「倫理的問題の本質」と「倫理的 
最善の解決・方策」を予め考察する。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

14 保健医療従事者・専門職と生命倫理（その２） 
使命・責務の考察 

講義 
討議 

大山 
他担当者 

予習︓ケーススタディを通した考察・内省を 
基に、自らの使命・責務を考察する。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

15 科目のまとめ 
「建学の精神」に基づく生命倫理➃ 
人格主義生命倫理に基づくケア/ケアリングの実践 
 

講義 
討議 

井手 
他担当者 

予習︓全授業を振り返り、「建学の精神」に 
基づく倫理的行動（実践）を考察・ 
内省し事前にまとめておく。 

復習︓学修を振り返り、内省・考察する。 

4時間 

成績評価方法・基準 
➀プレゼンテーション・ディスカッション参加度 50％  ②授業外レポート 50％  
（評価担当者:日高・小浜 20％、吉里 20％、中村 20％、山口 20％、井手・桃井 20％、） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義最終日に講義の総評や今後の学習アドバイスを行います 

教科書 特に指定しません。 

参考書・参考文献 
教皇庁 保健医療従事者評議会 (2024)︓生命倫理についての新しい指針～いのちと健康に奉仕するすべての人に向けて～, 
インターメディカ，東京．                    ＊その他、各授業内容に応じて参考書・参考文献をご紹介します。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・学習相談 
メッセージ・その他 

オフィスアワー︓水曜日 16︓30～17︓30 
連絡先︓２号館 2階学院長室  メールアドレス︓n-ide@stmaryacjp.onmicrosoft.com 
 



 

開設科目名 看護倫理 科目コード MNSB502 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 

責任者 丸山マサ美 担当者 丸山マサ美、宮林郁子    

授業の概要（授業の目的） 
看護倫理の基本的な知識について再考し、実践の場における倫理的問題の特徴とその共通性について理解する。またこれらの倫理的問題や葛藤に対して、看
護師としての倫理的判断をするために意思決定のプロセスについて学び、同時に、その過程で関係者間の倫理的調整をするために必要な知識・実践を学ぶ。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１）看護における高度専門職業人としての倫理観、看護観、人間観などを深く洞察する機会とするこ
とができる 

１全人的ケアの探究 
２倫理の本質を捉えた実践 
３看護実践の追求 
４看護の質向上への貢献 
８専門職業人としての発展 

２）看護における実践・教育・研究者としての適切な倫理的な問題・葛藤について関係者間での倫理
的調整を行うことができる。 
３）看護実践が行われる保健・医療・福祉・介護等の様々な分野、また人間生活の営みが行われる
あらゆる場において生じる倫理的問題や葛藤に対して関心を持つことができる 
４）社会状況の変化と看護倫理の関係性に関心を持つことができる。 
５）看護実践者として、今後の看護倫理のあり方や方向性について再考することができる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 看護実践現場における倫理的課題と高度専門職業人の役割

について 
講義 

 
丸山 これまでに学んでいる生命倫理・看護倫理の

基本的な理論・概念に関する基礎知識を復
習しておく 

4時間 

2 看護倫理の成立と基本原理、看護倫理綱領と歴史的背景－
医療の高度化・複雑化、患者の権利尊重・保健医療福祉への
関心の高まり－ 

講義 
 

丸山 教科書の総論、第１章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

3 看護倫理綱領と歴史的背景－情報公開・医療事故対策への
対処－ 

講義 
 

丸山 教科書の終章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

4 インフォ-ムド・コンセント 講義 
 

丸山 教科書の第 6章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

5 倫理的問題と意思決定のステップ 
 －倫理問題を検討するル-ル－ 

講義 
 

丸山 教科書の第 2章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

6 看護実践に関わる倫理的課題への対応 
 ―看護師の価値観と倫理、道徳－ 

講義 
 

丸山 教科書の第 7章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

7 看護学における倫理とは ―良い看護師とは― 講義 
 

丸山 教科書の第 4，5章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

8 看護専門職に求められる倫理規範， 
倫理的意思決定者と行動力 

講義 
 

丸山 教科書の第 2，7章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

9 看護実践場面におけるアドボカシ-・倫理的決定と看護師の責
務（実践事例をもとにしたグル-プ討議） 

講義 
 

丸山 ケーススタディ︓自己の体験事例をまとめてお
くこと 

4時間 

10 患者・家族の意思決定と医療者の協働、看護実践現場におけ
る倫理的課題のアセスメント、その対処の考え方  
（実践事例をもとにしたグル-プ討議︓終末期医療における苦
痛の緩和） 

講義 
 

丸山 教科書の第８章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

11 看護研究における倫理 －看護と研究－ 
研究参加者保護に関する歴史的背景、看護研究における倫理
的配慮,看護実践場面における看護研究と倫理的問題、   
倫理委員会について 

講義 
 

丸山 教科書の第 3章, 
配布資料の復習 

4時間 

12 看護教育における倫理 －看護と教育－ 
（看護倫理の理論化） 

講義 
 

丸山 教科書全章を読んでおく 
配布資料の復習 

4時間 

13 総括 講義 
 

丸山 配布資料 4時間 

14 人生の最終段階における患者、家族への意思決定支援につい
て考える 

講義 
 

宮林 資料およびDVD 4時間 

15 臨床実践の場での看護師のジレンマと解決のためのシステマティ
ック・アプローチについて考える 

講義 
 

宮林 各自が課題についてまとめたものに基づいて討
議する。 

4時間 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成績評価方法・基準 ①レポ-ト提出（丸山）、 ②グル-プ活動への参加を総合して評価する（丸山） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義中または後日フィードバックする 

教科書 丸山マサ美編著︓バイオエシックス－その継承と発展－、丸山マサ美他,川島書店、2018. 

参考書・参考文献 

・Albert R. Jonsen, Mark Siegler, William J. Winslade, Clinical Ethics, A practical Approach to Ethical Decisions in Clinical 

Medicine, Introduction, The Four Topics Chart, Eighth Edition, McGraw-Hill Education,2015, 

・丸山マサ美編著︓医療倫理学第 2版、丸山マサ美他,中央法規出版、2009. 

・Anne J. Davis, Mila A.Aroskar, Joan Liaschenko,Theresa S.Drought, Ethical  

Dilemmas Nursing Practice,4th ed,Appleton& Lange,1997  

・Fry,S.T.,Johnstone,M.J.︓看護実践の倫理-倫理的意思決定のためのガイド- 

第 3版、片田範子、山本あい子訳、日本看護協会出版会、2010． 

・Thompson,J.E.,Thompson,H.O.︓看護倫理のための意思決定 10のステップ、 

ケイコ・イマイ・キシ、竹内博明、山本千沙子監訳、日本看護協会出版会、2004． 

・丸山マサ美編著︓生命倫理学概論、丸山マサ美他、大学教育出版会、2024 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

丸山マサ美（非常勤）  質問、相談等には、授業終了後、教室にて受け付けます。 
ケーススタディの演習は、自己（学生）の体験事例で学習します。 
 
宮林郁子（非常勤）︓質問・相談等は講義終了後、教室にて受け付けます。 



開設科目名 看護理論 科目コード MNSB503 開設期 1年後期 
単位数（履修区分） 2単位（必修） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 日高艶子 担当者 日高艶子、宮林郁子、Jacqueline Fawcett、小浜さつき 

授業の概要（授業の目的） 
卓越した看護実践を導く看護諸理論の基本構造について学ぶ。また、代表的な看護理論の特性を理解し、事例を用いて看護現象を分析し看護理論の実践

における適用性について検討する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1．卓越した看護実践を導く看護諸理論の基本構造を理解する。 

5．看護理論活用の探求、 
６．看護理論の検証 

2．代表的な看護理論の特性を理解し、事例を用いて看護現象を分析し看護理論の実践における適用性に
ついて検討する。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔は Zoomを活用した同時双方向授業 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 看護学・看護科学の発展①プレゼンテーション 
・看護学・看護科学 
・看護学・看護科学の学問体系 

討議 
（面接） 

宮林 指定された事前課題に取り組み、講義に参
加する。講義内容の復習に取り組む。 

4時間 

2 看護学・看護科学の発展② プレゼンテーション 
看護学・看護科学の歴史 

討議 
（面接） 

宮林 指定された事前課題に取り組み、講義に参
加する。講義内容の復習に取り組む。 

4時間 

3 看護学・看護科学の発展③ プレゼンテーション 
看護理論研究者の功績 

討議 
（面接） 

宮林 指定された事前課題に取り組み、講義に参
加する。講義内容の復習に取り組む。 

4時間 

4 看護学・看護科学の発展⓸ プレゼンテーション 
日本における看護学・看護科学の発展 

討議 
（面接） 

宮林 指定された事前課題に取り組み、講義に参
加する。講義内容の復習に取り組む。 

4時間 

5 
6 

ロイ適応看護モデルの基本構造と臨床への適用 討議 
（面接） 

日高 指定された事前課題に取り組み、講義に参
加する。講義内容の復習に取り組む。 

4時間 

7 諸理論の構造分析①プレゼンテーション 
（マール・H・ミッシェル/パトリシア・ベナー） 

討議 
（面接） 

日高 個人ワークの課題については、講義で説明
する。プレゼンテーションのための学修に取り
組む。講義内容の復習に取り組む。 
 

４時間 

8 諸理論の構造分析②プレゼンテーション 
（マデリン・レイニンガ―/ノラ・J・ペンダー） 

討議（面接） 日高・小浜 ４時間 

9 諸理論の構造分析③プレゼンテーション 
（ヒルデガード・ぺプロウ/ドロセア・E・オレム） 

討議（面接） 日高 ４時間 

10 諸理論の構造分析④プレゼンテーション 
(コービンとストラウス/ラモナ・T・マーサー) 

討議（面接） 日高 ４時間 

11 中範囲理論、状況特定理論 講義（面接） 日高･小浜 事前課題に取り組み、講義に参加する。 
講義内容の復習に取り組む。 

4時間 

12 現代における学問知識構造の概要① 講義（遠隔） Fawcett 
日高・小浜 

提示された事前学習に取り組み、講義に参
加する。講義終了後は復習に取り組む。 

4時間 

13 現代における学問知識構造の概要② 講義（遠隔） Fawcett 
日高・小浜 

4時間 

14 Nursologyのメタパラダイムと研究活動 講義（遠隔） Fawcett 
日高・小浜 

4時間 

15 Current Work（Research, Nursology etc）まとめ 講義（遠隔） Fawcett 
日高・小浜 

4時間 

成績評価方法・基準 クラス貢献度 10％、個人ワーク・発表 30％、課題レポート 60％（評価者︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ プレゼンテーションの評価は、その都度教員がコメントします。 

教科書 
Sister Callista Roy ザ・ロイ適応看護モデル第 2版 医学書院 
井部俊子監訳 ベナー看護論 医学書院 
筒井真由美︓看護理論家の業績と理論評価 医学書院 

参考書・参考文献 J.Fawcett．看護理論の分析と評価．医学書院． 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

日高艶子（7号館 3階 731研究室）オフィスアワー︓金曜日 16︓30～17︓30 
本科目は、各担当者の研究成果を元に講義を行います。 
講義の方法は基本は対面で行うが、感染状況によってはオンラインで実施する。 



 

開設科目名 看護教育論 科目コード MNSB504 開設期 1年後期 
単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 宮林郁子 担当者 宮林郁子、日高艶子、眞﨑直子 、宇佐美しおり 

授業の概要（授業の目的） 
日本における看護学教育の歴史的変遷、教育制度、関係法規について学び、看護学基礎教育、卒後教育、継続教育の現状と課題を検討し、問題解決に向
けた方法を考察する。また高度実践看護師、看護教育者、臨床で教育の役割を担う看護者が、それぞれの領域において教育的機能を果たすために必要な知識
や方法を学ぶ。 
学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．米国及び日本における看護教育制度の変遷と特徴を理解できる ７．国際性・学際性の探求 
２．看護基礎教育、大学院教育、継続教育について理解し、看護教育について提案ができる ８．専門職業人としての発展 
３．高度実践看護師、看護教育者、臨床で教育の役割を担う看護者が、それぞれの領域において教育的

機能を果たすために必要な知識や方法を学ぶ。 
８．専門職業人としての発展 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 諸外国の看護教育  医療システムの変革と看護教育 講義 宮林 講義内容の予習・復習 4時間 
2 日本の看護教育制度 講義 眞﨑 講義内容の予習・復習 4時間 
3 看護教育課程 － 看護学教育の概念―看護基礎教育カリキュラムの現状と

課題－カリキュラムデザインと評価 
講義 宮林 講義内容の予習・復習 4時間 

4 看護教育課程 － 大学院教育カリキュラムの現状と課題 －カリキュラムデザ
インと評価① 

講義 宮林 講義内容の予習・復習 4時間 

5 看護教育課程 － 大学院教育カリキュラムの現状と課題 －カリキュラムデザ
インと評価② 

講義 宮林 講義内容の予習・復習 4時間 

6 継続教育―求められる能力 ①成人学習理論―リフレクション 講義 宮林 講義内容の予習・復習 4時間 
7 継続教育―求められる能力 ②臨床的論証力と判断力 講義 宮林 講義内容の予習・復習 4時間 
8 継続教育―求められる能力 ③倫理的想像力の育成 講義 宮林 講義内容の予習・復習 4時間 
9 以下の内容について関連文献を精読し、プレゼンテーションと討議を行う︔学

習アウトカム設定、教育方法、教育評価 
講義 

プレゼンテーション 
日高 講義内容の予習・復習 

プレゼンテーション準備 
4時間 

10 関連文献を精読し、プレゼンテーションを行う︔カリキュラム開発、デザイン、評
価 

講義 
プレゼンテーション 

日高 講義内容の予習・復習 
プレゼンテーション準備 

4時間 

11 関連文献を精読しプレゼンテーションを行う︔看護師のコンピテンシーとキャリア
発達支援 

講義 
プレゼンテーション 

日高 講義内容の予習・復習 
プレゼンテーション準備 

4時間 

12 臨床における教育活動の実際 講義 宇佐美 講義内容の予習・復習 4時間 
13 専門看護師としての看護教育プログラム作成と実施、アウトカム評価 講義 宇佐美 講義内容の予習・復習 4時間 
14 臨床における教育活動の現状と課題をまとめプレゼンテーションを行う 講義 

プレゼンテーション 
宮林 講義内容の予習・復習 

プレゼンテーション準備 
4時間 

15 学生の関心分野における教育プログラムの提案、まとめ プレゼンテーション 宮林 プレゼンテーション準備 4時間 
成績評価方法・基準 レポート 40％（宮林）、課題発表 60％（宮林） 
課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義中または後日フィードバックする 

教科書 

ベナーナースを育てる、P.Benner, Molly Suphen, Victoria Leonard, Lisa Day, “Educating Nurses-A call for radical 
 transformation”, 早野ZITO 真佐子訳、医学書院、Jossey-Bass, 2011. 2010. 
杉森みど里、看護教育学、医学書院 
 Advanced Practice Nursing-An Intergrative Approach, Ann B.Hamric, Judith A.Spross, et al, Saunders, 2009 

参考書・参考文献 

・成長する教師、浅田匡、生田孝至、藤岡完治、金子書房、1998 
・Using Experience for Learning、Boud David, and others ed, 1993, Open University Press 
・Experiential learning: experience as the source of learning, D.Kolb,1984, Prentice Hall 
・「経験学習」入門、松尾睦、ダイヤモンド社 
・教師の学びを科学する、中原淳、北大路書房 
・看護リフレクション入門、東めぐみ、ライフサポート社、2009 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

宮林郁子（非常勤講師）︓質問・相談等は講義終了後、教室にて受け付けます。 
「第１，５，６回については、「米国の医療政策と看護教育」および「高度実践看護師カリキュラム」に関する研究成果を一部参照
して、講義を 展開します。」 



 

 

開設科目名 看護管理論 科目コード MNSB505 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 
責任者 近末清美 担当者 矢野正子、眞﨑直子、林田賢史、秋山智弥、近末清美 

授業の概要（授業の目的） 

看護管理者や高度実践看護師などの役割の達成のために必要な看護管理の基本を理解し、実践方法の基盤を学び看護管理者や高度実践看護師のマネジ
メントにおける課題について考え、関連する諸理論を活用して看護管理上の課題を分析する。さらに、保健医療福祉に携わる人々との調整を行い、看護管理に
携わる看護職と連帯・協働して専門看護師としての役割を果たすための基礎的能力を修得する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．看護管理の歴史を理解し、説明できる 

３看護実践の追及 
◎４看護の質向上への貢献 
８専門職業人としての発展 

２．医療制度、看護制度について概要を理解し、説明できる 
３．経営課題に対する看護管理の寄与を理解し、説明できる 
４．医療・看護の質評価の方法について理解し、説明できる 
５．看護の質を向上する看護組織運営について考察できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔は Zoomを活用した双方向授業 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 看護制度と看護管理の歴史 講義 

(面接) 
矢野 次回の講義内容を予習し、専門用語等の意味を理

解しておく（保助看法の成立と看護管理のはじまり） 
4時間 

2 医療制度論① 保健医療の動向 講義(面接) 眞﨑 配布資料の復習（医療法と保健医療制度） 4時間 
3 医療制度論② 医療保険・介護保険 講義(面接) 眞﨑 配布資料の予習復習（医療保険・介護保険制度） 4時間 
4 医療・看護の評価手法 講義(面接) 林田 配布資料の復習(医療・看護の評価) 4時間 
5 看護と情報管理、看護の標準化、看護情報の活用 講義(面接) 林田 配布資料の予習、復習（看護の情報管理） 4時間 
6 看護管理の実践、キャリア開発、多職種協働、離職防

止 
講義(遠隔) 秋山 配布資料の復習（看護管理の実践） 4時間 

7 経営課題と看護部門の寄与、危機管理 講義(遠隔) 秋山 配布資料の予習、復習（経営課題と看護部門） 4時間 
8 看護における質の保証と改善活動の実際① 

チーム医療、ケアの変革、質の評価、業務改善の推進 
講義(面接) 近末 講義内容に関連する文献を精読し、疑問点を明確に

して授業に参加する。 
4時間 

9 看護における質の保証と改善活動の実際②  
看護の質を高めるマネジメント（組織分析） 

講義 討論 
〈面接〉 

近末 4時間 

10 看護における質の保証と改善活動の実際③ 
看護の質を高めるマネジメント（リーダーシップ論） 

講義討論 
(面接) 

近末 4時間 

11 看護における質の保証と改善活動の実際④  
看護の質を高めるマネジメント（保健医療福祉に携わ
る人々との調整 コンフリクトと交渉） 

講義(面接) 近末 4時間 

12 看護における質の保証と改善活動の実際⑤ 
看護の質を高めるマネジメント（リスクマネジメント） 

講義(面接) 近末 4時間 

13 看護における質の保証と改善活動の実際⑥ 
看護の質を高めるマネジメント（労務管理） 

講義(面接) 近末 4時間 

14 看護における質の保証と改善活動の実際⑦ 
看護の質を高めるマネジメント（人的資源管理） 

講義(面接) 近末 4時間 

15 看護管理の展望 講義(面接) 近末 4時間 

成績評価方法・基準 ・プレゼンテーション、討議 30％     ･課題レポート 70％ （成績評価者︓科目責任者） 
課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 後日フィードバックします 

教科書 必要時適宜指示する 

参考書・参考文献 

・回によって、英文または和文の精読文献を指定します。都度、資料を配布します。 
 看護六法 令和５年版，新日本法規出版 
井部俊子ら編集 「看護管理学習テキスト 改訂第 3版」 第 1～8巻 別巻（2023年版）日本看護協会出版会 
その他関連雑誌 「病院管理」「看護管理」「ナーシングビジネス」「Nursing Economics」「日本看護理学会誌」「日本看護評
価学会誌」「Journal of the American Academy of Nurse Practitioners」 「インターナショナルナーシングレビュー」「日本
医療・病院管理学会誌」「社会保険旬報」「日本の看護のあゆみ、日本看護協会出版会（2014）」 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・学習相談 
メッセージ・その他 

近末清美  7号館 3F ７３４研究室        オフィスアワー︓火曜日 12:10～13:10 



 

開設科目名 看護政策論 科目コード MNSB506 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 

責任者 近末清美 担当者 矢野正子、近末清美、林田賢史、秋山智弥 

授業の概要（授業の目的） 
わが国の看護政策が策定される過程の検討を通し、制度、経済的視点を含め、政策策定に関する基礎能力を養い、21 世紀の保健・医療・福祉に関する展望
の中で、看護政策の今後のあり方を考察する機会とする。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．政策策定能力を向上させる方法を身に付けることができる。 

３看護実践の追及 
４看護の質向上への貢献 

◎８専門職業人としての発展 

２．診療報酬の中の看護報酬について、その経緯と現状について理解し、説明できる。 
３．医療政策について看護現場での研究の必要性を理解し、説明できる。 
４．看護職能団体の活動について、その役割、責任、連携を理解し、説明できる。 

（米ANA、英RCN、ICNを含む） 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔は Zoomを活用した双方向授業 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 看護職の実態の把握 講義(面接) 矢野 次回の講義内容を予習し、専門用語等の意味を理

解しておく  参考資料(看護関係統計資料等) 
4時間 

2 看護政策の流れ（保健師助産師看護師法、看護師
等の人材確保の促進に関する法律とその後） 

講義(面接) 矢野 参考資料（看護六法） 4時間 

3 看護政策の策定Ⅰ 看護職員確保対策 講義(面接) 矢野 参考資料（看護職員確保対策） 4時間 
4 看護政策の策定Ⅱ 訪問看護制度の創設 講義(面接) 矢野 参考資料（訪問看護制度の創設） 4時間 
5 看護政策の動向① 介護保険制度との関係 講義(面接) 近末 参考資料（介護保険制度） 4時間 
6 看護政策の動向② 特定行為研修制度 講義(面接) 近末 参考資料（特定行為看護研修） 4時間 
7 医療政策に関する現場での看護管理研究 講義(遠隔) 秋山 参考資料（実践現場での看護管理研究） 4時間 
8 医療行政と保健医療行政 講義(面接) 林田 参考資料（保健医療行政） 4時間 
9 保険診療のしくみと診療報酬体系 講義(面接) 林田 参考資料（診療報酬体系） 4時間 
10 診療報酬改定のスキーム 講義(面接) 林田 参考資料（診療報酬改定） 4時間 
11 診療報酬における看護サービスの評価 講義(面接) 林田 参考資料（診療報酬における看護評価） 4時間 
12 看護政策推進のための専門職能団体(日、米、英、

ＩＣＮ) その役割、責任、活動、連携など 
講義(面接) 矢野 参考資料（日看協、日精協 ANA RCN ICN） 4時間 

13 看護政策過程と政策立案の手法 プレゼンテーション 討議(面接) 近末 看護を取り巻く課題を解決するためのプロセスを踏ま
えた提案を考える 

4時間 
14 看護政策過程と政策立案の手法 討議 討議(面接) 近末 4時間 
15 看護政策実現に向けた行動 講義(面接) 近末 看護の現状を改善・向上するための行動を考える 4時間 

成績評価方法・基準 ①ディスカッション参加度（50％）  ②課題レポート（50％）（成績評価者︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 課題レポートのついては後日返却、説明する 

教科書 教員作成資料、他必要に応じ適宜指示する 

参考書・参考文献 

令和 4年看護関係統計資料集、日本看護協会出版会（2023年 6月発行予定）  
2020年 病院看護実態調査 （https://www.nurse.or.jp/home/publication/pdf/research/96.pdf） 
日本の看護のあゆみ日本看護歴史学会、日看協出版会 2014 
保健師助産師看護師法 60年史、日本看護協会出版会、2009 
看護六法令和５年版、新日本法規出版、2023  
看護法令要覧、日本看護協会 
野村陽子（2015）看護政策と政策、法政大学出版会 
見藤隆子ほか（2017）看護職者のための政策過程入門、日本看護協会出版会 
日本看護協会編（2010）日本看護協会の政策提言活動、日本看護協会出版会 
井部俊子（2019）看護管理学習テキスト第 3版第 1巻 ヘルスケアシステム論―ヘルスケアサービス提供のための制度・政策 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

近末清美 7号館 3F ７３４研究室 オフィスアワー 火曜日 12:10～13:10 
保健医療福祉関連する政策情報に注意し、その動向に注意・関心をもつこと。 



開設科目名  看護研究 科目コード MNSB507 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） ２単位（必修） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 桃井雅子 担当者 桃井雅子、小浜さつき 

授業の概要（授業の目的） 

看護における研究の意義と特徴を理解し、研究プロセス、研究における理論・概念枠組みの重要性、研究デザインと方法について理解を深める。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1）看護研究の意義と特徴、プロセスを理解できる。 

◎ ３看護実践の追及 
７国際性・学際性の探求 
８専門職業人としての発展 
１全人的ケアの探求 

2）研究の概念枠組みを理解できる。 

3）研究デザインについて理解できる。 

4）量的研究と質的研究について、各特徴とプロセスを理解できる。 

5）文献をクリティークすることの意味と方法を理解できる。 
6）研究計画書に含まれる内容と作成プロセス（作成方法を含む）、看護研究者として遵守すべき 

研究倫理を理解した上で、研究計画書を立案・作成できる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔の場合は Zoomを活用した双方向授業 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 看護研究の意義と特徴 

 

講義 

（対面） 

桃井 復習︓授業内容を振り返る 4時間 

2 看護研究のプロセス 講義 

（対面） 

桃井 予習︓事前に提示された資料に目を通す 

復習︓授業内容を振り返る 

4時間 

3 研究における文献検討 

 

講義 

（対面） 

桃井 予習︓関心のあるキーワードで文献検索を試みる 

復習︓授業の内容を踏まえて、文献を検索する 

4時間 

4 研究における概念枠組み 講義 

（対面） 

小浜 予習︓事前に提示された資料等に目を通す 

復習︓授業内容を振り返る 

4時間 

5 研究デザイン➀︓実験研究 

 

講義 

（対面） 

小浜 予習︓教科書①の第 8・９・10章を事前に読む。 

復習︓授業内容を振り返る 

4時間 

6 研究デザイン➁︓実態調査研究 討議 

（対面） 

小浜 予習︓教科書①の第８・９・10章を事前に読む。 

復習︓授業内容を振り返る 

4時間 

7 研究デザイン➂︓質的研究の概要 講義 

（対面） 

小浜 予習︓教科書①の第 11章を事前に読んでくる。 

復習︓授業内容を振り返る 

4時間 

8 研究デザイン④︓質的研究の種類とその実際 

  民族誌学的研究法（エスノグラフィー） 

  グラウンデッド･セオリー研究法 

現象学的研究法 他 

講義 

（対面） 

小浜 予習︓教科書①の第 11章を事前に読んでくる。 

復習︓授業内容を振り返る。 

4時間 

9 講義 

（対面） 

小浜 予習︓事前に配布された資料に目を通す。 

復習︓授業内容を振り返る。 

4時間 

10 研究デザイン⑤︓Mix Method Research 

（混合研究法）について 

講義 

（対面） 

小浜 予習︓教科書①の第 12章を事前に読んでくる。 

復習︓授業内容を振り返る。 

4時間 

11 研究計画書➀ 

  内容と作成プロセス、看護研究における倫理的配慮 

講義 

（対面） 

桃井 予習︓過去に作成した研究計画書の内容を確認 

復習︓過去の研究計画書を再考する 

4時間 

12 研究計画書➁ 

  研究計画書のプレゼンテーション、ディスカッション 

演習 

（対面） 

桃井 予習︓プレゼンテーションの準備をする 

復習︓ディスカッションを受けて、研究計画書を再考 

4時間 

13 文献のクリティーク➀ 

  研究論文のクリティークの意義と目的、方法 

講義 

（対面） 

桃井 予習︓事前に提示された資料等に目を通す 

復習︓授業内容を振り返る 

4時間 

14 文献のクリティーク➁ 

  クリティークの実際 

講義 

演習 

（対面） 

桃井 4時間 

15 文献のクリティーク➂ 

  クリティークの共有 

演習 

（対面） 

桃井 予習︓プレゼンテーションの準備をする 

復習︓ディスカッションの内容を振り返る 

4時間 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価方法・基準 評価方法︓授業内プレゼンテーション・ディスカッション 50点、 授業外レポート 50点（評価担当︓桃井、小浜） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 各担当者により提示された課題に関しては、講義時及び講義最終日にフィード・バックをします。 

教科書 
➀ Polit, D.F. ＆ Beck, C.T. (2004)．近藤潤子監訳︓看護研究-原理と方法，第 2版．医学書院，2010．  
② 谷津裕子︓Start up 質的看護研究，第 2版．Gakken，2015． 

参考書・参考文献 適宜、ご紹介します。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

＊オフィスアワー︓水曜日 16:30~18:00 
＊学習相談︓随時受け付けます。  ２号館 1階 L213 メールアドレス︓momoi@stmaryacjp.onmicrosoft.com 
＊授業形式は「講義」形式には、ディスカッションを含めます。 
この科目は高度実践看護師教育課程審査の「看護教育」に該当します。 



 

開設科目名 コンサルテーション論 科目コード MNSB508 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） 2単位 時間数 30時間 授業区分 講義 
責任者 宮林郁子 担当者 宮林郁子、日高艶子、安永惠、佐藤友紀、吉里孝子   

授業の概要（授業の目的） 

看護職を含むケア提供者に対して実践的な問題の解決を助けるためのコンサルテーションについて必要な知識を教授する。また、チーム医療における高度実践看

護師のコンサルテーションの役割と機能について文献や実践例から検討する 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1.コンサルテーションの基本的な概念や理論を理解する 

4．看護の質向上への貢献 
2.看護実践においてコンサルテーションモデルやプロセス、またコンサルティとコンサルタントの関係形成とその
変化について理解する 

3.倫理、医療安全の観点からコンサルテーションの具体的な展開方法および役割・機能を理解する 
4.コンサルテーションの事例検討を通してコンサルテーションの意義や実践方法について理解を深める 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 コンサルテーションの概念と理論について 講義 宮林 関連文献要約、考察 1 
2 高度実践看護師のコンサルテーションの意義と重要性 講義 宮林 関連文献要約、考察 2 
3 コンサルテーションにおけるコンサルティとコンサルタントの関係形成と変化について   

コンサルタントの役割とは 
講義 宮林 関連図書要約、考察 2 

4 コンサルテーションのモデルとプロセスについて 
開始からフォロ-アップまでについて  事例を通してモデルとプロセスを考える① 

講義 宮林 関連図書要約、考察 2 

5 コンサルテーションのモデルとプロセスについて 
開始からフォロ-アップまでについて  事例を通してモデルとプロセスを考える② 

講義 宮林 関連図書要約、考察 2 

6 コンサルテーションの課題と評価について① 講義 宮林 関連文献要約、考察 2 
7 コンサルテーションの課題と評価について② 講義 宮林 関連文献要約、考察 2 
8 高度実践において医療安全、倫理の視点から看護のコンサルテーションの役割・機能に

ついて①   病院施設内、関連部署における具体的なコンサルテーションの展開  
講義・
討議 

安永 
日高 

関連図書要約、考察 1 

９ 高度実践において医療安全、倫理の視点から看護のコンサルテーションの役割・機能に
ついて②   リスクマネージメントにおける具体的なコンサルテーションの展開  

講義・
討議 

安永 
佐藤 
日高 
宮林 

関連文献要約、考察 1 

10 高度実践において医療安全、倫理の視点から看護のコンサルテーションの役割・機能に
ついて③   コンフリクトマネジメントにおける具体的なコンサルテーションの実際 

講義・
討議 

佐藤 
日高 
宮林 

関連図書要約、考察 1 

11 患者・家族中心のコンサルテーション事例の検討 
個別事例から患者、家族中心のコンサルテーションを検討する① 

講義・
討議 

佐藤 
日高 

実践例準備 1 

12 患者・家族中心のコンサルテーション事例の検討 
個別事例から患者、家族中心のコンサルテーションを検討する② 

講義・
討議 

吉里 
日高 

実践例準備 1 

13 
組織におけるコンサルテーションの実際 
スタッフ、管理者との調整、多職種間の調整等の組織の体制作りの検討① 

講義・
討議 

佐藤 
日高 
宮林 

実践例準備 2 

14 組織におけるコンサルテーションの実際 
スタッフ、管理者との調整、多職種間の調整等の組織の体制作りの検討② 

講義・
討議 

佐藤 
日高 
宮林 

実践例準備 2 

15 まとめ  事例検討を通してコンサルテーションの課題について討議し、高度実践看護師
の今後の方向性を見出す 

講義・
討議 

宮林 
日高 

自己課題プレゼン準備 2 

成績評価方法・基準 プレゼンテーション・デスカッション（６０％）課題レポート（４０％）を基準とし総合的に評価する 
課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義中または後日フィードバックする 

教科書 授業において適宜提示する 

参考書・参考文献 授業において適宜提示する 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ/学習相談 
/メッセージ/その他 

宮林郁子（非常勤講師）︓質問・相談等は講義終了後、教室にて受け付けます。 



 

開設科目名 データヘルスサイエンス概論 科目コード MNSB508 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30 時間  授業区分 講義 

責任者 堤 千代 担当者 堤千代、井手悠一郎、立森久照、鈴木寿則、眞﨑直子 

授業の概要（授業の目的） 

医療・介護・健診のデータヘルス計画NDB等ビッグデータを使用し、公衆衛生等地域における予防行動支援、療養行動支援、意思決定支援等看護実践や 
保健活動の評価、改善を科学的根拠で明らかにする研究の理論と方法の概要を学ぶ。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１．データヘルスサイエンスの基盤である理念と倫理に基づいた実践を理解する。  ２. 倫理の本質を捉えた実践 

２．データヘルスサイエンスの基礎を学修し、臨床看護・公衆衛生看護の現場で、根拠に基づいた看護実践

を理解する。 
３. 看護実践の追求 

３．看護・医学・福祉に関するビッグデータの実際を学び、データから導かれる結果の信頼度を判断できる。  

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）遠隔授業の方法︓Teamsによる同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 データヘルスサイエンスとは 講義<遠隔＞ 眞﨑 講義資料の復習 ４時間 

2 サイバーフィジカルシステムの理解 講義<面接＞ 堤 講義資料の復習 ４時間 
3 AIの動向とヘルス分野への活用 講義<面接＞ 堤 講義資料の復習 ４時間 
4 ビッグデータの基礎的知識 講義<遠隔＞ 立森 講義資料の復習 ４時間 
5 ビッグデータの応用と実践（精神医療保健） 講義<遠隔＞ 立森 講義資料の復習 ４時間 
6 ビッグデータの可視化手法（空間疫学） 講義<遠隔＞ 立森 講義資料の復習  ４時間 
7 ビッグデータの活用と汎用性 講義<遠隔＞ 立森 講義資料の復習  ４時間 
8 データヘルス計画におけるビッグデータとは 講義<遠隔＞ 鈴木 講義資料の復習  ４時間 
9 データヘルスサイエンスにおける研究デザインとエビ

デンスのレベル 

講義<遠隔＞ 井手 講義資料の復習 

 

4時間 

10 データヘルス計画におけるビッグデータのデータ整理 討論<遠隔＞ 鈴木 講義資料の復習  ４時間 
11 データヘルス計画における医療データの分析方法 講義<遠隔＞ 鈴木 講義資料の復習  ４時間 
12 データヘルス計画における施策への活用方法 講義<遠隔＞ 鈴木 講義資料の復習 ４時間 
13 データヘルス計画における戦略への活用方法 講義<遠隔＞ 鈴木 講義資料の復習 ４時間 
14 データヘルスサイエンスにおける保健統計の活用 討論<遠隔＞ 眞﨑 講義資料の復習 ４時間 

15 データヘルスサイエンスの研究倫理と今後の展望 討論<遠隔＞ 眞﨑 資料の復習、演習の予習 ４時間 

成績評価方法・基準 授業内レポート（100点）（評価者︓堤）により評価します。  

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義最終日に講義やプレゼンテーションへの総評今後の学習アドバイスを行う。レポートに関しては、返却し学習のアドバイスを行う。 

教科書 なし 

参考書・参考文献 
中村好一︓基礎から学ぶ楽しい疫学、第 3版、医学書院、2013 
日本疫学会編︓はじめて学ぶやさしい疫学、疫学への招待、改定第 3版、南江堂、2018 
山下康行︓医療AI入門 、第 1版、金原出版、2019 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

看護・医学・福祉に関するリアルワールドデータを用いた分析経験をもつ教師陣が、データのもつ特性や活用における現状と課題につ
いて教授します 
堤 千代（2号館 1階 220研究室）火曜日 12︓10～13︓10 tsutsumi@stmaryacjp.onmicrosoft.com 
講義終了後、教室で質問を受け付けます 
その他メッセージ等があればご記入ください（メールでも可） 
 



 

開設科目名 疫学特論 科目コード MNSB510 開設期 １年通年 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 

責任者 井手悠一郎 担当者 井手悠一郎、堤千代、伊藤一弥、中村和代、金晟娥 

授業の概要（授業の目的） 

疫学的実践を行う上で必須となる知識を修得する。また各回において提示される内容について考え、疫学的な思考力と判断力を身につける。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

疫学的実践を行う上で必須となる基礎知識を身につける 
3.看護実践の追求、7.国際性・学際性の探求 

疫学的思考の必要な場面において、基礎知識に基づいた判断を行うことができる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※第９，１２回は Zoomによる同時双方向型で実施 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 疫学的思考の紹介、因果関係の推論 講義〈面接〉 井手 講義内容の復習 ４時間 

2 疾病発生と因果的効果の測定（１） 

（割合、率） 

講義〈面接〉 井手 講義内容の復習 ４時間 

3 疾病発生と因果的効果の測定（２）（比） 講義〈面接〉 井手 講義内容の復習 ４時間 

4 研究デザイン（１）（観察研究） 講義〈面接〉 井手 講義内容の復習 ４時間 

5 研究デザイン（２）（介入研究） 講義〈面接〉 井手 講義内容の復習 ４時間 

6 バイアス・交絡とその制御（１）（バイアス） 講義〈面接〉 井手 講義内容の復習 ４時間 

7 バイアス・交絡とその制御（２） 

（交絡および制御方法） 

講義〈面接〉 井手 

 

講義内容の復習 ４時間 

8 偶然誤差と統計の役割 演習〈面接〉 堤・井手 講義内容の復習 ４時間 

9 多変量解析による交絡の制御 演習〈遠隔〉 伊藤・井手 講義内容の復習 ４時間 

10 カテゴリカルデータの検定（１）（Excel） 演習〈面接〉 堤・井手 講義内容の復習 ４時間 

11 カテゴリカルデータの検定（２）（JMP,SAS） 演習〈面接〉 堤・井手 講義内容の復習 ４時間 

12 交互作用の評価 演習〈遠隔〉 伊藤・井手 講義内容の復習 ４時間 

13 パネルデータ、線形混合モデル 演習〈面接〉 金・井手 講義内容の復習 ４時間 

14 感度・特異度（ROC解析） 演習〈面接〉 中村・堤 講義内容の復習 ４時間 

15 まとめ 講義〈面接〉 井手 講義内容の復習 ４時間 

成績評価方法・基準 
WebClass上での試験 100％ 
科目責任者が評価を行います。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 単位認定試験の結果は、WebClass上で参照することができます。 

教科書 基礎から学ぶ楽しい疫学. 中村好一. 医学書院 

参考書・参考文献 ロスマンの疫学．Kenneth J. Rothman. 篠原出版新社 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

*連絡先 井手悠一郎（6号館 2階 井手悠一郎研究室）、オフィスアワー︓火曜 16︓00～17︓00 
質問については、授業終了後に直接か、メールに宛てて送ってもらうとより確実です。 
メールアドレスについては、Microsoft 365のアドレスを参照してください。 
ICT の活用︓毎回の授業終了後に、WebClass 上で理解度についてのアンケートを行っています。授業終了後には回答の方を  
どうぞよろしくお願いします。 

上記の単位認定試験は第 14回授業終了後に、WebClass上で実施します。出題範囲は、「因果関係の判定、罹患率、罹患率
比、オッズ比の計算、疫学用語の理解、研究デザインの種類と特徴、交絡、バイアスの制御」です。これまでの内容を復習の上、
授業に臨んでください。 



 

開設科目名 臨床統計特論 科目コード MNSB511 開設期 1年通年 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 

責任者 堤 千代 担当者 堤 千代  井手悠一郎  角間辰之  川口淳  伊藤一弥 他 

授業の概要（授業の目的） 

データを用いたパソコン演習によって統計の基本的知識を理解するとともに、Excel、JMP、SASの操作スキルを習得する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
尺度の種類に応じ、データの特性が記述できる 

◎８．専門職業人としての発展 
推測統計の考え方を理解し、尺度の種類に応じた統計手法を選択できる 
Excel、JMP、SASの基本的操作ができる 
多因子解析や多重比較の概念を説明できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※面接授業は Teamsで遠隔にも同時配信、録画教材による後日受講可能 
回 授業内容 担当者 方法 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 尺度の理解（度数分布とヒストグラム） 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

2 一変量の記述統計と図表化 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

3 正規分布 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

4 二変量の記述統計 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

5 推測統計の考え方 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

6 連続データの検定（t検定、等分散性の検定） 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 講義内容の復習 ４時間 

7 正規線形回帰分析 伊藤・堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

8 ロジスティック回帰分析 伊藤・堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 講義内容の復習 ４時間 

9 連続データの検定（分散分析、交互作用） 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

10 ノンパラメトリック検定 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 講義内容の復習 ４時間 

11 因子分析 角間・堤 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

12 構造方程式モデリング 角間・堤 講義・演習 
〈面接〉 講義内容の復習 ４時間 

13 対応のあるデータの分析 堤・井手悠 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

14 多重比較 川口・堤 講義・演習 
〈面接〉 講義内容の復習 ４時間 

15 探索的データ解析 堤 講義・演習 
〈面接〉 

講義内容の復習 ４時間 

成績評価方法・基準 WebClass上での試験 100％ （堤） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 単位認定試験の結果と解説は、終了後にWebClass上で参照することができます。 

教科書 新・看護・リハビリ・福祉のための統計学．柳川尭 他．近代科学社     
参考書・参考文献 なし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

数多くのデータ分析の実践を重ねてきた教師陣が基本的な統計手法の理論的側面について教授し、統計ソフトを用いた演習を通し
て分析実践力を高める科目です。社会人履修証明プログラム（データヘルスサイエンス）の一部としても開講しているので、社会人
受講者との合同講義となります。毎週水曜 6限目および、月１土曜 1，2限目で実施します。 
面接授業は242教室で行います。パソコンを用いた演習がありますので、ノートパソコンをご準備くださるか、USBメモリーをご持参くだ
さい。なお、パソコンに JMP、SASのインストールができます。 
堤千代 オフィスアワー（水）17︓00～17:30 2号館 220室 tsutsumi@stmaryacjp.onmicrosoft.com  
疫学特論、データヘルスサイエンス看護学特論Ⅰ・Ⅱと並行し、関連しながら進行しますので、本科目単独の履修はお勧めしませ
ん。CNS コースの方は、実習優先のため、履修できない時期に授業が入ることがありますのでご注意ください。 



 

 

開設科目名 生体感染防御論 科目コード MNSB512 開設期 １年通年 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 
責任者 野村秀一 担当者 野村秀一、 迫田頼武  、井手悠一郎 

授業の概要（授業の目的） 
現代社会は人口の高齢化に基づく日和見感染症、薬剤耐性菌の出現による病院感染の拡がり、地球規模での環境破壊、人口の都市集中による新興・再興感染
症の勃興や感染症のグローバル化（パンデミックな拡大）等で新たな「感染症の時代」であることを常に念頭に置きながら講義をする。それに基づいてそれぞれの対応
について考えさせる。 
① 病原微生物の特性とそれによる感染症の成因、および対応する生体の防御免疫機構を学び、適正な治療法や予防法を理解する。 
② 地域および病院における感染症の発症および流行、母性・小児・成人・老人の感染発症の特徴、易感染者の特性などについて学ぶ。 
③  交通網の発展に伴う急速なグローバル化で感染症もパンデミックな拡大をみせることから、これら国際感染症の現状と対策を学ぶ。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．病原微生物の特性とそれによる感染症の成因、および対応する生体の防御免疫機構を学び、適
正な治療法や予防法が理解できる。 

３看護実践の追求 
４看護の質向上への貢献 
８専門職業人としての発展 

２．地域および病院における感染症の発症および流行、母性・小児・成人・老人の感染発症の特徴、
易感染者の特性について理解できる。 
３．交通網の発展に伴う急速なグローバル化で感染症もパンデミックな拡大をみせることから、これら国
際感染症の現状と対策について理解できる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時

間 
1 微生物学概論︓ 感染と感染症  講（面接） 野村 国内外から日々伝えられるニュースの中から、この事に関する話題

に注意を払っておく、 配布資料と教科書②を参照する。 
４時間 

2 感染防御免疫学 １非特異的防御機構 講義（面接） 野村 配布資料と教科書②を参考に自然免疫機構を学習する。 ４時間 
3 感染防御免疫学 ２特異的防御機構 講義（面接） 野村 配布資料と教科書②を参考に適応免疫機構を学習する。 ４時間 
4 常在細菌叢と感染症 講義（面接） 野村 配布資料と教科書②を参照し常在細菌の功罪を学習する。 ４時間 
5 細菌学とその感染症 講義（面接） 野村 配布資料と教科書②を参照し細菌感染症を学習する。 ４時間 
6 ウイルス学とその感染症 講義（面接） 野村 配布資料と教科書②を参照しウイルス感染症を学習する ４時間 
7 その他の感染症︓真菌、原虫、プリオンな

ど 
講義（面接） 野村 配布資料と教科書②を参照し真菌、原虫、プリオン感染症を学習

する。 
４時間 

8 感染症の診断と治療①︓細菌感染症と
抗菌薬 

講義（面接） 迫田 教科書①、②を参照し抗細菌化学療法を学習する。 ４時間 

9 感染症の診断と治療②︓ウイルス感染症
を中心として 

講義（面接） 井手 教科書①、②を参照し抗ウイルス、抗真菌剤、などを学習する。 ４時間 

10 病院感染について︓多剤耐性菌対策 講義（面接） 迫田 配布資料、参考書などを通して「院内感染」の実態を知る。 ４時間 
11 日和見感染症 講義（面接） 迫田 配布資料、参考書などを通して「日和見感染症」について調べる。 ４時間 
12 感染症コントロール 講義（面接） 迫田 配布資料、参考書などを通して 「院内感染対策」などを調べる。 ４時間 
13 グローバル時代の感染症対策 講義（面接） 井手 グローバル化時代の再興・新興感染症について学習する。  ４時間 
14 新興・再興感染症 講義（面接） 井手 特に A 型インフルエンザウイルス、新型コロナウイルスなどについて学

習する。  
４時間 

15 パンデミック規模の感染症に対する予防策 講義（面接） 井手 その他パンデミックになる感染症についてその対策などを学習する。 ４時間 

成績評価方法・基準 定期試験（50％）、レポート（40％）、学習態度（10％）等を基準に評価する。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ レポートは後日総評をお知らせします。 

教科書 
① Mechanisms of Microbial Disease︓（Ed.）Engleberg, N  LWW, 2006 
② 南嶋洋一ほか編 『系統看護学講座 専門基礎分野 微生物学』 医学書院 13版 2021 

参考書・参考文献 
感染制御学  （編） 矢野邦夫、ほか   文光堂   2015 
「新院内感染予防対策ハンドブック」  （編） 国立病院機構大阪医療センター     南江堂  2007 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・学習相談 
メッセージ・その他 

野村秀一（非常勤）nomura@niu.ac.jp 
看護師として常に compromised hosts(易感染者) と接する立場上、自身が感染病原体の媒介者になる恐れが有ることを含め、こ
の講義を確実に理解すること。 



開設科目名  ライフスパンフィジカルアセスメント 科目コード MNSB513 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 演習 

責任者 日高艶子 担当者 
日高艶子、宮林郁子、小浜さつき、柳本朋子、吉里孝子、石本祥子、
中村真弓、酒井輝文、千住秀明、武岡宏明、佐藤友紀 

授業の概要（授業の目的） 

高度実践看護におけるフィジカルアセスメントの目的と意義を理解する。また、ライフスパンを通したフィジカルアセスメントについて学ぶとともに、複雑な健康問題
を持つ患者に対する高度実践看護に必要なフィジカルアセスメント技術を修得する。 
学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1．高度実践看護におけるフィジカルアセスメントの目的と意義を理解する。 

3．看護実践の追及、4．看護の質向上への貢献、 
2．複雑な健康問題をもつ患者を対象とした高度実践看護に必要なフィジカルアセスメント技術を修得する。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔で行う場合は、Zoomを活用した同時双方向授業とする。 
回 授業内容 方法 担当

者 
予習・復習(学習課題) 取組時

間 
1 高度実践看護におけるフィジカルアセスメントの目

的と意義 
講義 

(遠隔) 
宮林 
 

予習して講義に臨み、受講後は復習に取り組む。 ４時間 
 

2 ライフスパンフィジカルアセスメントの概要 
フィジカルアセスメントの基本的技法（問診、視
診、聴診、触診、打診）、Head to Toe 

演習 
（面接） 

日高 
小浜 
佐藤 

フィジカルアセスメントの基本的技法について復習し講義に臨
む。講義後は復習に取り組む。 

４時間 

3 胸部(呼吸器系・循環器系)のフィジカルアセスメン
ト胸部の視診・聴診・触診・打診 

演習 
（遠隔） 
 

千住 
日高 
吉里 

胸部（胸郭と肺、心血管系）のフィジカルアセスメントについて
予習し講義に臨む。講義後は復習に取り組む。 

４時間 
４ ４時間 

5 腹部（消化管系）腹部の視診・聴診・触診・打
診、腹部エコーを用いた腹部のアセスメント 

演習 
（面接） 

酒井 
佐藤 
小浜 

腹部のフィジカルアセスメントについて予習し講義に臨む。講義
後は復習に取り組む。講義後は復習に取り組む。 

４時間 

6 腹部（尿路系）泌尿器系の視診・触診、腹部エ
コーを用いた膀胱の観察 

演習 
（面接） 

４時間 

7 感覚・神経系/筋・骨格系 
脳神経系の視診・触診・打診 
徒手筋力テスト、関節可動域の測定、腱反射 

演習 
（面接） 

 

日高 
小浜 

感覚・神経系/筋・骨格系のフィジカルアセスメントについて予
習し講義に臨む。講義後は復習に取り組む。 

４時間 
8 ４時間 

9 頭部、眼、耳、鼻と副鼻腔、口と咽頭、頚部 
頭頚部の視診・触診・打診の技法 

演習 
（面接） 

小浜 
石本 

頭部、眼、鼻と副鼻腔、口と咽頭、頸部のフィジカルアセスメン
トについて予習し講義に臨む。講義後は復習に取り組む。 

４時間 

10  皮膚・リンパ節 
頭頚部・乳房・腋のリンパ節の視診・触診 

演習 
（面接） 

皮膚・リンパ節のフィジカルアセスメントについて予習し講義に臨
む。講義後は復習に取り組む。 

４時間 

11 小児 
小児の成長・発達における診察技法 

演習 
（面接） 

中村 小児のフィジカルアセスメントについて予習し講義に臨む。講義
後は復習に取り組む。 

４時間 

12 ウィメンズ・ヘルス 
女性生殖器・妊娠・出産に関する診察技法 

演習 
（面接） 

柳本 ウィメンズ・ヘルスのフィジカルアセスメントについて予習し講義に
臨む。講義後は復習に取り組む。 

４時間 

13 臨床推論 Case study 演習 
（面接） 

 

武岡 
日高 

 
 
 

提示された事例について、予習して講義に臨む。講義後は復
習に取り組む。 

4時間 

14 4時間 
15 ４時間 

成績評価方法・基準 1．実技試験 70％、2．筆記試験 30％ （評価者︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 実技試験のフィードバックは、試験時に行います。 

教科書 Lynn．S．Bickley著、福井次矢・井部俊子監修︓Batesʼ Guide to Physical Examination and History Taking 

参考書・参考文献 Beth Hogan-Quigley他著 Bates' Nursing Guide to Physical Examination and History Taking 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

日高艶子︓7号館 3階 731研究室、オフィスアワー︓金曜日 16︓30～17︓30 
本科目は、2 年次前期に開講される療養支援慢性看護学演習ⅡB と連動している。療養支援慢性看護学演習ⅡB において
は、本科目で学んだ内容が基盤となる。 
備考︓使用機器 ラングモデル、イチロー、呼吸器・循環器聴診シミュレーター、乳がん触診モデル、消化器触診モデル、脳神経
診察セットなど。 



 

開設科目名 臨床病態生理学 科目コード MNSB514 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 60時間 授業区分 講義 

責任者 田代 英樹 担当者 
田代英樹、中山和道、日高艶子、河野弘志、今村豊、武岡宏明、 
福嶌由尚、神保幸太郎、中野輝明、東治道、佐藤雄一、 
前野泰樹、村上文洋、坂西雄太、朝川貴博、吉里孝子 他 

授業の概要（授業の目的） 

疾病や身体機能の変化に対応した高度実践看護に必要な知識として、生理学、遺伝学、病態生理学の統合されたものを学ぶ。主要症候から診断までの過
程、小児や高齢者、女性の診療の際の留意点など総合診療の観点で学ぶとともに、各々の疾患の病態生理を専門医師より学ぶ。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１．主要症候から診断までの過程を理解し、鑑別すべき疾患を説明できる ３．看護実践の追求 

２．各疾患の病態生理を理解し、説明できる ３、看護実践の追求 

３．小児や高齢者、女性の診療の際に留意すべき点を理解し、説明できる ３、看護実践の追求 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 主要症候と病態生理の基礎 講義 田代  講義資料の復習 60分 
2 胸痛と腹痛 講義 坂西 講義資料の復習 60分 
3・4 脳、頭頸部系領域 講義 福嶌 講義資料の復習 60分 
5・6 骨・筋肉系 講義 神保 講義資料の復習 60分 
7・8 呼吸器領域 講義 武岡 講義資料の復習 60分 
9・10 循環器領域 講義 田代 講義資料の復習 60分 
11・12 消化器領域―肝細胞癌の全て,胆石症,膵癌 講義 中山 講義資料の復習 60分 
13・14 消化器領域―消化管出血,腸閉塞 講義 河野 講義資料の復習 60分 
15～17 内分泌・糖尿病 講義 佐藤 講義資料の復習 60分 
18･19 腎疾患・水電解質 講義 東 講義資料の復習 60分 
20 泌尿器・男性生殖器 講義 （  ） 講義資料の復習 60分 
21 女性生殖器 講義 村上 講義資料の復習 60分 
22･23 リウマチ・膠原病 講義 中野 講義資料の復習 60分 
24･25 血液・腫瘍疾患 講義 今村 講義資料の復習 60分 
26 小児の特徴 講義 前野 講義資料の復習 60分 
27 全身疾患と関連した皮膚病変 講義 （  ） 講義資料の復習 60分 
28 体液・栄養管理の基礎知識 講義 朝川 講義資料の復習 60分 
29 消化･吸収に障害のある患者の栄養療法の基礎知識 講義 朝川 講義資料の復習 60分 
30 知識を現場でどう活かすか−総括と実践― 講義 田代 

日高・吉里 
講義資料の復習 60分 

成績評価方法・基準 
試験（50％）、レポート、授業態度等の評価（50％） 
※いずれも担当教員全員で評価を行う 

 講義 講義資料の復習 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 試験︓模範解答を後日配布する 

教科書 

福井次矢、奈良信雄編︓内科診断学、第 2版、医学書院 
一目でわかる内科学(日本語版監修、日野原重明)、メディカル・サイエンス・インターナショナル、2004．（Patrick Davey eds. 
Medicine at a Glance, Blackwell Sciences, 2002） 
この他、必要に応じて資料配布 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

各講義の順番は入れ替わることがありますので、時間割で確認して下さい。 



 

開設科目名 臨床薬理学 科目コード MNSB515 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 

責任者 古賀恭子 担当者 
古賀恭子、田中正敏、小野眞弓、三宅秀敏、石原純一、 
長嶋フクエ、松本隆範、吉里孝子 

授業の概要（授業の目的） 

薬物療法を行うにあたっては、薬物の生体への作用メカニズムを理解している必要がある。薬剤学、薬物動態学、薬力学の観点から薬物の生体への作用メカニズ
ムを学び、臨床で汎用される薬物について、安全で有効な効果が得られるよう、その作用効果、使用方法、患者ケア・服薬管理など、看護に必要な知識を深め
る。また、ケーススタディにより学習を深める。高度看護実践に必要な薬物療法の知識を取得する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１．医薬品の基礎知識を理解する 
３看護実践の追求 
４看護の質向上への貢献 
８専門職業人としての発展 

２．各種疾患治療に使用される代表的な医薬品の適正使用について理解する 

３．各種疾患治療に使用される代表的な医薬品について、看護実践的な視点から理解する。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 臨床薬理学総論、薬物法規、薬効評価 講義 古賀 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 

2 なぜ臨床薬理学が必要か、ﾌﾟﾗｾﾎﾞ効果、動物とヒトの違い 講義 田中 講義資料の該当部分を予習しておく ４時間 
3 薬物動態学、薬物血中濃度測定の臨床的意義（吸収･

分布･代謝･排泄、併用薬との相互作用） 

講義 田中 講義資料の該当部分を予習しておく ４時間 

4 薬の評価の実際、前臨床試験、第 1相～第 4相試験、 

説明と同意、GCP基準 

講義 田中 講義資料の該当部分を予習しておく ４時間 

5 精神･神経疾患とくすりの適正使用（うつ･不安･不眠症・

総合失調症、パーキンソン病などに用いるくすり） 

講義 田中 講義資料の該当部分を予習しておく ４時間 

6 炎症･痛みとくすりの適正使用 

 （解熱、消炎、鎮痛剤の適正使用･･･麻薬を含む） 

講義 田中 講義資料の該当部分を予習しておく ４時間 

7 添付文書の読み方と処方箋の読み方 講義 古賀 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 
8 アレルギー性疾患とくすりの適正使用 講義 石原 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 
9 循環器疾患とくすりの適正使用 講義 石原 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 
10 消化器疾患（肝炎を中心に）とくすりの適正使用 講義 松本 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 
11 感染症とくすりの適正使用（抗菌薬、抗ウイルス剤など） 講義 松本 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 
12 分子標的薬剤の現状 講義 小野 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 
13 癌化学療法の実際 講義 三宅 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 
14 輸液療法の実際 講義 長嶋 講義資料、関連資料を復習し、理解を深める ４時間 
15 知識を現場でどう活かすか―総括と実践― 講義 田中・吉里 講義資料、関連資料を復習しておく 4時間 

成績評価方法・基準 筆記試験 100% 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義ごとに講義の総評を行い、今後の学習アドバイスを行う 

教科書 特に指定しない 

参考書・参考文献 「新版 超図解薬はなぜ効くか」田中正敏 講談社、授業の中で適宜紹介する 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

古賀恭子（非常勤、社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院） 
  質問、相談等には、授業終了後、教室にて受け付けます。 



開設科目名 異文化理解と国際医療協力論 科目コード MNSB517 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 秦野環 担当者 秦野環、Eric FORTIN、中島小乃美 

授業の概要（授業の目的） 

国際保健医療協力を行うにあたり、参加する人々や国々、国際的な連携を理解し尊重することが求められる。それぞれの人や地域、国がもつ文化の存在を理解

し、尊重する姿勢が重要であることから異文化理解の学習が前提となる。国際協力の現場で保健医療の現状・問題を分析し、関係諸機関と連携協力しながら

健康問題に取り組むための基礎的知識・方法論を学ぶ。国際協力の取り組みとして「持続可能な開発目標」の進捗状況と課題を考察する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
文化の構成要素を説明できる 

◎ １、全人的ケアの探求、 
7、国際性・学際性の探求 
 

自己がもつ文化とは異なる文化の存在を理解する 
国際保健医療協力の基礎となる政治、経済、社会、文化的背景の重要性を考慮する意義を理解する 
文化が人々の健康に影響を与えることを理解し、具体例を説明できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）遠隔授業の方法︓teams/ZOOMを活用した同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 学習ガイダンス（毎回の授業は、予習に基づいてプレゼンテ

ーションを行い、担当教員の講義と合わせてディスカッションを

進める）。異文化理解とは 

講義 

〈面接〉 

秦野 文化とはについて予習する 学生自身の経験に
基づき取り組む。予
習・復習を合わせて

4時間 
2 異文化コミュニケーション 異文化と国際理解 講義 

〈面接〉 

中島 文化とはについて予習する 上記に同じ 

3 文化の構成（1）宗教（ユダヤ教、キリスト教、イスラム

教） 

講義 

〈面接〉 

Fortin ユダヤ教、キリスト教、イスラム教を予習す

る 

上記に同じ 

4 文化の構成（2）宗教（アフリカ、アジア、日本など） 講義 

〈面接〉 

中島 アフリカ、アジア、日本などの宗教を予習す

る。 

特に仏教、チベット仏教など 

上記に同じ 

5 文化の構成（3）国家、言語（Fortin） 講義 

〈面接〉 

Fortin 第 1回～第 4回までを復習しておく 上記に同じ 

6 多様な文化（1）難民 他 講義 

〈面接〉 

秦野 難民と、現状を調べる 上記に同じ 

7 多様な文化（2）コミュニケーション 講義 

〈面接〉 

秦野 コミュニケーションを構成するものを考える 上記に同じ 

8 英語による“日本の文化の紹介” 講義 

〈面接〉 

Fortin 英語による“日本の文化の紹介”の準備を

行う 

上記に同じ 

9 英語による“異文化理解のまとめ 講義 

〈面接〉 

Fortin  上記に同じ 

10 開発途上国における医療活動の実際・SDGsを含む 講義 

〈面接〉 

秦野 SDGsを復習しておく 上記に同じ 

11 文化・歴史が医療制度に与える影響 講義 

〈面接〉 

秦野 調査対象とする予定の国について調べる 上記に同じ 

12 国際保健協力総論  

戦後から現在までの国際協力の概要、 

協力成果と課題、将来の展望 

講義 

〈面接〉 

秦野 日本政府が行ってきた国際医療協力につ

いて調べる 

上記に同じ 

13 日本政府が行う国際協力 講義 

〈面接〉 

秦野 日本政府が行ってきた国際医療協力につ

いて調べる 

上記に同じ 

14 日本政府が行う国際協力 講義 

〈面接〉 

秦野 日本政府が行ってきた国際医療協力につ

いて調べる 

上記に同じ 

15 日本政府が行う国際協力 講義 

〈面接〉 

秦野 日本政府が行ってきた国際医療協力につ

いて調べる 

上記に同じ 



 
 
 

成績評価方法・基準 評価︓ 授業外レポート 50点、 授業への参加度 30点、プレゼンテーション 20点（評価者 秦野） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 毎回の授業の中で行うディスカッションを活用し、行う。 

教科書 適宜紹介する 

参考書・参考文献 適宜紹介する 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

秦野環 2号館一階 214研究室 hatano@stmaryacjp.onmicrosoft.com 
オフィスアワー︓ 火曜日 12時 10分～13時 10分、その他はメールでご連絡ください。可能な限り調整します。 
第6回・7回の授業において「ウガンダ難民定住地における女性を対象とした暴力の実態調査」の結果の一部を参照しながら授業を 
行います。 



 

開設科目名 APN（Advanced Practice Nursing）特論 科目コード MNSB517 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 

責任者 矢野正子 担当者 矢野正子、日高艶子 

授業の概要（授業の目的） 

APN（Advanced Practice Nurse, 高度実践看護師、以下 APN）特論では、アメリカ・イギリスの看護において 20 世紀中頃から開発・発展してきた NP
（Nurse Practitioner, ナースプラクティショナー、以下 NP）、CNS（Clinical Nurse Specialist, クリニカルナーススペシャリスト、以下CNS）について、制
度、教育、業務などについて理解し、我が国の高度実践看護について検討する。  

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．アメリカの医療・看護・看護教育の歴史について説明できる。イギリスの医療・看護・看護教育の 

歴史について説明できる。 
７国際性・学際性の探求 

２．アメリカの APN（ナースプラクティショナー（以下NP））、クリニカルナーススペシャリスト 
(以下CNS）)の始まりとその経緯を説明できる。イギリスの APNの始まりとその経緯を説明できる。 

７国際性・学際性の探求 

3．アメリカの APN（NP, CNS）の役割について説明できる。イギリスの APN(スペシャリスト 
プラクティショナー、ナースコンサルタント）の役割について説明できる。 

７国際性・学際性の探求 

4．わが国の APN として専門看護師が導入された経緯、役割、資格認定について説明できる。 
３看護実践の追求 ４看護の質向上への貢献７国
際性・学際性の探求 

5．わが国における APNの課題を明確にし、その対策を検討し、まとめることができる。 
１全人的ケアの探求 ３看護実践の追求 ４看護の
質向上への貢献 ８専門職業人としての発展 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

 
 

 高度実践看護師 APN の養成はアメリカでは 1960 年代
にはじまり、その後、世界に広がってきている。そこで、アメリ
カ・イギリスの看護の歴史を学びその中で APN の誕生とその
役割を知り、わが国の APNについて考察する。 

  次回の講義内容を予習し、専門用語の意味を理解
しておく、 
〇教科書  1.・・参考書を示す 

 

1 アメリカ看護史︔19世紀後半から 20世紀へ 講義 矢野 ①第 3章アメリカ ②Unit６,7 4時間 

2 アメリカ看護史︔20世紀から第二次世界大戦へ 講義 矢野 ①第 3章アメリカ ②Unit7,8 4時間 
3 アメリカ看護史︔第二次世界大戦後から現在へ 講義 矢野 ①第 3章アメリカ ②Unit9 4時間 
4 アメリカ看護史のまとめ 講義 矢野 ①第 3章アメリカ ②Unit6～9 4時間 
5 イギリス看護史︔看護の暗黒時代を経て 20世紀へ 講義 矢野 ①第 3章イギリス ④第 2章 4時間 
6 イギリス看護史︔20世紀から 21世紀へ 講義 矢野 ①第 3章イギリス ④第 2章 4時間 
7 アメリカにおける APNの始まりと経緯－(1) NP 講義 矢野 ②Unit9 1,2 4時間 
8 アメリカにおける APNの始まりと経緯－(2) AANPの活動 講義 矢野 ③、２ 4時間 
9 アメリカにおける APNの始まりと経緯－(3) CNS,NACNS

の活動 
講義 矢野 ②Unit9 ③ 4時間 

10 アメリカにおける APNの経緯のまとめ－ NP,  CNS   講義 矢野 ①第 5章アメリカ ③Unit9 2 4時間 
11 アメリカにおける APNの役割－ NP    講義 矢野 ①第 5章アメリカ ③Unit9 2 4時間 
12 アメリカにおける APNの役割－ CNS   講義 矢野 ③, 1 4時間 
13 イギリスにおける APNの役割－ スペシャリスト P   講義 矢野 ①第 5章イギリス, 4  4時間 
14 イギリスにおける APNの役割－ ナースコンサルタント・他  講義 矢野 ①第 5章イギリス, 4  4時間 
15 わが国における APNについて 講義 日高 教科書・参考書から総合的に検討する 4時間 

成績評価方法・基準 参加態度 50％、 課題 レポート 50％ 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 授業内で適時ミニ課題を選び、今後の学びのための示唆を得られるようにする。 

教科書 
① 小山眞理子編（2003）︓看護教育の原理と歴史、医学書院 
② Donahue, M. Patricia (1985) : Nursing, The Finest Art, An Illustrated History, Mosby (必要資料抜粋) 
③ 金子雅彦（2012）︓医療制度の社会学―日本とイギリスにおける医療提供システム―、書院クラルテ 



 

 
 
 
 

参考書・参考文献 

１． 矢野正子（2019）︓わが国の看護制度の過去・現在・未来ー米・英・タイとの比較を通してー、第 33 回日本看護歴史学
会誌 

２． 矢野正子（2020）︓Nurse Practitioner のポジションと活動―米国の NP から学ぶものー、日本看護評価学会誌 
Vol.2,No.2, PP.75-79．2020 

３． 早川佐知子（2011）︓アメリカの病院における医療専門職種の役割分担に関する組織的要因︓医師・看護師・
Non-Physician Clinician を中心に、海外社会保障研究 第 174 巻、国立社会保障・人口問題研究所 

４． 白瀬由美香（2019）︓イギリスにおける医療専門職の業務変化―労働時間規制下での持続可能性確保、社会保障研
究 Vol.9,No.4、PP.521-535 

５． Mary Fran Tracy, Eileen T. OʼGrady (2019) : Hamric and Hansonʼs Advanced Practice Nursing, An 
Integrative Approach, 6th Ed., ELSEVIER, 中村美鈴,江川幸二 監訳（2020）, へるす出版 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

矢野正子（非常勤）  質問、相談等には、授業終了後、教室にて受け付けます。 



 

開設科目名 ヘルスプロモーション看護学特論 科目コード MNSA501 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 

責任者 髙本佳代子 担当者 髙本佳代子 

授業の概要（授業の目的） 
ヘルスプロモーション看護の理念・目的・対象・活動方法の特性について、保健師教育や保健師活動の歴史的検証、健康政策の動向について文献探求し、現
在要請される関係機関・関係者との協働と連携による実践活動－施策化、事業化、社会資源開発、システム化－の活動計画を立案できる。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．ヘルスプロモーション看護の基本理念と活動の特性を考慮し、地域で生活する人々の健康を支援

する看護活動の計画立案・実施・評価ができる。 
1.全人的ケアの探求 
7.国際性・学際性の探求 
8.専門職業人としての発展 

２．ヘルスプロモーション看護の展開過程－ヘルスプロモーションを基軸にした施策化、事業化、社会資
源開発、システム化－について活動計画を立案できる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）遠隔授業の方法︓zoomによる同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 ヘルスプロモーション看護の定義 講義 

＜対面＞ 
髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

2 保健師教育の歴史的検証と動向 講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

3 システム化に係る保健師活動の歴史的検証① 講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

4 システム化に係る保健師活動の歴史的検証② 講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

5 医療制度改革と地域ケアシステム① 講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

6 医療制度改革と地域ケアシステム② 講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

7 自治体政策上の課題たる地域連携、地域開発
（community development）① 

講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

8 自治体政策上の課題たる地域連携、地域開発
（community development）② 

講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

9 保健師の活動の場と職制（市町村・保健所他）① 
保健師活動の場の広がり 

講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

10 保健師の活動の場と職制（市町村・保健所他）② 
学校・産業分野との連携強化 等 

講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

11 活動態様とヘルスプロモーション看護の活動体系① 講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

12 活動態様とヘルスプロモーション看護の活動体系② 講義 
＜対面＞ 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

13 活動態様とヘルスプロモーション看護の活動体系③ 講義 
(FW) 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

14 活動態様とヘルスプロモーション看護の活動体系④ 講義 
(FW) 

髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

15 ヘルスプロモーション看護の今日的課題と将来展望 
連携と協働からシステム化への実践力強化 

講義 
＜対面＞ 

髙本 レポート︓15 回の授業の中から、システム化の観
点から捉えたヘルスプロモーション看護について。 

４時間 

成績評価方法・基準 1.授業への参加状況 40％ 2.レポート 60％  評価者:科目責任者 髙本佳代子     

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義最終日に講義の総評や今後の学習アドバイスを行う。レポートに関しては、返却し学習のアドバイスを行う。 

教科書 
①金川克子・早川和生（監訳）（2007）. コミュニティアズパートナー地域看護学の理論と実際（第 2版）. 医学書院.             
②公衆衛生看護学ｊP︓インターメディカル  ③公衆衛生看護学演習・実習︓クオリティケア 

参考書・参考文献 
・神馬柾峰（2005）. 実践ヘルスプロモーション. 医学書院. 他  参考書は別途提示する。                  
・安梅勅江（編著）（2005）. コミュニティ・エンパワメントの技法. 医歯薬出版株式会社.適宜提示する。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 

メッセージその他 

質問・相談等は講義終了後に受け付けます。  
＊ICTの活用︓演習後はWebClassで理解度の確認テストを受けることができます。解説を確認し、復習に活用してください。 



 

 

開設科目名 
ヘルスプロモーション看護学演習        
(地域包括ケアシステム) 

科目コード MNSA502 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義・演習 

責任者 髙本佳代子 担当者 
髙本佳代子、橋口ちどり、渋江暁春、本田歩美 
田中貴子 

授業の概要（授業の目的） 

地域包括ケアシステム構築に係る活動の展開理論、方法について、実際の活動事例を用い学ぶ。さらに、理論・方法を用いた文献から活動展開上の課題を探
求する。そして、活動展開に要する住民主体の関係機関・関係者との連携・協働に係る参加型実践方法、ならびに、疫学・統計手法による地区診断の方法・技
術を学び、地域看護活動展開上の質的・量的根拠資料の作成技術を習得する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1. 地域包括ケアシステム構築過程に係る研究の現状と課題を説明できる。 

1.全人的ケアの探求 
7.国際性・学際性の探求 
8.専門職業人としての発展 

2. 地域包括ケアシステム構築に係る参加型実践方法を活用できる。 
3. 地域診断・展開方法の手法の比較から地域看護活動における最適な方法を抽出できる。 
4. 疫学・統計手法を的確に活用でき地区診断に役立てることができる。  

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 遠隔授業の方法︓Teamsによる同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 地域包括ケアシステム構築過程についての現状と課題 演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 
2 地域包括ケアシステム構築過程に係る理論と実践活動 

①プリシード・プロシードモデル、コミュニティー・アズ・パートナーモデル 
演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

3 地域包括ケアシステム構築過程に係る理論と実践活動 
②理論上と実践用語の使い分け「看護診断・保健計画・施策化」 

演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

4 地域包括ケアシステム構築過程に係る理論と実践活動③ 演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 
5 参加型実践方法 

フォーカス・グループ・ディスカッション、PCM法、アクション・リサーチ、KJ法 
演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

6 参加型実践方法 
FGD、PCM法、アクション・リサーチ、KJ法 

演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

7 参加型実践方法 
FGD法、PCM法、アクション・リサーチ、KJ法 

演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

8 地域看護過程に係る理論・方法の限界と課題－《話し合い》による解
決策の検討と合意形成 

演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

9 疫学・保健統計の実践的研究①―地域包括ケアシステム 演習<対面＞ 高本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

10 疫学・保健統計の実践的研究②―医療ケアシステム 演習<対面＞ 橋口 各講義終了時に指示する。 ４時間 
11 疫学・保健統計の実践的研究③ 演習<対面＞ 渋江 各講義終了時に指示する。 ４時間 
12 疫学・保健統計の実践的研究④－新人訪問看護師人材育成研究 演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 
13 疫学・保健統計の実践的研究⑤ 演習<対面＞ 本田 各講義終了時に指示する。 ４時間 
14 疫学・保健統計の実践的研究⑥ 演習<対面＞ 田中 各講義終了時に指示する。 ４時間 
15 地域包括ケアシステムにおける実践方法総括 演習<対面＞ 髙本 各講義終了時に指示する。 ４時間 

成績評価方法・基準 1.授業への参加状況 40％ 2.レポート 60％ 評価者︓科目責任者（髙本佳代子） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義最終日に講義の総評や今後の学習アドバイスを行う。レポートの関しては、返却し学習のアドバイスを行う。 

教科書 
①金川克子・早川和生（監訳）（2007）. コミュニティアズパートナー地域看護学の理論と実際（第 2版）. 医学書院.             
②公衆衛生看護学ｊP︓インターメディカル ③公衆衛生看護学演習・実習︓クオリティケア 

参考書・参考文献 
・神馬柾峰（2005）. 実践ヘルスプロモーション. 医学書院. 他  参考書は別途提示する。                  
・安梅勅江（編著）（2005）. コミュニティ・エンパワメントの技法. 医歯薬出版株式会社.適宜提示する。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 

メッセージ・その他 

質問・相談等は講義終了後に受け付けます。   
＊ICTの活用︓演習後はWebClassで理解度の確認テストを受けることができます。解説を確認し、復習に活用してください。 



 

開設科目名 小児・子育て支援看護学特論 科目コード MNSA503 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 

責任者 中村真弓 担当者 中村真弓 

授業の概要（授業の目的） 
子どもと環境の発達モデル（ブロンフェンブレンナーの環境相互システム論等）をとりあげ、子どもの発達・健康・生活への影響を検討する。また、近年の子どもを
取り巻く状況や現象の根底にある、子どもの適応力、セルフケア能力、ファミリー・レジリエンス、遊ぶ力などに焦点をあて理解を深める。さらに、国内外の文献をとお
して、子どもと子育て支援に関連した研究のテーマを取り上げ検討する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．子どもと家族を取り巻く環境の変化に伴う課題・問題を取り上げ、昨今の子どもと子育ての現状が 

理解できる。 
１）全人的ケアの探求 
２）倫理の本質を捉えた実践 

◎３）看護実践の追求 
５）看護理論活用の探求  
６）看護理論の検証 
７）国際性･学際性の探求 

２．子どもと環境のダイナミックな関係の観点から、関連する概念および現象等の知識を習得することが 
できる。 

３．国内外の研究の知見および動向を概観し、小児と家族支援の知識の構築をめざすことができる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 小児・家族のおかれている現状と課題（国内外の知見） 

      －生涯発達の観点からみた子どもの養育環境 
      －アジアの子育て格差と貧困の問題 

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

2 子どもの生涯発達の観点からみた子ども観と発達支援① 
子どもの『時間』と子育て 

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

3 子どもの生涯発達の観点からみた子ども観と発達支援② 
ピアジェとヴィゴツキーの発達を促す応答 

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

4 子どもの生涯発達の観点からみた子ども観と発達支援③ 
遊びの諸理論 

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

5 子どもの生涯発達の観点からみた子ども観と発達支援④ 
ウィニコットの子ども観と「good enough mother」 

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

6 子どもと環境の相互作用① 
Bronfenbrennerブロンフェンブレンナーの環境モデル 

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

7 子どもと環境の相互作用② 子どもの社会化と個性化の課題 講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

8 子どもと環境の相互作用③  
子どもの適応力・Resilience︓心身の健康 

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

9 子どもと環境の相互作用④ 
Family Resilienceの研究にみる子どもと家族の相互作用 

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

10 子どもと環境の相互作用⑤ 親になること・子どもを育むことの課題   講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

11 子どもと環境の相互作用⑥ 子育てとソーシャルサポート 講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

12 子どもの病気体験の理解および発達的死の概念 
  －子どもの病気・障害は危機かそれとも成長か 
－子どもの病気・入院が及ぼす家族への相互影響  

講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

13 国内外の文献講読 講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

14 学生の関心テーマプレゼンテーション  講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

15 小児・子育て支援の展望 講義 
（面接） 

中村 講義内容の予習、復習 ４時間 

成績評価方法・基準  ① レポート 40％   ② プレゼン内容  30％   ③ 参加度  30％   （評価者︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義内外において、全体または個別に行います。 



 

 
 

教科書 
・「悲しみの子どもたちー罪と病を背負って」（岡田尊司著） 
・「子ども期の養育環境とQOL」（菅原ますみ編）      その他、必要に応じて適宜紹介します。 

参考書・参考文献 適宜紹介します。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 

メッセージ・その他 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ   中村︓水 12︓10～13︓10（L724研究室） 
学習相談   適宜受け付けます。 



 

開設科目名 小児・子育て支援看護学演習 科目コード MNSA504 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 演習 

責任者 中村真弓 担当者 中村真弓、山口智治 

授業の概要（授業の目的） 
小児・子育て支援の諸課題および現象をあげ、学際的・多様的支援方法を考究する。 
特論で取り上げた子どもと子育てに関連する概念および現象の理解に基づき、研究ゼミにおいては子どもと家族の支援方法に焦点をあて、国内外の研究文献や
事例等を通して検討する。おかれた状況に合わせた支援方法の適用および開発に向けた取り組みをめざす。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１．子どもと家族の支援方法に焦点をあて、国内外の研究文献や事例等を通して検討することができる。 
１）全人的ケアの探求、 
２）倫理の本質を捉えた実践 

◎３）看護実践の追求、 
５）看護理論活用の探求 
６）看護理論の検証  
８）専門職業人としての発展 

２．おかれた状況に合わせた支援方法の適用および開発に向けた取り組みを考えることができる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 １．小児・子育て支援方法の概要 

２．子どもに関連するさまざまな現象と現象の記述法 
１）子どもの心の悲しみや葛藤の理解と支援  

―「悲しみの子どもたちー罪と病を背負って」（岡田尊司著） 

演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

2 ２）描画にみる子どもと家族の情緒的表象と描画法の活用 
３）子どもの虐待予防と子育て環境の理解 －「子どもの遊びプレジェ
クト」にみる子どもおよび養育者のセルフケアの芽を育くむ支援 

演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

3 ４）子どもの慢性疼痛体験の理解と支援（１） 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

4 ５）慢性疼痛を体験する子どもの支援（２） 
ソーシャルサポートとネットワーク支援 

演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

5 ３．子ども・子育て支援の研究と倫理的配慮 １）倫理的課題 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

6 ３．子ども・子育て支援の研究と倫理的配慮  
２）子どもを対象にした「アンケート作成」の言葉の表現 

演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

7 ３．子ども・子育て支援の研究と倫理的配慮 
３）『子どもの主観的健康観』の研究にみる子どもへの面接方法 

演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

8 ３．子ども・子育て支援の研究と倫理的配慮 
４）子どもを対象にした国内外の諸発達研究 

演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

9 ４．小児・子育て支援研究の文献レヴュー 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

10 ５．学生の関心テーマのプレゼンテーション（１） 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

11 学生関心テーマのプレゼンテーション（２） 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

12 ６．ロイ適応理論にみる子ども・子育て支援（１） 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

13 ロイ適応理論にみる子ども・子育て支援研究（２） 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

14 ロイ適応理論にみる子ども・子育て支援研究（３） 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

15 ７．小児・子育て支援の課題と展望 演習 中村 
山口 

講義内容の予習、復習 ４時間 

成績評価方法・基準 プレゼンテーション 50%  授業への参加状況 50%、 （評価者︓担当者全員） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義内外において、全体または個別に行います。 



 

 

 

 

 

 

教科書 必要に応じ適宜提示します。 

参考書・参考文献 必要に応じ適宜提示します。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ   中村︓水 12︓10～13︓10（L724研究室） 
山口︓火 12︓10～13︓10（L216研究室） 

学習相談   適宜受け付けます。 



 

開設科目名 クリティカルケア看護学特論 科目コード MNSA505 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 
責任者 吉里孝子 担当者 吉里孝子他 

授業の概要（授業の目的） 

1．クリティカルケア看護の特性及びクリティカルな状況にある患者・家族の特徴と看護援助の方策について学修する。 
2．クリティカルケア看護学分野の対象理解と援助のための代表的な理論について学修し、文献や看護実践の事例を基にした講義や議論をとおして、実際的な

看護援助ついて考察、検討する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１）クリティカルケア看護の特性及び患者と家族の特徴を説明できる。 ◎1．全人的ケアの探求  

◎2．倫理の本質を捉えた実践 
３．看護実践の追求 
４．看護の質向上への貢献  

◎５．看護理論活用の探求   
 

２）クリティカルケア看護の主要な理論および概念について説明できる。 
３）クリティカルな状況にある患者及び家族の身体的・心理的・社会的側面を支援する看護について

議論できる。 

４）クリティカルケア看護の現状をふまえ今後の課題について提示し議論できる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔授業の方法︓zoomによる同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 クリティカルケア領域の動向と今日的課題 講義・議論 吉里 第１回から３回の授業内容について関連書籍及び

先行研究を基に予習し講義に臨む 
４時間 

2 クリティカルな状態にある患者と家族の特徴 講義・議論 吉里 4時間 
3 クリティカルケア領域における看護の基本特性 講義・議論 吉里 4時間 
4 クリティカルケア領域におけるケアマネジメント 講義・議論 吉里 ケアマネジメントについて専門書を基に予習する 4時間 
5 臨床推論の基本とプロセスモデル 講義・議論 吉里 臨床推論について専門書籍を基に予習する 4時間 
6 臨床推論に基づく看護診断（1）頭痛 発表・議論 吉里 第６回と７回は、ケースに応じた臨床推論と看護診

断についてまとめプレゼンテーションに備える 
4時間 

7 臨床推論に基づく看護診断（2）胸痛 発表・議論 吉里 4時間 
8 クリティカルケア看護における倫理的課題（1） 

脳死と臓器移植  
発表・議論   吉里 第８回から 10 回は、授業内容に提示した看護場

面における倫理的課題について自己の体験を引用し
ながらまとめプレゼンテーションに備える 

5時間 

9 クリティカルケア看護における倫理的課題（2） 
自己決定による蘇生処置拒否  

発表・議論 吉里 5時間 

10 クリティカルケア看護における倫理的課題（3） 
患者の権利と擁護  

発表・議論 吉里 4時間 

11 クリティカルケア看護の基盤となる理論と看護実践
への活用（1）ストレスコーピング  

発表・議論 吉里 第 11回から 13回は、授業内容に提示した理論に
ついて予習し、看護実践への活用についてまとめプレ
ゼンテーションに備える 

4時間 

12 クリティカルケア看護の基盤となる理論と看護実践
への活用（2）危機  

発表・議論 吉里 4時間 

13 クリティカルケア看護の基盤となる理論と看護実践
への活用（3）意思決定  

発表・議論 吉里 4時間 

14 地域包括ケアシステムとクリティカルケア看護 発表・議論 吉里 地域包括ケアシステムにおけるクリティカルケア看護の
役割についてまとめプレゼンテーションに備える 

4時間 

15 総括  講義・議論 吉里  2時間 

成績評価方法・基準 
プレゼンテーションの内容および精度 60％ 議論への参加度 40％ 
成績評価︓吉里他 

 講義・演習 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義中の議論を通して行う 

教科書 講義内容に応じた資料配布または文献紹介 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

・オフィスアワー及び学習相談︓随時受付（下記連絡先） 
吉里孝子 7号館 4階 Ｌ741研究室 内線 741 メールアドレス︓yoshizato＠stmaryacjp.onmicrosoft.ac.jp 

・メッセージ︓授業日程は、学生との調整の上決定します 



 

開設科目名 クリティカルケア看護援助特論 科目コード MNSA506 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 
責任者 吉里孝子 担当者 吉里孝子他 

授業の概要（授業の目的） 

クリティカルな状況にある患者・家族の反応について学修し、回復および健康の再構築のために必要な看護援助について探求する． 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１．クリティカルな状況にある患者・家族の反応について説明できる。 2．倫理の本質を捉えた実践  
◎3．看護実践の追求 
◎4．看護の質向上への貢献 

２．クリティカルな状況にある患者・家族が抱える課題を明確化し、回復と健康の再構築のために必要な
看護援助について提示できる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔授業の方法︓zoomによる同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 クリティカルケア看護の対象と場の特性  講義・議論 吉里 先行研究の知見を最新の知見及び

実際の事例を基に思考をまとめる。 

4時間 

2 クリティカルケア看護における患者・家族の反応  講義・議論 吉里 4時間 

3 クリティカルケア看護における全身管理の実際と課題  発表・議論 吉里  

 

自分の看護実践を基に、援助の実

際と課題と課題解決に向けた発展

的な方策について思考し、プレゼン

テーションに備える。 

 

4時間 

4 クリティカルケア看護における全身管理の実際と課題  発表・議論 吉里 4時間 

5 クリティカルケア看護における日常性への支援の実際と課題  発表・議論 吉里 ４時間 

6 クリティカルケア看護における日常性への支援の実際と課題  発表・議論 吉里 ４時間 

7 クリティカルケア看護における患者の全人的苦痛と緩和ケアの実際と課題  発表・議論 吉里 4時間 

8 クリティカルケア看護における患者の全人的苦痛と緩和ケアの実際と課題   発表・議論 吉里 4時間 

9 クリティカルケア看護における患者の回復促進に向けた支援の実際と課題  発表・議論 吉里 4時間 

10 クリティカルケア看護における患者の回復促進に向けた支援の実際と課題   発表・議論 吉里 4時間 

11 クリティカルケア看護における家族支援の実際と課題  発表・議論 吉里 ４時間 

12 クリティカルケア看護における家族支援の実際と課題  発表・議論 吉里 ４時間 

13 クリティカルケア看護における患者・家族の自己決定支援の実際と課題  発表・議論 吉里 4時間 

14 クリティカルケア看護における患者・家族の自己決定支援の実際と課題  発表・議論 吉里 4時間 

15 クリティカルケア看護領域における看護実践課題と課題解決のための方

策・総括   

講義・議論 吉里  4時間 

成績評価方法・基準 プレゼンテーションの内容および精度 60％ 議論への参加度 40％  成績評価︓吉里他 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義中の議論を通して行う 

教科書 講義内容に応じた資料配布または文献紹介 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

・オフィスアワー及び学習相談︓随時受付（下記連絡先） 
吉里孝子（ yoshizato@stmaryacjp.onmicrosoft.com ） 

・メッセージ︓授業日程は、学生との調整の上決定します 



開設科目名 クリティカルケア看護学演習 科目コード MNSA507 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 

責任者 吉里孝子 担当者 吉里孝子他 

授業の概要（授業の目的） 
1．クリティカルな状況にある患者及び家族を対象とした先行研究のクリティークを基に討議を行い、患者・家族への看護援助及びクリティカル領域における看護師
の役割について分析的に考察する． 

2．自己の研究課題の精選及び新たな知見の探求のために、文献クリティークをとおして、研究課題、研究方法、分析方法等、研究過程について総合的に学修
する． 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１）クリティカルな状況にある患者および家族の特徴を説明できる． 
2．倫理の本質を捉えた実践 

◎3．看護実践の追求 
4．看護の質向上への貢献  

 

２）危機的状況からの回復を促進するための看護援助について、実践事例および先行
研究を基に多角的・複合的な視点から考察し、討議できる．  

３）クリティカルな状況にある患者および家族への科学的・理論的かつ全人的な看護の方
策について探求し、説明できる． 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔授業の方法︓zoomによる同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 コースガイダンス 講義 鶴田  

各授業内容について国内外の先行研
究についての知見をまとめる． 
先行研究の知見をもとに研究課題との
関連について考察し、プレゼンテーション
に備える． 

４時間 
2 クリティカルケア看護領域における患者の治療環境及び治療体

験に関する研究動向  
講義・議論 

 
吉里 ４時間 

3 クリティカルケア看護領域における患者の治療環境及び治療体
験に関する研究クリティーク 

発表・議論 
 

吉里 ４時間 

4 クリティカルケア看護領域における患者・家族の意思決定に関す
る研究動向 

講義・議論 
 

吉里 ４時間 

5 クリティカルケア看護領域における患者・家族の意思決定に関す
る研究クリティーク 

発表・議論 
 

吉里 ４時間 

6 クリティカルケア看護領域における家族看護に関する研究動向 講義・議論 吉里 ４時間 
7 クリティカルケア看護領域における家族看護に関する 

研究クリティーク 
発表・議論 

 
吉里 ４時間 

8 クリティカルケア看護領域におけるComfort care及び終末期看
護に関する研究動向 

講義・議論 
 

吉里 ４時間 

9 クリティカルケア看護領域におけるComfort care及び終末期看
護に関する研究クリティーク 

発表・議論 
 

吉里 ４時間 

10 クリティカルケア看護領域における臨床判断に関する研究動向 講義・議論 吉里 ４時間 

11 クリティカルケア看護領域における臨床判断に関する 
研究クリティーク  

発表・議論 
 

吉里 ４時間 

12 クリティカルケア看護領域における看護師の自律性・専門性に関
する研究動向 

講義・議論 
 

吉里 ４時間 

13 クリティカルケア看護領域における看護師の自律性・専門性に関
する研究クリティーク 

発表・議論 
 

吉里 ４時間 

14 先行研究から得た知見と研究課題への適用 発表・討議 吉里 ４時間 
15 研究デザインおよび研究方法の検討 発表・討議 吉里 ４時間 

成績評価方法・基準 プレゼンテーションの内容および精度 60％ 議論への参加度 40％      成績評価︓吉里他 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義中の議論を通して行う 

教科書 必要に応じた文献紹介 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

・オフィスアワー及び学習相談︓随時受付（下記連絡先） 
吉里孝子 7号館 4階 Ｌ741研究室 内線 741 メールアドレス︓yoshizato@stmaryacjp.onmicrosoft.ac.jp 

・メッセージ︓授業日程は、学生との調整の上決定します 



 
開設科目名 療養支援慢性看護学特論 科目コード MNSA508 開設期 1 年 前期 

単位数（履修区分） 2 単位（選択） 時間数 30 時間 授業区分 講義 

責任者 﨑田 マユミ 担当者 日高 艶子、中山 美由紀、小浜さつき、﨑田 マユミ 

授業の概要（授業の目的） 
1. 慢性疾患を病む人々と家族の看護に必要な理論や概念を学び、実践や研究への適用を探求する． 
2. 慢性疾患を病む人々と家族の反応を心理・社会・スピリチュアル領域からアセスメントし、療養行動の特性と生活や家族に及ぼす影響を探求する． 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1) 慢性疾患を病む人の看護に必要な理論、概念を理解できる． 1 全人的ケアの探求 
2) 慢性疾患を病む人の療養行動と生活を理解できる． ◎3 看護実践の探求 
3) 慢性疾患を病む人の療養行動を理解するために、理論やモデルを適用できる． ◎4 看護の質向上への貢献 
4) 慢性疾患を病む人と家族を心理・社会・スピリチュアル領域から幅広くアセスメントできる． ◎7 看護理論活用の探求 
5) 慢性疾患を病む人と家族の療養行動の改善に有効な理論・モデルについて議論し探求する． 8 専門職業人としての発展 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）遠隔授業の方法︓Zoom または Teams による同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 慢性疾患の定義、慢性疾患の構造と変遷 講義 﨑田 慢性疾患について以下に指定の教科書を読んでおくこと． 4 時間 
2 セルフケア理論、セルフマネジメント論 発表・討論 

 
﨑田 疾患と療養管理に関する文献を探し、プレゼンテーション、討

論への参加に備える． 
4 時間 

3 慢性看護における倫理的問題と判断 発表・討論 
 

﨑田 看護上の倫理問題に関する文献を探し、プレゼンテーション、
討論への参加に備える． 

4 時間 

4 QOL モデル 発表・討論 
 

﨑田 QOL に関する文献を探し、プレゼンテーション、討論への参加
に備える． 

4 時間 

5 ターミナルケア、緩和ケア、エンド・オブ・ライフケ
ア 

発表・討論 
 

﨑田 ターミナルケア等に関する文献を探し、プレゼンテーション、討論
への参加に備える． 

4 時間 

6 成人教育論（アンドラゴジー） 発表・討論 
 

日高 成人の教育に関する文献を探しプレゼンテーション、討論への
参加に備える． 

4 時間 

7 コンプライアンス、アドヒアランス論 発表・討論 
 

日高 療養継続に関する文献を探し、プレゼンテーション、討論への
参加に備える． 

4 時間 

8 自己決定、スティグマ 発表・討論 
 

日高 自己決定またはスティグマに関する文献を探し、プレゼンテーシ
ョン、討論への参加に備える． 

4 時間 

9 慢性疾患の病みの軌跡論 発表・討論 
 

小浜 病みの軌跡に関する文献を探し、プレゼンテーション、討論への
参加に備える． 

4 時間 

10 トランスセオレティカルモデル、ヘルスビリーフモ
デル 

発表・討論 
 

小浜 療養行動の進行・ステージに関する文献を探し、プレゼンテー
ション、討論への参加に備える． 

4 時間 

11 セルフエフィカシー 発表・討論 
 

小浜 自己効力に関する文献を探し、プレゼンテーション、討論への
参加に備える． 

4 時間 

12 コーチング、ソーシャルサポート 発表・討論 
 

小浜 療養行動のコーチまたは社会資源に関する文献を探し、プレ
ゼンテーション、討論への参加に備える． 

4 時間 

13 ストレスコーピング、ストレスマネジメント 発表・討論 
 

日高 ストレス対処、問題解決に関する文献を探し、プレゼンテーショ
ン、討論への参加に備える． 

4 時間 

14 家族発達理論 講義・討論 
 

中山 家族看護理論に関する文献を読み討論への参加に備える． 4 時間 

15 家族システム理論、家族ストレス理論 講義・討論 
 

中山 家族構造と機能、ストレスに関する文献を探し、討論への参
加に備える． 

4 時間 

成績評価方法・基準 
1)プレゼンテーション 50%（５篇以上の文献の使用、30 分での発表、議論のリードと発展など） 
2)プレゼンテーションに基づく討論 25%(活発に議論の要素を見出し、議論に参加する) 
3)課題レポート 25% （評価者︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ・プレゼンテーションと討論においてフィードバックを行います． 

教科書 
Strauss A. L and others（1984）.Chronic illness and the Quality of Life. 南裕子監訳（1987）慢性疾患を生きる，
医学書院． 

参考書・参考文献 
・Larsen, P.(2017). Lubkinʼs chronic illness: Impact and Interventions tenth edition, Jones & Bartlett Learning. 
・Woog P. and others（1992）.The chronic illness trajectory framework－黒江ゆり子他訳（1995）慢性疾患の病み
の軌跡，医学書院． 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

*各回のプレゼンテーションは、担当者を学生間で話し合い、決定してください．プレゼンテーションの準備には 1 週間は要するため、各
自早めに取り組み、当日参加者全員にプレゼンテーション資料を配布してください．また、他学生の発表内容は事前学習を十分に行っ
ておいてください． 



 

開設科目名 療養支援慢性看護学援助特論 科目コード MNSA509 開設期 1 年 後期 

単位数（履修区分） 2 単位（選択） 時間数 30 時間 授業区分 講義 

責任者 小浜 さつき 担当者 
日高艶子、﨑田マユミ、宮林郁子、川口賀津子、橋口ちどり、 
小浜さつき、玉城雄也 

授業の概要（授業の目的） 
1. 慢性病の予防・治療と慢性疾患を病む人々の悪化予防、回復促進、リハビリテーション、QOL 維持に必要な自己管理支援などの専門的看護支援に関する理論

を学び、支援に必要な技術について探求する． 
2. 慢性疾患を病む人々の発症から死に至る諸側面に対して、学際的アプローチと高度実践看護職の役割を修得する． 
学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1) 慢性疾患を病む人の各時期の諸側面を理解できる． ◎3 看護実践の探求 

2) 慢性疾患を病む人への支援における学際的アプローチを理解できる． ◎4 看護の質向上への貢献 

3) 慢性疾患を病む人と家族の自己管理などの教育的支援について探求できる． 5 看護理論活用の探求 

4) 慢性疾患を病む人と家族への高度実践看護の専門性と機能について理解できる． 7 学際性に関する探求 

5) 慢性疾患を病む人と家族を支援する高度実践看護について具体的事例によって検討できる． ◎8 専門職業人としての発展 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）遠隔授業の方法︓Zoom または Teams による同時双方向型 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 慢性疾患を病む人の問題の多様性 講義 﨑田 患者と家族の抱える問題について文献を読んでおく． 2 時間 
2 学際的アプローチの意義と実際 講義 宮林 保健医療福祉職者と看護との接点を文献で読んでおく. 2 時間 
3 高度実践看護職の役割と機能 講義 日高 専門看護師の役割について文献を読んでおく. 2 時間 
4 慢性疾患と保健医療福祉政策 講義 﨑田 政策の看護実践への影響、政策の役割を整理する. 2 時間 
5 専門看護師における薬剤管理 講義 小浜 専門看護師による患者の薬剤管理支援を整理する. 2 時間 
6 患者教育の実際、患者教育の事例ワーク 講義・討論 﨑田 患者教育について調べ．患者教育の有効性、問題点を整理する． 2 時間 
7 意思決定支援の実際(倫理的意思決定、ア

ドボカシー) 
発表・討論 

 
﨑田 

 
意思決定支援等の方法について調べ、プレゼンテーションに備える.意思
決定の利点、欠点を整理、実践への適用性をまとめ、継続困難な点、
その打開策、新たな対策を整理する． 

2 時間 

8 自己管理支援の実際（症状マネジメント、セ
ルフモニタリング、セルフケア再獲得、アクション
プラン) 

発表・討論 
 

小浜 自己管理支援等の方法について調べ、プレゼンテーションに備える.自己
管理法の利点、欠点を整理、実践への適用性をまとめ、継続困難な
点、その打開策、新たな対策を整理する． 

2 時間 

9 在宅看護の実際と今後の方向性 講義 橋口 慢性疾患における在宅看護の役割を整理する． 2 時間 
10 慢性疾患の在宅看護支援の具体的検討 講義 

 橋口 慢性疾患の在宅看護事例を文献で調べ検討点を用意しておく． 2 時間 

11 緩和ケア、エンド・オブ・ライフケアの事例ワーク 講義・討論 川口 緩和ケア、エンド・オブ・ライフケアの方法について調べ、プレゼンテーション
に備える．緩和ケア、エンド・オブ・ライフケアの効果、問題点を整理． 

2 時間 

12 社会資源へのアクセス・利用の事例ワーク 
(ピアサポートを含む) 

発表・討論 
 﨑田 社会資源とその利用について調べ、プレゼンテーションに備える. 慢性疾

患患者にとっての社会資源、活用性を整理する． 
2 時間 

13 QOL 向上を目指す医療の事例ワーク 発表・討論 
 﨑田 慢性疾患患者の QOL の改善についてのプレゼンテーションに備える

QOL 向上に向けた医療の各種取り組みを整理する． 
2 時間 

14 専門的看護支援技術︓教育、相談事例ワ
ーク 

講義・討論 
 

日高 専門看護師の機能について事例を通して得た理解を整理する． 2 時間 

15 専門的看護支援技術︓調整、倫理調整事
例ワーク 

発表・討論 
 玉城 専門看護師の機能について事例を通して得た理解を整理する． 2 時間 

成績評価方法・基準 
1)プレゼンテーション 40%（5 篇以上の文献の使用、30 分での発表、議論のリードと発展など） 
2)プレゼンテーションに基づく議論 30%(活発に議論の要素を見出し、議論に参加する) 
3)課題レポート 30% （評価︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ・プレゼンテーションと討論においてフィードバックを行います． 

教科書 ・Mary F Tracy et al.(2018).Advanced practice nursing: An integrative approach, sixth edition, 中村美鈴 監訳
(2021).高度実践看護 統合的アプローチ、へるす出版． 

参考書・参考文献 ・Larsen, P.(2017). Lubkinʼs chronic illness: Impact and Interventions tenth edition, Jones & Bartlett Learning. 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

小浜さつき︓2 号館 222 研究室、オフィスアワー︓火曜日 12︓10～13︓10 ※左記時間以外は事前に予約をしてください． 
メールアドレス ︓obama@stmaryacjp.onmicrospft.com 
＊各回のプレゼンテーションは、担当者を学生間で話し合い、決定してください． 
＊プレゼンテーションの準備には 1 週間は要するため、各自早めに取り組み、当日参加者全員にプレゼンテーション資料を配布してくださ
い．また、他学生の発表内容は事前学習を十分に行っておいてください． 
＊非常勤講師の先生には、授業終了時に質問や相談を行ってください． 



開設科目名 療養支援慢性看護学演習 IA 科目コード MNSA510 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 演習 

責任者 日高艶子 担当者 

日高艶子、小浜さつき、糖尿病関係（赤司朋之）、循環器疾患
関係（藤井利江・玉城雄也）、脳血管疾患関係（井林雪郎、橋
本洋一郎、中村真紀、安永惠）、腎疾患関係（東治道）、地域
医療（橋本洋一郎、東治道、福田賢治、中村真紀、山本弥生） 

授業の概要（授業の目的） 

1. 慢性病を持つ人の治療、療養環境について、病棟から在宅までの連携された医療提供のシステムについて学ぶ。 
2. 連携医療の中で使用される施設間情報共有、患者理解を助ける方略や社会資源について現場に参画して理解を深める。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1)Subspecialty とする慢性病の領域の患者・家族の療養環境を理解できる。 
3看護実践の追求 
4看護の質向上への貢献 
 

2)慢性病を病む患者の連携医療について理解し、現状の課題と将来展望について議論できる。 
3)慢性病を病む患者にかかわる職種と職種間連携について、課題とあり方を議論できる。 
4)幾つかの病院と連携する医療施設、福祉施設などとの連携の実際から、医療連携を議論できる。 
5)慢性病を病む患者・家族が関係する医療連携における専門看護師の役割を議論・探求できる。 
授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
１ 
 

慢性病と社会システム︓ケアの連続性 
（Meleisのトランジション理論について） 

講義 日高 
小浜 

慢性疾患患者の治療環境・療養を支える環境、ケアの連続
性について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 

４時間 

２ 医療連携の目的と意義 講義 橋本 医療連携について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 4時間 

３ 医療連携の実際１ 
（熊本県における脳卒中医療連携システ
ムの構築と運営の実際について） 

演習 橋本 医療連携について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 ４時間 

４ 医療連携の実際２ 
（福岡県筑後地方、久留米市内における
脳卒中医療連携システムの実際） 

演習 （   ） 医療連携について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 ４時間 

５ 医療連携の実際３ 
(福岡県大野城市、福岡市等における脳
卒中医療連携システムの実際) 

演習 井林 医療連携について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 ４時間 

６ 医療連携の実際４ 
(脳卒中急性期・慢性期における病院間の
診療連携システムと課題) 

演習 井林 医療連携について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 ４時間 

７ 医療連携の実際５ 
(脳卒中慢性期・生活期における病院間の
診療連携システムと課題) 

演習 井林 医療連携について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 ４時間 

８ 医療連携の実際 6 
(慢性腎臓病・透析導入中の療養者の医
療連携システム) 

演習 東 医療連携について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 ４時間 

９ 医療連携の実際７ 
（慢性心不全、心臓リハビリテーションの医
療連携システム） 

演習 玉城 医療連携について予習をして臨み、講義内容を復習しておく。 4時間 

10 医療と福祉の連携 
 

演習 中村 
 

医療と福祉の連携について予習をして臨み、講義内容を復習
しておく。 

４時間 
４時間 

11 慢性病を病む患者の在宅医療１ 演習 赤司 慢性疾患患者の在宅医療連携の具体例を予習して臨み、講義内容を
復習しておく。 

４時間 

12 慢性病を病む患者の在宅医療２ 演習 赤司 慢性疾患患者の在宅医療連携の具体例から医療連携の今
後の発展を予習して臨み、講義内容を復習しておく。 

４時間 

13 連携医療における慢性疾患看護専門看
護師の役割１ 治療と療養環境 
(慢性疾患看護専門看護師︓循環器病
における連携医療) 
 
 

演習 藤井 連携医療における専門看護師の活動の具体例を予習して臨
み、講義内容を復習しておく。 

４時間 



 

 

14 連携医療における慢性疾患看護専門看
護師の役割２ 治療と療養環境 
(慢性疾患看護専門看護師︓脳卒中にお
ける連携医療) 

演習 安永 連携医療における専門看護師の役割の具体例を予習して臨
み、講義内容を復習しておく。 

４時間 

15 連携医療における慢性疾患看護専門看
護師の役割３ 治療と療養環境 
(慢性疾患看護専門看護師︓在宅療養
中の慢性疾患患者における連携医療) 

演習 山本 慢性疾患患者の専門看護師（訪問看護）の具体例を予習
して臨み、講義内容を復習しておく。 

４時間 

成績評価方法・基準 
1)授業への参加状況２0％ 
2)レポート 80％  （成績評価者︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 提出されたレポートは後日返却します。 

教科書 特になし 

参考書・参考文献  

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 

メッセージ,その他 

オフィスアワー︓日高艶子（7号館 3階 731号室）火曜日︓17︓00～18︓00 
学生は自分が所属する施設での地域連携の実際を十分理解しておくと、講義での連携の取り組みがわかりやすくなり、探求の視点
も加わる。 



 

 
開設科目名 療養支援慢性看護学演習ⅠB 科目コード MNSA511 開設期 1年 後期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 演習 

責任者 日高 艶子 担当者 

日高艶子、﨑田マユミ、小浜さつき、糖尿病関係（濱砂麻美）、 
循環器疾患関係（藤井利江）、腎臓病関係(加藤由香)、 
脳血管疾患関係（吉村綾子、安永惠、佐藤友紀）、 
地域医療（山本弥生） 

授業の概要（授業の目的） 

地域連携施設をフィールドとし、糖尿病、慢性呼吸器疾患、脳血管障害、循環器疾患、消化器疾患、腎機能障害などを有する患者を対象とした医療現場に参画
し、subspecialtyに応じた慢性病の各時期の支援技術と教育･相談、調整、倫理調整などの専門的看護支援技術について演習する． 
学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1) 慢性疾患の各 subspecialty に応じた、自己管理技術、リハビリテーション、患者教育、専門的

看護支援技術について理解できる． ◎3看護実践の探求 
◎4看護の質向上への貢献 
◎8専門職業人としての発展 
 

2) 慢性疾患の変化する各時期の支援技術について理解できる． 

3) Subspecialty領域で学んだ支援技術の有効性と課題について議論・探求できる． 
4) Subspecialty領域で学んだ教育・相談・調整・倫理調整について議論・探求できる． 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）遠隔授業の方法︓Zoomまたは Teamsによる同時双方向型 

回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 地域連携施設における高度実践看護の今後の発展 講義 
 

（  ） ＊各 Subspecialty 領域に応じた慢性病の各時期の
支援技術として、意思決定ならびに自己管理技術、
患者教育、その他の専門的看護支援技術、の具体
例を予習、事後は授業との比較 
・意思決定ならびに自己管理技術︓知識の提供、自
己管理能力の査定、症状マネジメント、セルフモニタリ
ング、アクションプラン、社会資源活用 
・患者教育︓集団教育と個人教育、多様な教育方法
の活用、教育目標の設定 
・専門的看護支援技術︓教育、相談、社会資源や人
的資源の調整、倫理調整 

４時間 

2 地域連携施設における高度実践看護の今後の発展 講義・討論 
 

（  ） ４時間 

3 糖尿病領域に必要な支援技術と専門的看護支援技術 
︓実践、教育 

講義・討論 
 

濱砂 ４時間 

4 糖尿病領域に必要な支援技術と専門的看護支援技術 
︓相談、調整、倫理調整 

講義・討論 
 

濱砂 ４時間 

5 循環器領域に必要な支援技術と専門的看護支援技術 
︓実践、研究 

講義・討論 
 

藤井 ４時間 

6 循環器領域に必要な支援技術と専門的看護支援技術 
︓教育、相談、調整 

講義・討論 
 

GS 
(中島) 

４時間 

7 腎領域に必要な支援技術と専門的看護支援技術 
︓実践、教育 

講義・討論 
 

加藤 ４時間 

8 脳血管疾患領域に必要な支援技術と専門的看護支援
技術︓実践、教育 

講義・討論 
 

日高 ＊リハビリテーション、専門的看護支援技術の具体例を
予習、事後は授業との比較 
・リハビリテーション︓セルフケア再獲得、自立支援、家
族介護者支援 

４時間 

9 脳血管疾患領域に必要な支援技術と専門的看護支援
技術︓実践、調整、倫理調整、研究 

講義・討論 
 

吉村 ４時間 

10 脳血管疾患領域に必要な支援技術と専門的看護支援
技術︓実践、調整、研究 

講義・討論 
 

安永 ４時間 

11 脳血管疾患領域に必要な支援技術と専門的看護支援
技術︓実践、調整、研究 

講義・討論 
 

佐藤 ４時間 

12 訪問看護領域に必要な専門的看護支援技術︓実践、
相談、調整 

講義・討論 
 

山本 ＊意思決定、自己管理技術、患者教育、専門的看
護支援技術の具体例を予習、事後は授業との比較 

４時間 

13 専門的看護支援技術︓教育 講義・討論 
 

小浜 演習内容の予習、事後の復習 ４時間 

14 専門的看護支援技術︓相談 発表・討論 
 

日高 演習内容の予習、事後の復習 ４時間 

15 専門的看護支援技術︓調整・倫理調整 発表・討論 
 

﨑田 演習内容の予習、事後の復習 ４時間 

成績評価方法・基準 1)演習への取り組み状況 50％ 
2)レポート 50％ （評価︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ・プレゼンテーションと討論においてフィードバックを行います． 

教科書 Mary F Tracy et al.(2018).Advanced practice nursing: An integrative approach, sixth edition, 中村美鈴 監訳
(2021).高度実践看護 統合的アプローチ、へるす出版． 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

日高艶子︓7号館 731号研究室、オフィスアワー︓金曜日 12︓10～13︓10 ※左記時間以外は予約してください． 
メールアドレス︓hidaka@stmaryacjp.onmicrosoft.com 
＊専門看護師の役割について、CNS学会に参加、CNSの役割に関する文献を読むなど、CNS機能について、予習や自力ワークをする
ことで授業への参加がより積極的なものになるでしょう． 



 

開設科目名 療養支援慢性看護学演習 ⅡA 科目コード MNSA512 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 演習 

責任者 日高艶子 担当者 日高艶子、中山美由紀、小浜さつき他 

授業の概要（授業の目的） 

慢性病を病む人と家族の心理・社会的側面に存在する問題の特徴について学ぶ。さらに、患者と家族の問題を明らかにし介入するための大理論・中範囲理論の
実践への適用について探求する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1．慢性病を病む患者と家族の心理・社会的側面に存在する問題の特徴について検討す
る。 3．看護実践の追及、4．看護の質向上への貢献、 

5．看護理論活用の探求 2．患者と家族の問題を明らかにし介入するための大理論・中範囲理論の実践への適用
について事例を用いて検討する。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） ※遠隔講義は、Zoomを用いた同時双方型講義とする。 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 患者と家族にとっての慢性病 講義 

（面接） 

日高 教科書を読み予習して講義に臨む。講義後は復習

に取り組む。 

４時間 

2 慢性病を病む患者の心理・社会的問題 講義 

（遠隔） 

中山 慢性病を病む患者と家族の心理・社会的問題、現

状と課題、家族看護について予習し講義に臨む。講

義後は復習に取り組む。 

４時間 
3 家族の機能と評価 中山 ４時間 
4 家族によるケア提供︓機能的支援、情動的支援 中山 ４時間 
5 Case study1 大理論・中範囲理論の適用 講義 

（面接） 

日高 慢性病を病む患者に適用可能な大理論・中範囲理

論について予習し講義に臨む。演習では、受講生が

大理論・中範囲理論を用いて検討した事例を提示

し、ディスカッションを行う。講義後は復習に取り組む。 

４時間 

6 Case study2 大理論・中範囲理論の適用 演習 

（面接） 

日高 

小浜 

４時間 

7 Case study３ 大理論・中範囲理論の適用 演習 

（面接） 

日高 

小浜 

４時間 

8 Case study４ 大理論・中範囲理論の適用 演習 

（面接） 

日高 

小浜 

４時間 

9 
10 
11 
12 

大理論・中範囲理論を用いた 

Case カンファレンスへの参加 

演習 

（面接） 

日高 熊本大学医学部附属病院で行われる大理論・中範

囲理論を用いた Case カンファレンスへ参加し、呈示

されたテーマに沿って復習しレポートを作成する。 

４時間 
４時間 
４時間 
4時間 

13 大理論・中範囲理論を用いた Case report 

プレゼンテーション① 

演習 

（面接） 

日高 各自提示されたテーマについてレポートを作成し、講

義内でプレゼンテーションを行う。講義後は復習に取

り組む。 

４時間 

14 大理論・中範囲理論を用いた Case report 

プレゼンテーション② 

演習 

（面接） 

日高 各自提示されたテーマについてレポートを作成し、講

義内でプレゼンテーションを行う。 

講義後は復習に取り組む。 

４時間 

15 まとめ 講義 

（面接） 

日高 提示された課題について事前学習に取り組む。講義

後は復習に取り組む。 

４時間 

成績評価方法・基準 授業への参加状況 40％、レポート 60％ （成績評価者︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞ
ﾊﾞｯｸ 

提出されたレポートは後日返却します。 

教科書 ・アイリーン・モロフ・ラブキン，パマラ・ラーソン．黒江ゆり子監訳．クロニックイルネスー人と病のあらたなかかわり―．医学書院．2007. 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

日高艶子︓7号館 3階、731研究室、 オフィスアワー︓金曜日 16:30-17:30 



 

開設科目名 療養支援慢性看護学実習Ⅰ 科目コード MNSA513 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） 3単位（選択） 時間数 135時間 授業区分 実習 

責任者 小浜さつき 担当者 
日高艶子、小浜さつき 
(実習施設指導者︓佐藤友紀、濱砂麻美、加藤由香、吉村綾子、
安永恵、竹川幸恵、藤井利江、鈴木絵夢） 

授業の概要（授業の目的） 

実習Ⅰでは、患者と家族を対象に専門看護師の役割である実践、教育、相談、調整、倫理調整、研究について、状況に関係する医師をはじめとする他職種と
の協働のなかで、実際の専門看護師の活動と指導のもとに実習する． 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．慢性疾患を病む人々と家族に対して、専門看護師として高度な看護実践を提供できる能力を養う． ◎２倫理の本質を捉えた実践 

◎３看護実践の探求 
◎４看護の質向上への貢献 
◎５看護理論活用の探求 
６看護理論の検証 

２．患者や家族に対して専門看護師の役割である実践、教育、相談、調整、倫理調整、研究について実
習を通して修得する． 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
 1. 実習Ⅰは、1年次後期に実施する． 

2. 学生の subspecialty に応じて、糖尿病、呼吸器
疾患、脳血管障害、循環器疾患、腎機能障害を
有する患者を担当し、実習する． 

3. 学生は、各自の関心領域を中心に、授業目標に
提示されている専門看護師の役割である教育、相
談、調整、研究、倫理的判断の実践について学ぶた
めに実習計画書を作成し提出する． 

4.患者と家族を対象に実践した専門看護師の役割で
ある教育、相談、調整、研究、倫理的判断について
レポートを提出し専門看護師、看護師長、医師、担
当教員とカンファレンスを持ち検討する． 

5.実習場所︓聖マリア病院、聖マリアヘルスケアセンタ
ー、誠愛リハビリテーション病院、九州労災病院、兵
庫医科大学病院、大阪府立病院機構 大阪はびき
の医療センター、他 

実習 
 

各指導
教員 

専門看護師の役割に関する講義資料や、自己学習で
得た知識を活用し、実習計画書を作成する． 

 

成績評価方法・基準 
１)実習への取り組み状況（カンファレンス参加度、臨床指導者評価など）30％  
２)レポート 70％ 
※中間、最終カンファレンスに加え、短時間のカンファレンスを適宜実施し、学習状況を確認します（評価者︓各担当教員）． 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ・実習前・実習中・実習後にそれぞれフィードバックします． 

教科書 
・Mary F Tracy et al.(2018).Advanced practice nursing: An integrative approach, sixth edition, 中村美鈴 監

訳(2021).高度実践看護 統合的アプローチ、へるす出版． 
・Lynn S. Bickley他著，福井次矢他監修︓ベイツ診察法 第 2版．メディカル・サイエンス・インターナショナル，2015． 

参考書・参考文献 適宜、紹介します． 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

小浜さつき︓7号館 3階 733研究室、オフィスアワー︓火曜日 16︓30～17︓30 
 ※左記時間以外は事前に予約をしてください． 
メールアドレス ︓obama@stmaryacjp.onmicrosoft.com 
 



 

開設科目名 老年看護学特論 科目コード MNSA514 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義･演習 

責任者 中村和代 担当者 中村和代、他 

授業の概要（授業の目的） 

加齢に伴う心身の変化の特性を理解し、高齢者およびその家族の健康と生活を支援する看護について探求する。特に、高齢者の QOL を改善・向上させる

ケアおよび関連する保健医療福祉制度について理解を深める。また、健康長寿を目指した介入とそのエビデンスについて学修する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1）加齢や健康障害による高齢者の生活やその家族への影響について考えることができる 
１全人的ケアの探求 

２倫理の本質を捉えた実践 

◎３看護実践の追求 

４看護の質向上への貢献  

5.看護理論活用の探求 

2) 老年看護に活用できる諸理論について理解し、QOL向上への看護実践について探求できる 

3) 高齢者とその家族を対象とした急性期･慢性期･終末期の看護について探求できる 

4) 高齢者のヘルスプロモーションへの取り組みなど文献を基に考えることができる 

5) 高齢者に関係する保健医療福祉制度の変遷とその背景について理解できる 

6) 老年看護を取り巻く環境や倫理的課題について理解を深める 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）すべて遠隔︓Teamsで実施（感染症の収束状況により変更いたします） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学修課題) 取組時間 
1 ガイダンス/ 高齢者に関係する保健医療福祉制度の変遷とその背景 講義 中村 各授業内容に関して専

門書を読み、自分の看

護実践を基に看護の実

際と課題、今後の方向

性等について考える。 

学修を基に高齢者看護

の課題解決に向けて考

察する。 

4時間 

2 加齢に伴う身体機能・認知機能・心理的機能の変化とその評価 講義 中村 4時間 
3 高齢者の生活と包括的機能評価と看護 講義 中村 4時間 
4 加齢や健康障害による高齢者の生活やその家族への影響 講義 中村 4時間 
5 高齢者とその家族を対象とした急性期における看護 講義 中村 4時間 
6 高齢者とその家族を対象とした慢性期・終末期における看護 講義 中村 4時間 
7 老年看護に活用できる諸理論 演習 中村 4時間 
8 老年看護領域における倫理的課題(エイジズム、権利擁護、虐待、成年後見制度他) 講義 中村 4時間 
9 健康長寿と介護予防  講義 中村 授業内容に関する先行

研究を抄読しエビデンス

に関して考察する。 

 

4時間 
10 生活習慣病予防とアンチエイジング  講義 中村 4時間 
11 高齢者ケアと Evidence Based Nursing︓量的研究 講義 中村 4時間 
12 高齢者ケアと Evidence Based Nursing︓質的研究 講義 中村 4時間 
13 高齢者への終末期医療・看護に関する現状と課題 演習 中村 関連情報を収集し事前

に準備しておく 

4時間 
14 「ディベート」（例） 尊厳死・安楽死について肯定 vs否定 討議 中村 4時間 
15 まとめ  課題「○○○におけるQOLを改善・向上させるためのケア」 1000字程度 講義 中村 事例を考えておく 4時間 

成績評価方法・基準 授業への取り組み状況 50%,  課題レポート 50% （評価者︓中村） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 授業時間中にディスカッションなどを通して、フィードバックいたします 

教科書 初回の授業および授業内容に応じて、資料の配布・文献の紹介 

参考書・参考文献 適宜、紹介します 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学修相談 
メッセージ 
その他 

オフィスアワー︓毎週（月）16:30-17:30, 学習相談は随時受け付けます。 
中村  和代（6号館 2階 625研究室、内線 217）、Office365のMail利用可 

講義形式の授業でも、適宜、演習を入れます。演習課題などについては、事前に提示いたします。 

第 10回めは、科目責任者が参加した日本多施設コホート研究(J-micc Study)の研究成果の一部をご紹介します。 



 

開設科目名 老年看護学演習 科目コード MNSA515 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義･演習 
責任者 中村和代 担当者 中村和代、堤千代、他 

授業の概要（授業の目的） 

高齢者のヘルスプロモーションや QOL の維持向上を目指した看護ケアについて、国内外の文献を基に討議を行い、科学的・理論的な根拠に基づいた看護につ

いて探求する。また、研究課題、研究計画の方向性および研究方法についても探求することをねらいとする。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1）高齢者とその家族を対象とした研究の動向と課題に関する文献を収集できる 

１全人的ケアの探求 

２倫理の本質を捉えた実践 

◎３看護実践の追求 

  4看護理論活用の探求 

2) 高齢者看護における倫理的問題、倫理的配慮に関する先行研究を収集できる  

3) 高齢者の終末期医療やQOLに関する先行研究を収集できる 

4) 老年看護学領域における興味関心のある先行研究を収集できる 

5) 収集した文献を精読し、クリティ－クができる 

6) 収集した論文について根拠に基づいて討議ができる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※すべて遠隔︓Teams使用（感染症の収束状況次第で変更の可能性あり） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学修課題) 取組時間 

1 ガイダンス 講義 中村他 

各回の授業内容に関する論文を収集しクリティ
ークして臨む。自分の看護実践と関連づけ、特
に、関心があるテーマに関する研究の動向につい
て考察し、探求したい課題について絞り込んでい
く。 
 

4時間 

2 高齢者やその家族を対象としたQOLに関する研究の動向 演習 中村他 4時間 

3 高齢者に活用できる理論等に関する研究の動向 演習 中村 4時間 

4 包括的機能評価･アセスメント等に関する研究の動向 演習 中村 4時間 

5 倫理的問題、エイジズム、虐待等に関する研究の動向 演習 中村他 4時間 

6 認知症高齢者を対象とした研究の動向 演習 中村 4時間 

7 認知症高齢者の家族（介護者）を対象とした研究の動向 演習 中村 4時間 

8 健康長寿、アンチエイジングに関する研究の動向 演習 中村 4時間 

9 急性期における老年看護に関する研究の動向 演習 中村 4時間 

10 慢性期における老年看護に関する研究の動向 演習 中村 4時間 

11 在宅における高齢者看護に関する研究 演習 堤 4時間 

12 施設における高齢者看護に関する研究の動向 演習 中村 4時間 

13 高齢者の終末期医療などに関する研究の動向 演習 中村 4時間 

14 エンドオブライフケア・リビングウィルなどに関する研究の動向 演習 中村 4時間 

15 まとめ・自分が興味関心のあるテーマの論文の紹介 演習 中村 論文精読およびプレゼンテーションの準備 4時間 

成績評価方法・基準 授業への参加状況 50%、 プレゼンテーション 50% （評価者︓中村） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 授業時間中にディスカッションなどを通して、フィードバックいたします 

教科書 適宜、ご紹介します 

参考書・参考文献 適宜、ご紹介します 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学修相談 
メッセージ 
その他 

オフィスアワー︓毎週（月）16:30-17:30, 学習相談は随時受け付けます。 
中村  和代（6号館 2階 625研究の室、内線 217）、Office365のMail利用可 
勤務などの都合により時間割調整が必要な場合は、連絡をお願いします。 
第 10回めは、J-micc Studyの研究成果から一部をご紹介して講義を展開致します。 



 

開設科目名 精神看護学特論 科目コード MNSA516 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 谷多江子 担当者 谷多江子、松枝美智子、他 

授業の概要（授業の目的） 

精神医療の変遷と現状、課題から精神医療を概観する。その後、看護理論や臨床において活用されているスキルの理論的背景を学び、精神障がい者を支援す

る上で重要な考え方を理解する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1）精神医療の変遷と現状から課題を明確にすることができる。 
１全人的ケアの探求  

２倫理の本質を捉えた実践 

2）臨床で行われる精神・社会機能検査や診断について説明できる。 
◎３看護実践の追及   

４看護の質向上への貢献 

3）精神看護において用いられるモデルや理論を理解することができる。 ５看護理論活用の探求 

4）精神障がい者への様々なアプローチの方法を理解することができる。 ３看護実践の追及 

5）精神看護専門看護師（CNS）に求められる役割と課題について理解することができる。 ８専門職業人としての発展 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）             
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 精神医療の変遷と現状 講義〈面接〉 谷 予習）精神医療の変遷と現状について調べる。 4時間 

2 海外の精神医療の現状と課題 講義〈面接〉 谷 予習）海外の精神医療の現状について調べる。 4時間 
3 精神疾患の診断と考え方 講義〈面接〉 谷 予習）精神疾患の診断の様々な考え方について調べる。 4時間 
4 精神医療に関するエビデンス 講義〈面接〉 谷 予習）臨床で行われる治療のエビデンスについて調べる。 4時間 
5 精神・社会機能のアセスメント 講義〈面接〉 谷 予習）臨床で行われる精神・社会機能検査について調べ

る。 

4時間 

6 治療的面接の技法 演習〈面接〉 谷 復習）治療的面接の技法について例を挙げる。 4時間 
7 看護理論と自己洞察 講義〈面接〉 谷 予習）精神看護における看護理論について調べる。 4時間 
8 SSTの理論的背景と実際 講義〈面接〉 谷 復習）SSTの理論的背景について調べる。 4時間 
9 WRAPの理論的背景と実際 講義・体験〈面接〉 谷 復習）WRAPの理論的背景について調べる。 4時間 
10 オープンダイアローグ①理論的背景 講義〈面接〉 谷 予習）オープンダイアローグの概要について調べる。 4時間 

11 オープンダイアローグ②リフレクティングの実際 体験〈面接〉 谷 復習）オープンダイアローグの日本での可能性を考える。 4時間 
12 ピアサポートの現状と課題 講義〈面接〉 谷 復習）ピアサポートの現状と課題について調べる。 4時間 
13 精神看護CNSの役割と技法 講義〈遠隔〉 松枝 予習）精神看護CNSに求められる役割について調べる。 4時間 
14 精神看護CNSの活動の実際 講義〈遠隔〉 松枝 復習）自分の職場に応用する方法を考える。 4時間 
15 まとめ 講義〈面接〉 谷 講義内容の復習 4時間 

成績評価方法・基準 ① レポート 40％   ② プレゼン内容  30％   ③ 参加度  30％  （評価者︓全て谷） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義中にフィードバックします。 

教科書 適宜文献を紹介します。 

参考書・参考文献 
1）南 裕子（監修）精神科看護の理論と実際 ヌーベルヒロカワ 2010 
2）日本専門看護師協議会（監修）精神看護スペシャリストに必要な理論と技法 日本看護協会出版会 2009 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

谷 多江子（6号館 622研究室）   オフィスアワー︓月曜日 16:30～17:30 



 

 

開設科目名 精神看護学演習 科目コード MNSA517 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 演習 

責任者 谷 多江子 担当者 谷 多江子、白石 裕子、他 

授業の概要（授業の目的） 

自分の心の健康の保持からスタッフのメンタルヘルス、さらに、ケアが困難な対象や地域で生活する精神障がい者へのアプローチまでを広く学び、他職種、地域と

連携し専門的な精神看護実践を展開していくための方法を探究する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１）心の健康を保持するための様々な方法を理解し評価することができる １ 全人的ケアの探求 

２）職場のスタッフの心の健康を保持するための方法を具体的に考えることができる。 
３ 看護実践の追求 
４ 看護の質向上への貢献 

３）精神科における新しい治療・考え方について批判的に評価し、現場に導入する方法を考える 
ことができる。 

３ 看護実践の追求 
◎４ 看護の質向上への貢献 
６ 看護理論の検証 
７ 国際性・学際性の探求 

４）地域における精神医療の課題とその解決策を考えることができる。 
２ 倫理の本質を捉えた実践 
３ 看護実践の追求 
４ 看護の質向上への貢献 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）           
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1 心の健康を保持する①考え方と様々な方法 講義〈面接〉   谷 復習）講義内容に関連する文献を読む。 ４時間 

2 心の健康を保持する②方法の体験 体験〈面接〉   谷 復習）演習での体験から気づきをまとめる。 ４時間 

3 精神療法の理論的背景 講義〈面接〉   谷 復習）講義内容に関連する文献を読む。 ４時間 

4 精神療法の実際 調査〈面接〉   谷 復習）講義内容に関連する文献を読む。 ４時間 

5 認知行動療法の理論的背景 講義〈面接〉 白石 復習）講義内容に関連する文献を読む。 ４時間 

6 認知行動療法の実際 体験〈面接〉 白石 復習）演習での体験から気づきをまとめる。 ４時間 

7 地域における精神医療①実際と課題 調査〈面接〉   谷  予習）地域における精神医療の実際を調査しておく。 ４時間 

8 地域における精神医療②治療共同体 見学〈面接〉  谷 復習）治療共同体の考え方の職場への応用をまとめる。 ４時間 

9 地域における精神医療③児童思春期精神医療 見学〈面接〉   谷 復習）児童思春期精神医療の特徴をまとめる。 ４時間 

10 地域における精神医療④ACT 討論〈面接〉   谷 復習）ACTの役割と実際についてまとめる。 ４時間 

11 地域における精神医療⑤うつ病 討論〈面接〉   谷 復習）うつ病患者の支援の職場への応用をまとめる。 ４時間 

12 地域における精神医療⑥今後の動向 討論〈面接〉   谷 ※課題は講義中に提示します ４時間 

13 精神科における新しい治療・考え方①紹介 調査〈面接〉   谷  復習）精神科における新しい治療・考え方を調べる。 ４時間 

14 精神科における新しい治療・考え方②調査 調査〈面接〉  谷 復習）新しい治療・考え方について焦点を絞って文献を読

む。 

４時間 

15 精神科における新しい治療・考え方③議論 発表〈面接〉   谷 復習）精神科における新しい治療・考え方をまとめる。 ４時間 

成績評価方法・基準 ① レポート 40％  ② プレゼン内容  30％   ③ 参加度  30％  （評価者︓全て谷） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義中にフィードバックします。 

教科書 適宜文献を紹介します。 

参考書・参考文献 
1）南 裕子（監修）精神科看護の理論と実際、ヌーベルヒロカワ、2010 
2）日本専門看護師協議会（監修）精神看護スペシャリストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会、2009 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

谷 多江子（6号館 622研究室）   オフィスアワー︓月曜日 16:30～17:30 



開設科目名 リハビリテーション看護学特論 科目コード MNSA518 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 日高艶子 担当者 
日高艶子、金山萬紀子、千住秀明、林克樹、佐藤友紀、 
深井敦夫、小浜さつき、玉城雄也、藤本梨佐他 

授業の概要（授業の目的） 
高齢社会や慢性疾患の増加に伴いリハビリテーション看護の実践の場は病院から在宅まで拡大している。本講義では、先ずリハビリテーションの概念と発展につい
て学ぶ。次いで、リハビリテーション看護の実践を導く看護モデルや理論、倫理的・法的問題、チーム医療について探求する。さらに、慢性疾患のリハビリテーション看
護領域における高度看護実践のためのアセスメントと介入技術について学ぶ。 
 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1．リハビリテーションの概念と発展について講義を受け指示されたテーマについてレポートを作成する。 

3．看護実践の追求、4．看護の質向上への貢
献、5．看護理論活用の探求 

2．リハビリテーション看護の実践を導く看護モデル、理論の発展過程やリハビリテーション看護における適用
についてレポートを作成しプレゼンテーションを行い検討する。 

3．慢性疾患(脳卒中、慢性閉塞性肺疾患等)を呈した対象者のリハビリテーション治療と看護アセスメン
ト、Evidenceに基づく介入技術について検討する。 

4．リハビリテーション領域におけるチーム医療について探求する。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔となる場合は Zoomを活用した同時双方向授業とする。 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 
 

リハビリテーションの概念と発展―過去・現在・未来 
地域包括ケアシステム 

講義 日高他 リハビリテーションの概念と発展について予習し講義に臨
む。地域包括ケアシステムについて予習し講義に臨む 

4時間 
 

2 
3 

脳血管障害のリハビリテーション 
（運動機能障害、高次脳機能障害の作業療法） 

講義 林 脳卒中、作業療法について予習し講義に臨む 
 

4時間 
4時間 

4 
5 

呼吸器機能障害のリハビリテーション 
（呼吸理学療法） 

講義 千住 慢性閉塞性肺疾患、呼吸理学療法について予習し講
義に臨む 

4時間 
4時間 

6 循環器障害のリハビリテーション 講義 玉城 循環器疾患、心臓リハビリテーションについて予習し講
義に臨む 

４時間 

7 
 

リハビリテーション看護の視点と実践を導く看護モデル 
ーロイ適応看護モデルのリハビリテーション看護への適用 

講義 日高 看護理論・看護モデルを復習し講義に臨む 4時間 
4時間 

8 高次脳機能障害のアセスメントと看護介入① 講義 日高 高次脳機能障害のアセスメントと看護介入について予
習し講義に臨む。 

4時間 

9 高次脳機能障害のアセスメントと看護介入② 講義 小浜 高次脳機能障害のアセスメントと看護介入について予
習し講義に臨む。 

4時間 

10 
 

Evidence based Rehabilitation Nursing①転倒 講義 金山 
 

リハビリテーション看護領域におけるEvidenceの構築に
ついて予習し講義に臨む 

4時間 

11 
12 

Evidence based Rehabilitation Nursing 
②嚥下障害・③便秘・④再発予防 

講義 佐藤 
藤本 

リハビリテーション看護領域におけるEvidenceの構築に
ついて予習し講義に臨む 

4時間 

13 
14 

建築環境からみたリハビリテーション 講義 深井 課題レポートに取り組み、講義に臨む。 4時間 

15 リハビリテーション領域におけるチーム医療 講義 日高他 課題レポートに取り組み、プレゼンテーションを行なう。 4時間 

成績評価方法・基準 レポート 70％、プレゼンテーション 30％ （評価者︓科目責任者） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 提出されたレポートは、後日返却します。 

教科書 必要に応じ、適宜指示する。 

参考書・参考文献 必要に応じ、適宜指示する。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

日高艶子 7号館 3階、731研究室 オフィスアワー︓金曜日 16︓30-17︓30 
事前に提示した課題についてレポートを作成すること。 
本科目は、各担当者の研究成果を元に講義を行います。 
講義の方法は基本は対面で行うが、感染状況によってはオンラインで実施する。 
 



 

開設科目名 健康・療養支援看護学演習 科目コード MNSA519 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 60時間 授業区分 講義・演習 

責任者 小浜 さつき 担当者 
中村和代、堤千代、橋口ちどり、川口賀津子、谷多江子、 
高本佳代子、吉里孝子 

授業の概要（授業の目的） 

慢性疾患患者を対象とする看護研究の意義、目的を明らかにし、目的達成のための方法、実行可能性を考慮した上で、研究計画書を作成し提出する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

慢性疾患患者を対象とする看護研究の意義、目的を明らかにし、目的達成のための方法、実行可能性を
考慮した上で、研究計画書を作成し提出する。 

◎3看護実践の追求 
◎4看護の質向上への貢献 

◎7学際性に関する探究 

8専門職業人としての発展 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1･2 研究意義 演習 各指導教員 研究計画の進み具合は、学生
個々によって異なるので、主指導教
員と蜜に連絡を取ること。研究計画
に必要な先行研究文献は主指導
教員と文献クリティークなどを行い、
正確に理解した上で、自己の研究
に活用・応用すること。 

 

3･4 研究目的 演習 各指導教員 
5･6 文献レビュー 演習 各指導教員 
7~11 研究対象 演習 各指導教員 
12･13 研究方法 演習 各指導教員 

14･15 研究結果の予測 演習 各指導教員 
16･17 研究の限界 演習 各指導教員 
18･19 倫理的配慮 演習 各指導教員 
20~30 計画書の点検 

１．前期に学んだ看護学研究法に基づいて、研究計画を構造化 
する。 

２．研究目的は先行研究の検討や専門家との協議により妥当性 
や意義を検討する。 

３．研究結果の信頼性を高めるために、適切な研究方法を選択 
する。    

４．主指導教員に十分なアドバイスをうける。 
５．指定された日時に作成した研究計画書を提出する。 
６．研究計画審査で承認された後は、倫理審査受審に備える。 
（倫理審査受審に必要な書類を漏れなく準備する） 

演習 各指導教員 

成績評価方法・基準 
演習への取り組み状況 40% 
研究計画書の精度 60%   ※各指導教員が評価 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
講義終了時に講義の総評や今後の学習アドバイスを行う。 
レポートに関しては、返却し学習のアドバイスを行う。 

教科書 必要に応じ、適宜指示する。 

参考書・参考文献 必要に応じ、適宜指示する。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

小浜さつき 2 号館 222 研究室、オフィスアワー︓火曜日 12︓10～13︓10 ※左記時間以外は事前に予約をしてください．
メールアドレス ︓obama@stmaryacjp.onmicrosoft.com  
各演習に関する事項については各指導教員にご連絡ください． 

 



 

開設科目名 ウィメンズヘルス看護学特論 科目コード MNSA520 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 浅野美智留 担当者 浅野美智留、桃井雅子、柳本朋子、川上桂子、井口亜由、堀大藏 

授業の概要（授業の目的） 

ウィメンズヘルス（リプロダクィブヘルスを含む）の高度看護実践における臨床判断に必要な、女性のライフサイクル全般にわたる健康問題に関連する女性医学
の知識、人間発達学の知識を学習する。また、ウィメンズヘルスに関する今日的な課題に焦点を当て、関連する概念・理論・制度に対する理解に基づき、社会シ
ステム構築および政策立案について探求する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１． 女性のライフサイクルにおける健康問題に関連する女性医学の知識、人間発達学の知識、また

高度看護実践について理解できる。 １）全人的ケアの探求、２）倫理原理の修得 
◎３）看護実践の追求、５）看護理論の活用 
８）看護学の検証と発展 

２． ウィメンズヘルスに関する今日の課題と、関連する概念・理論・制度について理解できる。 
３．ウィメンズヘルスに関する課題について、社会におけるケア・システムの構築および政策の立案を考
察できる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）    
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 【ライフサイクル全般における健康の理解】 

周産期の医療制度とQOL向上を目指す女性医学 
 

講義 
〈面接〉 

堀 復習︓講義で配布された文献・資料等を見直
すと共に、自らの関心に沿ってリソース探索を行
い、さらに理解を深めてください。 

4時間 

2 助産職におけるシステム・基礎知識のイノベーション 
性と生殖期の組織学 

  

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野 講義にて課題を呈します。共に思考して議論し
た結果を踏まえ、ウイメンズヘルスの健康に関連
する女性医学の知識について議論する。 

4時間 

3 QOL 向上と健康生成論、ストレス理論、適応力と
精神神経免疫学（神経系・内分泌・免疫系） 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野 講義にてウイメンズヘルスに関する適応生理を確
認し、QOL と健康を促進する女性医学の知識
について議論する。 

4時間 

4 ウイメンズヘルス、セクシュアリティ、リプロダクティブヘ
ルス／ライツの概念 

講義 
〈面接〉 

桃井 授業に向けて事前に読んで頂きたい文献・資料
等を提示・配布いたします。 

4時間 

5 妊孕性とウイメンズヘルス① 
健康な生殖力と環境 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野 事前に講義にて課題を呈し、議論を行う。 4時間 

6 妊孕性とウイメンズヘルス② 
食生活とウイメンズヘルス 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野 事前に講義にて課題を呈し、議論を行う。 4時間 

7 
 

女性の身体性 
骨盤底筋群・月経血コントロールの知恵 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野 事前に講義にて課題を呈し、議論を行う。 4時間 

8 
 

【ライフサイクル全般にわたる援助】 
女性のライフステージ全般における生涯発達と各期
の健康課題と意思決定支援 

講義 
討議 
〈面接〉 

桃井 事前に講義にて課題を呈し、議論を行う。 4時間 

9 
 

女性のライフサイクル全般における人間発達学的健
康課題とケア①  
内分泌変化による女性の体と心の変化のケア 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野、桃井、
井口 

授業に向けて事前に読んで頂きたい文献・資料
等を提示・配布いたします。 

4時間 

10 
 

女性のライフサイクル全般における人間発達学的健
康課題とケア②  
女性を“ケアすること”について 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野、桃井、
井口 
 

事前に講義にて課題を呈し、議論を行う。 4時間 

11 
 

女性の身体性への支援  
健康を生成する生活の科学における実践 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野 
 

事前に講義にて課題を呈し、議論を行う。 4時間 

12 
 

人間発達学的視点とライフサイクル全般を取り巻く 
環境と心身相関における実践 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野、桃井、 
柳本、川上、 
井口 

事前に講義にて課題を呈し、議論を行う。 4時間 



 

13 
 

妊孕性・出産・子育て期におけるセルフコントロール
力と、高度看護実践① 
思春期・成熟期のQOLを高める実践 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野、桃井、
栁本、川上、 
井口 

上記の議論を踏まえて、セルフコントロール力を
高める支援について考える。 

4時間 

14 
 

妊孕性・出産・子育て期におけるセルフコントロール
力と、高度看護実践② 

更年期と老年期のQOLを高める実践 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野、桃井、 
柳本、川上、 
井口 

上記の議論を踏まえて、セルフコントロール力を
高める支援について考える。 

4時間 

15 
 

女性のライフサイクル全般を通じた健康問題に関す
るケア・システムの構築 

講義 
討議 
〈面接〉 

浅野、桃井、 
井口 
 

ウイメンズヘルスの健康生成に寄与するテーマを
考えて社会システム構築について考える。 

4時間 

成績評価方法・基準 
① 授業への取り組み状況（40％）︓事前の準備、授業への参加状況 (評価者︓浅野、桃井、柳本、川上、井口)  

レポート（60％）＊レポートのテーマは、講義の最終回に行います。 (評価者︓浅野、桃井、井口)  

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ① フィードバックは講義終了から 1~2週間後に行います 

教科書 必要に応じて、適宜提示いたします。 

参考書・参考文献 

・安保徹著書多数  
・吉野愼一︓脳内リセット、主婦の友社、2003 
・船瀬俊介︓笑いの免疫学、花伝社、2006 
・ジャスティン・モベリ︓オキシトシン、晶文社、最新版 
・ミシェルオダン︓プライマル・ヘルス、メディカ出版、2000 
・竹下哲生︓愛の栄養学 カロリーを超えて、マグノリア出版、2020 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

＊浅野美智留 水曜日 12:10～13:10 
オフィスアワーには、自由にドアをたたいてください。それ以外の時間帯はメールで予約を入れてください。 

＊学習相談︓随時受け付けます。 
＊ICT の活用︓講義中にメディアリテラシーとして情報検索を入れます。参考になるネットサイトを紹介しますので、復習に活用してく
ださい。 
＊その他 「児の母乳吸啜に基づく乳房ケア」「アントロポゾフィー看護」に関する研究成果（浅野）を生かします。 
 この科目は総合病院産科・産科クリニック・助産院・新生児センターでウイメン・センタード・ケアの実務経験を有する教員が、各々の

経験に基づいて教授します。 



 

開設科目名 MCH（周産期・母子）看護学特論Ⅰ 科目コード MNSA521 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・ 
責任者 桃井雅子 担当者 桃井雅子、堀大蔵、村上文洋、中田稔 

授業の概要（授業の目的） 

周産期・母子ケアの理念、既存の理論と概念を学ぶ。これらの学習内容を基に、女性と家族の健康に関わる現象を捉え、女性と家族の持てる力（生命力 vital 
power、セルフケアの力）を尊重し生かす看護実践を探求する。また当領域の看護実践に関わる倫理的課題について理解を深め、考察することができる。 
周産期の母子と家族に対して高度な看護実践を行うための臨床診断に必要な知識の理解を深める。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１）当領域のケアに関わる理念、主なる理論と概念について理解を深めることができる。 １）全人的ケアの探求 

２）上記 1)の理念および理論と概念について、実践・研究への適用を検討することができる。 
①自らの関心に沿って適切な文献を選択し、読み解くことができる。 
②自らの考えを言語化・明文化して他者と共有できる（プレゼンテーション、ディスカッション）。 
③他者と考えを共有することを通して、自らの考察を深化できる。 

１）全人的ケアの探求、３）看護実践の追求、 
◎５）看護理論の活用、 ６）看護理論の検証、 
７）国際性･学際性の探求 

３）周産期の母子と家族の健康状態と高度看護実践を行うための臨床診断に必要な、周産期 
医学・生殖内分泌学・遺伝学に関する知識の理解を深める。 

◎１）全人的ケアの探求、◎２）倫理原理の修得 

４）現代の女性と家族の健康に関わる課題（問題）について、自らの関心に沿って具体的な現象を
取りあげ、それに対峙するケア者（看護専門職者）としての、自らのあり方や考え方（人間観、 
生命観、倫理観を含む）について再考・考察できる。また、そこで明らかとなった自らの考えを他者 
と共有し、それを通して、更に自己の考察を深化できる。 

◎１）全人的ケアの探求、 ２）倫理原理の修得、 
◎３）看護実践の追求 
 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 科目のガイダンス、 

周産期・母子の看護におけるケア者の理念 
講義 

（面接） 
桃井 講義の前後で、自身のケア者としての理念について再考する 4時間 

2 理論①︓セルフケア・役割に関する理論 講義 
（面接） 

桃井 事前に提示された文献を講読する、当理論について再考する 4時間 

3 理論②︓愛着に関する理論 講義 
（面接） 

桃井 事前に提示された文献を講読する、当理論について再考する 4時間 

4 理論③︓人間発達に関する理論 講義 
（面接） 

桃井 事前に提示された文献を講読する、当理論について再考する 4時間 

5 概念①︓女性と家族へのケアの概念（総論） 講義 
（面接） 

桃井 事前に提示された文献を講読する、当概念について再考する 4時間 

6 概念②︓女性と家族へのケアの概念（各論） 
「意思決定支援」 

講義 
（面接） 

桃井 事前に提示された文献を講読する、当概念について再考する 4時間 

7 概念③︓女性の健康にかかわる概念 
「ヘルスプロモーション」・「エンパワメント」 
「セルフケア」 

講義 
（面接） 

 

桃井 事前に提示された文献を講読する、当概念について再考する 4時間 

8 理論・概念の高度実践および実践を導く研究 
への適用 

講義 
発表 

（面接） 

桃井 事前に提示されたテーマに沿ってレポートを作成する、 
講義中の他者との考えの共有をもとに自己の考えを深める 
＊受講者のクリニカル・クエスチョンに沿って内容を決定します。 

4時間 

９ 周産期にある母子及び家族とその健康課題 
～総論～ 

講義 
（面接） 

桃井 予習︓事前に提示された文献を読み、健康課題について 
リソース探索を行う。 

復習︓学修内容を振り返り、健康課題についてさらなる探求 
と考察を行う。 

６時間 

10 周産期医学の最新知見 
ハイリスク妊産褥婦の管理に関する課題 

講義 
（面接） 

堀 事前に提示された文献を講読する。 4時間 

11 生殖内分泌学① 最新の知見 講義 
（遠隔） 

村上 事前に提示された文献を講読する。 4時間 

12 生殖内分泌学② 周産期に関わる疾患 講義 
（遠隔） 

村上 事前に提示された文献を講読する。 4時間 

13 ヒト遺伝学の基礎① 遺伝子と染色体 講義 
（遠隔） 

中田 事前に提示された文献を講読する。 4時間 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 ヒト遺伝学の基礎② 遺伝と環境 講義 
（遠隔） 

中田 事前に提示された文献を講読する。 4時間 

15 周産期にあるハイリスク母子及び家族と 
その健康課題 ～各論～ 

講義 
（面接） 

桃井 予習︓第９～14回の学修内容を踏まえて、関心のある健康 
課題についてテーマを絞り、リソース探索を行う。 

復習︓学修内容を振り返り、健康課題についてさらなる探求 
と考察を行う。 

６時間 

成績評価方法・基準 
① 授業への取り組み状況（60％）︓事前の準備、授業への参加状況、受講者のプレゼンテーション 
② レポート（40％）  

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ フィードバックは講義中と本科目終了後に行います。 

教科書 各回に備えて講読していただきたい文献を、事前に提示いたします。 

参考書・参考文献 各回に備えて講読していただきたい文献を、事前に提示いたします。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

＊オフィスアワー︓水曜日 16:30~18:00    ＊学習相談︓随時受け付けます。 
＊メッセージ︓看護学における理論・概念を通して、自らの看護者としてのあり方や、自らのこれまでのケアについて振り返る時として 

ください。また、理論や概念を看護ケアに適用し活かすことの意味・意義、可能性についても深く考える時としてください。 
＊その他︓ 
女性と家族の意思決定支援に関する授業（主に第７・８・９・14・15回）においては、「周産期における意思決定支援」に 
関する研究成果を、一部、参照して授業を展開します。    



開設科目名 
MCH（周産期・母子） 

看護学特論Ⅱ 
科目コード MNSA522 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義･演習 
責任者 桃井雅子 担当者 桃井雅子、片岡弥恵子、浅野美智留、柳本朋子、川上桂子、井口亜由 

授業の概要（授業の目的） 
周産期･母子ケアに関する研究を導く、また研究をクリティークするための基盤となる論理的思考について学ぶ。 
研究を通して当領域のケアを創出することと、対象者にとって最善のケアを探求することに関して学び、それを担う看護学の研究者として、自らの研究に関する 

考えを探究することについて学修する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１） 周産期･母子ケアに関する研究を計画･実施、クリティークするために基盤となる論理的思考について理解

し、その思考過程を辿ることができる。 
① その意味と必要性、具体的な思考の仕方を理解できる。 
② 上記①を基に、自他の研究計画ならびに研究論文を検討する、クリティークすることができる。 
③ 上記②について、自己の考えを言語化･明文化して、他者と共有すること（プレゼンテーション、ディスカッ

ション）ができる。 
④ ①~③を通し論理的思考に慣れ親しむと共に、その必要性について理解を深めることができる。 

◎１）全人的ケアの探求 
◎３）看護実践の追求 
５）看護理論の活用 
６）看護理論の検証 
７）国際性･学際性の探求、 

◎８）看護学の検証と発展 

２） 研究を通して周産期･母子ケアを創出すること、対象者にとって最善のケアを探求することに関して理解し、
後者の探求に関しては実際に探索過程を辿ることができる。 

① 研究を通して当領域のケアを創出すること、よりよいケアを探求すること（ケアの根拠を探索すること、根拠を適
用すること）の意味と必要性を理解できる。 

② 根拠の探索・適用に関して、対象者の個別的ニーズに沿うケアを見出すための探索方法、それを適用するか否
かを判断するための視点について理解できる。 

③ 上記②を基に、既存のガイドラインを吟味・検討し、自己の考えを他者と共有すること（同上）ができる。 
３） 上記１）および２）を通して、研究によって周産期･母子ケアを創出する、ならびに探求する看護者かつ

研究者として、自らの研究に対する考えを再考し、他者と共有すること（同上）ができる。この共有を通し
て、自己の考えを深化させることができる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）  
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習 (学習課題) 取組時間 
１ 
～ 
2 

周産期･母子領域における根拠（高度実践・研究）
にもとづくケアの意味と必要性 
１．ケアを創出することについて 
２．根拠の探索と適用について 

講義 
（面接） 

 

桃井 予習︓事前に提示された文献・資料を読み込む。 
復習︓上記の到達目標３）について自己の考えを 
再考･深化させる。 

各 4時間 

3 
～ 
8 

周産期･母子領域の実践・ケアに関する 
エビデンスの分析 
国内外の研究論文に関する 【量的研究】 【質的研
究】 別の抽出、エビデンスの分析 

演習 
（遠隔） 
または 

（面接） 

片岡 予習︓事前に提示された文献・資料読見込む。 
復習︓事後に文献を見直す 
上記の到達目標２）３）について自己の考えを 
再考･深化させる。 

各 4時間 

9
～ 
12 

～周産期･母子ケアにおけるエビデンスの適用～ 
１． ガイドラインについて 

  目的・必要性，作成，評価 
２．周産期・母子ケアに関するガイドラインについて 
３．新生児ケアに関するガイドラインについて 

講義 
発表 
討議 

（面接） 
 

桃井 
 

予習︓参考文献③④等のガイドラインの項目を読み
込む。 
ガイドラインの内容を吟味･検討して講義に臨む。 
復習︓事後に文献を見直す。 

各 4時間 
 

13 
～ 
15 

論理的思考にもとづく周産期ケアに関する研究に関す
るプレゼンテーション･ディスカッション 
 
１．研究論文・実践報告の吟味･クリティーク発表 
 
２．研究計画書のプレゼンテーション・質疑応答 

よりよい（善い・良い）計画・ケアの創出・ 
高度看護実践に向けての意見交換・討議 

演習 
（面接） 

 
 

桃井 
浅野 
柳本 
川上 
井口 

 
 

予習︓プレゼンテーション･ディスカッションに備えて、 
以下 a～ｃのステップを行い、講義に臨む。 
a:研究テーマを踏まえ関心のある研究論文および高度
看護実践報告を抽出・選択する。 
b:上記 aの内容を論理的思考にもとづき検討･クリティ
ークする。 
c:自己の考えをレポートにまとめ、講義の前までに担当
教員と、他の受講者に配布する。 
復習︓講義での他者（受講生および母性看護・助産
学の教育・研究者）との共有（ディスカッション等）を
通して、自己の講義前のレポートを再考し、考えを深化
させ、内容を洗練することを試みる。 

各 4時間 



 

成績評価方法・基準 
① 授業への取り組み状況（70％）︓事前の準備、授業への参加状況、受講者のプレゼンテーション（評価担当︓桃井） 
② レポート（30％）（評価担当︓桃井） 

＊レポートは第 12回～15回の授業に向けて作成して頂きます。テーマの提示は、各回の 2週間前に行います。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ フィードバックは講義中と本科目終了後に行います。 

教科書 各回に備えて講読していただきたい文献を、事前に提示･配布いたします。 

参考書・参考文献 

① Oropharyngeal and nasopharyngeal suctioning of meconium-stained neonates  
before delivery of their shoulders: Multicentre, randomised controlled trial. Lancet 2004; 364: 
597-602. 
出典︓Lancet 2004; 364: 597-602.doi:10.1016/So140-6736 (04) 16852-9. 
著者︓Vain 2004 Vain NE, Szyld EG, Prudent LM, Wiswell TE, Aguilar AM, Vivas NI. 

② Local warming and insertion of peripheral venous cannulas: single blinded prospective randamised 
control trial and single blinded randomised crossover trial 
出典︓ BMJ 2002;325;409, doi:10.1136/bmj.325.7361.409.  
著者︓ Rainer Lenhardt, Tanja Seybold, Oliver Kimberger, Brigitte Stoiser. 

③ 日本産婦人科医会編集・監修（最新版）︓産婦人科診療ガイドライン産科編. 
④ 日本助産学会編（最新版）︓エビデンスに基づく助産ガイドラインー妊娠期・分娩期・産褥期. 
⑤ アメリカ心理学会（2023）︓前田樹海, 江藤裕之訳 APA論文作成マニュアル第 3版． 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

＊オフィスアワー︓桃井雅子 2号館 213研究室  水曜日 16:30~18:00 
＊学習相談︓随時受け付けます。 
＊メッセージ︓周産期・母子看護におけるケア者として、研究をどのように捉え、今後の実践に活かそうとしておられるでしょうか。 

本科目を通して御自身の考え方、あり方･姿勢を明確にする機会と時間を持っていただけることを願っています。   
＊その他︓  根拠にもとづくケアの意味と必要性に関する授業（第 1・2回）においては、「看護ケアの効果を検証する研究」 

の研究成果を、一部、参照して授業を展開します。  



 
開設科目名 PIC (周産期集中ケア) 特論Ⅰ 科目コード MNSA523 開設期 1年前期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 60時間 授業区分 演習 

責任者 川上桂子 担当者 
川上桂子、堀大蔵、下村卓也、桃井雅子、浅野美智留、 
柳本朋子、田中佳代、峰原奈緒子 

授業の概要（授業の目的） 
EBNおよび EBMの研究成果に基づき、周産期(妊娠・分娩・産褥期)における妊産褥婦と家族のプライマリーケア、正常経過から逸脱した対象者 
（ﾊｲﾘｽｸ事例）に対する症状アセスメントや看護ケア、緊急時に対応するための医療を学び、質の高い高度看護実践方法を探究する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー 
(学位授与の方針) との関連 

1.周産期における妊産褥婦について、その経過を正常へと導く臨床判断を行うのに必要な知識を理解できる。 ◎３）看護実践の追求 
◎４）高度実践看護師 
５）看護理論の活用 
６）看護理論の検証 
８）看護学の検証と発展 

2.正常経過から逸脱した対象者（ﾊｲﾘｽｸ事例）に対する症状アセスメントや看護ケア、緊急時に対応するため
の医療を理解できる。 

3.上記１と２を通して、質の高い看護実践方法を考察することができる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 周産期医療・看護の歴史  講義・討議（面接） 桃井 予習︓ 

・テキスト・参考書等で
授業内容に該当する箇
所に目を通し、これまで
の自身の経験と照らし合
わせ、授業のテーマに関
する自分なりの見解をも
って授業に参加してくだ
さい。 
・21-30 回の事例展開
の授業までに、介入する
必要があると考えられる
事例を選定しておいてく
ださい。 
 
復習︓ 
・授業で配布された文
献・資料等を見直すと
共に、自らの関心に沿っ
てリソース探索を行い、さ
らに理解を深めてくださ
い。 
・21-30 回の、各回の
事例展開の授業を受け
て、質の高い実践に向
けた取り組みについて考
察してください。 
 
 

到達目標
に向けて
自身が必
要とする
時間数を
判断し、
確保して
下さい。 

2 妊娠期の異常(切迫早産、妊娠高血圧症候群、他) 講義・討議（面接） 堀 
3 合併症妊娠︓病態生理・診断と治療  講義・討議（面接） 下村 
4 周産期と糖尿病① 講義・討議（面接） 田中 
5 周産期と糖尿病②   講義・討議（面接） 田中 
6 妊娠期の異常︓妊娠合併症と看護 講義・討議（面接） 柳本 
7 超音波による画像診断①   講義・討議（面接） 下村 
8 超音波による画像診断②  講義・討議（面接） 下村 
9 胎児モニタリングと周産期医学① 講義・討議（面接） 下村 
10 胎児モニタリングと周産期医学②  講義・討議（面接） 下村 
11 胎児モニタリングの判読と対応 事例検討① 講義・討議（面接） 浅野 
12 胎児モニタリングの判読と対応 事例検討② 講義・討議（面接） 浅野 
13 分娩期の異常の予防 講義・討議（面接） 川上 
14 分娩期の異常への緊急対応①  講義・討議（面接） 堀 
15 分娩期の異常への緊急対応② 講義・討議（面接） 堀 
16 分娩期異常と看護  講義・討議（面接） 川上 
17 麻酔と分娩 講義・討議（面接） 下村 
18 産褥合併症 病態生理・診断と治療 講義・討議（面接） 下村 
19 産褥合併症と看護  講義・討議（面接） 野口 
20 周産期分野で職種を超えた協働（職種について）  講義・討議（遠隔） 峰原 
第 21～25回  
【演習１】 フィールド : 聖マリア病院:MFICU、産科病棟、産科外来にお
いて、医師・助産師とともに、クリニカルラウンド、カンファレンス (切迫早
産、多胎妊娠、合併症をもつ妊産褥婦 ほか) 参画、診断・検査・薬物
療法、処置について見学・一部実施する。 

講義・討議・実技 
（面接） 

堀・下村 
・柳本・川上 
桃井・浅野 

第 26～30回 
【演習１】 フィールド : 聖マリア病院:MFICU、産科病棟、産科外来にお
いて、医師・助産師とともに、クリニカルラウンド、カンファレンス (切迫早産、
多胎妊娠、合併症をもつ妊産褥婦 ほか) 参画、診断・検査・薬物療法、
処置について見学・一部実施する。 

講義・討議実技 
（面接） 

堀・下村 
・川上・桃井 
峰原 

成績評価方法・基準 
① 演習への取り組み状況（70％）︓事前の準備、演習への参加状況 
② レポート（30％）＊レポートのテーマは、第 21~30回に関するオリエンテーションにおいて提示いたします。             

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ＊フィードバックはレポート返却時に行います。 
教科書 各回に備えて講読していただきたい文献を、事前に提示いたします。 

参考書・参考文献 ・日本産科婦人科学会、日本産婦人科医会編集・監修︓産婦人科診療ガイドライン産科編 最新版 他、適宜紹介いたします。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・学習相談 
＊オフィスアワー︓川上桂子、2号館１階 219研究室、水曜日 16:30~17:30  ＊学習相談︓随時受け付けます。 
＊その他︓各教員の研究成果を、一部、参照して授業を展開します。  



開設科目名 PIC(周産期集中ケア)特論Ⅱ 科目コード MNSA524 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 60時間 授業区分 演習 

責任者 栁本 朋子 担当者 
柳本朋子、桃井雅子、浅野美智留、川上桂子、 
橋本武夫、前野泰樹 

授業の概要（授業の目的） 

EBNおよびEBMの研究成果に基づき、周産期看護ケアを必要とする胎児・新生児と家族のプライマリケア、正常経過から逸脱した対象者（ﾊｲﾘｽｸ新生児）に対
する症状アセスメントや看護ケア、緊急時に対応するための医療を学び、質の高い高度実践看護方法を探究する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１． 周産期における胎児・新生児について、その経過を正常へと導く臨床判断を行うために必要な知識を理

解できる。 ◎３）看護実践の追求 
◎４）高度実践看護師 
５）看護理論の活用、６）看護理論の検証 
８）看護学の検証と発展 

２． 正常経過から逸脱した対象者（ﾊｲﾘｽｸ事例）に対する症状・アセスメントや看護ケア、緊急時に対応す
るための医療を理解できる。 

３． 上記１と２を通して、質の高い看護実践方法を考察することができる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 【新生児集中ケア概論】 

新生児医療（看護）の歴史  
講義・討議 
＜面接＞ 

栁本 予習︓ 
・テキスト・参考書等で授
業内容に該当する箇所に
目を通し、これまでの自身
の経験と照らし合わせ、授
業のテーマに関する自分
なりの見解をもって授業に
参加してください。 
・21-30 回の事例展開の
授業までに、CNSとして介
入する必要があると考えら
れる事例を選定しておいて
ください。 
 
復習︓ 
・授業で配布された文献・
資料等を見直すと共に、
自らの関心に沿ってリソー
ス探索を行い、さらに理解
を深めてください。 
・21-30 回の、各回の事
例展開の授業を受けて、
CNS として質の高い実践
に向けた取り組みについて
考察してください。 
 
 
 

到達目標に向けて
自身が必要とする
時間数を判断し、
確保して下さい。 

2 新生児集中ケアにおける看護の基本 講義・討議 
＜面接＞ 

栁本 

3 新生児のディベロプメンタルケア 講義・討議 
＜面接＞ 

橋本 

4 新生児集中ケアの倫理的課題① 新生児の痛みについて 講義・討議 
＜面接＞ 

桃井他 

5 新生児集中ケアの倫理的課題② 新生児の痛みに対するケア  講義・討議 
＜面接＞ 

桃井他 

6 【新生児集中ケア方法】 
新生児のフィジカルアセスメント①  
意義、出生前の環境と予後への影響 

講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

7 新生児のフィジカルアセスメント②  
生理学的及び行動学的観察、 成熟度及び母体外適応レベル
の評価 

講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

8 【蘇生技術の基本と実際】  
胎児期からの呼吸器系発達、胎児循環から新生児循環への変化、 
ほか 

講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

9 蘇生技術の実際 講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

10 呼吸の管理① 人工呼吸器の原理 講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

11 呼吸の管理② 呼吸管理の実際 講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

12 【新生児の病態生理・診断と治療】 
呼吸不全   

講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

13 呼吸不全 講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

14 新生児と薬理① 新生児の薬物動態 講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

15 新生児と薬理② 薬物療法の基本・原則 講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

16 新生児と薬理③ 薬物と母乳について 講義・討議 
＜面接＞ 

前野 

17 【ディベロップメンタルケア、タッチケア他】 
意義と考え方  

講義・討議 
＜面接＞ 

橋本 



 
 
 

18 ケアの実際  講義・討議 
＜面接＞ 

橋本 

19 【新生児の在宅医療支援】 
NICUから在宅への移行について 

講義・討議 
＜面接＞ 

栁本他 

20 NICU入院退院支援コーディネーター、他職種との協働 講義・討議 
＜面接＞ 

栁本他 

第 21～23回 
 【演習１】フィールド: 聖マリア病院 : NICU、GCU、新生児外来                               
医師のクリニカルラウンド、カンファレンス参画、診断・検査・薬物療法、処置
について、医師の外来診療につき臨床推論過程を辿る 

講義・討議
実践 

＜面接＞ 

前野 
桃井・浅野 
柳本・川上  
他 
 

第 24～30回  
【演習２】 
受け持ち事例のｱｾｽﾒﾝﾄとケア計画、病棟ｶﾝﾌｧﾚﾝｽの企画から評価迄 
＊レポート課題︓複雑事例の在宅医療支援とコーディネートについて 

(他職種との協働・調整) 

講義・討議
実践 

＜面接＞ 
 

前野 
桃井・浅野 
柳本・川上 
他 
 

成績評価方法・基準 
 

① 演習への取り組み状況（40％）︓事前の準備、演習への参加状況 
② レポート（60％）＊テーマの詳細は、第 21~30回のオリエンテーションにおいて説明いたします。   

評価者︓担当者全員         

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ フィードバックはレポート返却時に行います。 

教科書 必要に応じて、適宜提示いたします。 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

栁本朋子 ＊オフィスアワー︓水曜日 16:30~18:00     ＊学習相談︓随時受け付けます。 
        連絡先︓連絡先︓2号館 1階 Ｌ 218  メールアドレス:yanagimoto@stmaryacjp.onmicrosoft.com 
       ＊その他︓第 1・2回の授業においては、「ハイリスク新生児と家族のケアに関する研究」の研究成果を、一部、参照して 

授業を展開します。  



 

開設科目名  
MCH（周産期・母子）看護学特論
実習Ⅰ 

科目コード MNSA525 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 90時間 授業区分 実習 

責任者 桃井雅子 担当者 
桃井雅子、柳本朋子、川上桂子 
（実習施設の教育担当者︓斉藤由香、伊東貴美代） 

授業の概要（授業の目的） 
【実習１st レベル】 CNS役割実習 
専門看護師の使命、役割と機能を果たすために、実習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲを段階的に習得するための初期段階の実習である。高度なアセスメントに基づいた周産期

医療とケアの実践、看護スタッフへの教育・相談活動、他部門との調整、倫理的課題に対する調整機能について、実践活動を通して学修する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１． MCH（周産期・母子）看護学領域の専門科目で学習したことを統合し、高度周産期医療が提供
される医療機関において、複雑な問題を抱える事例について、実際の臨床現場において展開される
CNSの看護活動を、CNS（役割モデル）のスーパーバイズを受けながら実施することができる。 

◎１）全人的ケアの探求 
◎２）倫理原理の修得 
◎３）看護実践の追求 
４）高度実践看護師 
５）看護理論の活用 
６）看護理論の検証 
８）看護学の検証と発展 

２． 上記１の実践を通して、周産期にある母子とその家族に対し、個々の状況に即した質の高い看護実
践活動を行うための母性看護（周産期集中ケア）専門看護師の役割について評価・考察ができ
る。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） ※遠隔授業の方法︓Teamsによる同時双方向型 

回 実習内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
 １． 周産期における複雑な問題を抱える事例を 1 例受け持ち、実習指導

者である専門看護師（CNS 役割モデル）のスーパーバイズを受けな
がら専門看護師の役割を果たす。 

２． 実習施設でCNSが行っている専門的看護実践の実際（高度実践、
看護スタッフへの相談・教育、他部門との調整、倫理調整など）につい
て、事例検討やカンファレンスへの参加を通じて、周産期看護の質の確
保、業務改善のための取り組みについて学ぶ。 

３． 実習施設で行われている研究的取り組みや事例検討、カンファレンス
に参加し、CNS が行っている業務改善や組織改革のための取り組み
について学修する。 

※詳細は実習要項参照 

実習 
 
 

桃井 
野口 
川上 
斉藤 
伊東 

実習要項を熟読し、実習の目的・
目標・内容、留意事項について十
分理解した上で、自身の実習計
画を立案し、実習施設との調整
等、主体的に実習準備を行ってく
ださい。 

達目標に向
けて自身が
必要とする
時間数を判
断し、確保
して下さい。 

成績評価方法・基準 
実践場面の評価︓60%、レポート︓40% 
＊実習施設と協働し、適宜ケースカンファレンスを行い、評価を受ける。 
＊実習終了時には、実習した事例、課題についてレポートにまとめる。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ＊フィードバックは実習中（随時）および実習後のレポート返却時に行います。 

教科書 特になし 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・学習相談 
メッセージ・その他 

桃井雅子  ＊オフィスアワー︓水曜日 16:30~18:00     ＊学習相談︓随時受け付けます。 



 

 

開設科目名 看護政策・管理学特論（国際比較） 科目コード MNSA526 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 
責任者 近末清美 担当者 矢野正子、近末清美 

授業の概要（授業の目的） 
外国の医療制度の経緯・実状理解しつつ、わが国の将来の保健・医療祉の方向性を見直し、その中で看護政策・看護管理・看護教育の改革に求められるもの
を把握し、学生自身の持つ課題に結び付けて考察し、研究につなげられるようにするための導入として位置づける。 
保健・医療・福祉・看護の機構の中で、看護の質の観点から医療制度や医療供給体制の改革が重要視されている今日、看護師、医師、医療関係従事者、患
者がどのように改革に参加できるのか、特に看護師が医療システムにおけるケア・サービスを提供する中で、効果的なリーダーや管理者となるために必要な知識と技
術について、国際的視野での看護・医療の動きの上に立って学ぶ。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．日本の医療制度・看護制度の歴史的変遷を説明できる。 

４看護の質向上への貢献 
◎８専門職業人としての発展 

２．英国の医療制度・看護制度の歴史的変遷を説明できる。 
３．米国の医療制度・看護制度の歴史的変遷を説明できる。 
４．各国比較により要点・違が説明できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔は Zoomを活用した双方向授業 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 各国の医療制度および看護制度について（日本、英国、

米国、その他）①日本の医療制度 
講義(面接) 矢野 教科書①第Ⅰ部（日本の医療制度） 4時間 

2 各国の医療制度および看護制度について（日本、英国、
米国、その他）②日本の看護制度 

講義(面接) 矢野 教科書①第Ⅰ部（日本の看護制度） 4時間 

3 各国の医療制度および看護制度について（日本、英国、
米国、その他）③英国の医療制度 

講義(面接) 矢野 教科書①第 2部（英国の医療制度） 4時間 

4 各国の医療制度および看護制度について（日本、英国、
米国、その他）④英国の看護制度 

講義(面接) 矢野 教科書①第 2部（英国の看護制度） 4時間 

5 各国の医療制度および看護制度について（日本、英国、
米国、その他）⑤米国の医療制度 

講義(面接) 矢野 参考文献（馬場園他）米国の医療制度 4時間 

6 各国の医療制度および看護制度について（日本、英国、
米国、その他）⑥米国の看護制度 

講義(面接) 矢野 参考文献（馬場園他）米国の看護制度 4時間 

7 わが国の医療政策・医療行政について① 
令和５年度厚労省予算(案)概要と主要政策 

講義(面接) 近末 参考資料（国家予算、厚労省予算等） 4時間 

8 わが国の医療政策・医療行政について② 
医療介護総合推進法の意味 

講義(面接) 近末 参考資料（医療介護総合推進法等） 4時間 

9 わが国の医療政策・医療行政について③ 
看護職委確保の実績と特定行為研修制度の推進 

講義(面接) 近末 参考資料（看護職員確保対策と特定行為
研修制度） 

4時間 

10 わが国の医療政策・医療行政について④ 
地域包括ケアシステムの推進 

講義(面接) 近末 参考文献（地域包括ケアシステム） 4時間 

11 米国の看護に関する検討① 米国の看護教育の歴史 講義(面接) 矢野 参考文献（アメリカの看護教育の歴史） 4時間 
12 米国の看護の関する検討② APNの今後の展望 講義(面接) 矢野 参考文献（米国の APNについて） 4時間 
13 わが国の看護管理に関する検討① 明治～第二次世界

大戦 
講義(面接) 矢野 教科書② わが国の看護管理の経緯その① 4時間 

14 わが国の看護管理に関する「検討② 1945～現在 講義(面接) 矢野 教科書② わが国の看護管理の経緯その② 4時間 
15 わが国の看護政策・管理の課題（まとめ） 講義(面接) 近末 参考文献 まとめと課題レポートについて 4時間 

成績評価方法・基準 ① クラスワーク・発表 50％  ②課題レポート 50％ （成績評価者︓科目責任者） 
課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ レポートは評価し、後日返却、説明する 

教科書 
① 金子雅彦（2012）医療制度の社会学－日本とイギリスにおける医療提供システムー．書肆クラルテ 
② 日本看護歴史学会編（2014）日本の看護のあゆみー歴史をつくるあなたへー．日本看護協会出版会 

参考書・参考文献 
・看護教育の原理と歴史 小山眞理子（2003）医学書院 
・看護六法          
その他必要時提示します 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

近末清美  7号館 3F ７３４研究室 オフィスアワー 火曜日 12:10～13:10 



 

開設科目名 看護教育学特論（国際比較） 科目コード MNSA527 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 
責任者 矢野正子 担当者 矢野正子、近末清美 

授業の概要（授業の目的） 

わが国の看護教育は第二次大戦後米国における看護教育の影響を受け今日まで発展してきた。本科目は、日本、米国、英国、タイにおける看護教育の歴史、
看護教育高度化（大学化）の歴史、看護教育の考え方の変化などについて各国間比較をしながら看護教育についてグローバルに探究する。 
日本、米国、英国、タイにおいて異なった文化圏の教育を比較することにより、自国の看護教育をより深く理解し、最終的には自国の看護教育の発展に寄与する
ことを目的とする。あわせて看護教育を学ぶことから看護教育学についての考え方について学びを深める。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．わが国における看護教育の歴史を理解し、説明できる 

７国際性・学際性の探求 
２．米国における看護教育の歴史を理解し、説明できる 
３．英国における看護教育の歴史を理解し、説明できる 
４．タイにおける看護教育の歴史を理解し、説明できる 
５．看護師および高度実践看護師の教育について各国理解し説明できる ８専門職業人としての発展 
６．看護教育学について理解し、説明できる ２倫理の本質を捉えた実践 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 わが国における看護教育の歴史（１） 

明治維新前後―1945 
講義 矢野 次回の講義内容を理解し、専門用語等の意味を

理解しておくこと 
①第 4章 日本における看護教育の歴史 
的変遷 

4時間 

2 わが国における看護教育の歴史（２） 
1945―現在 

講義 矢野 ①第 4章 日本における看護教育の歴史的変遷 4時間 

3 看護教育の考え方、わが国の場合（１） 
看護教育制度、看護教育課程の方向性と課題 

講義 近末 1 (看護教育の序論、制度、教育課程) 4時間 

4 看護教育の考え方、わが国の場合（２） 
看護実践能力と基礎技術となり臨地実習の方向性と課題 

講義 近末 1 (看護教育授業展開論、臨地実習) 4時間 

5 米国における看護教育の歴史（１） 
19世紀―1950年代 

講義 矢野 ①第３章 アメリカの看護教育の歴史的変遷 10 4時間 

6 米国における看護教育・看護教育高度化の歴史（２） 
1950ー60年代以降 

講義 矢野 ①第３章 アメリカの看護教育の歴史的変遷 10 4時間 

7 看護教育の考え方、米国の場合（１） 
ヨーロッパの影響、1900年前後の卓越した指導者達 

講義 矢野 ３Donahue, M.P. Unit7 Advancing toward 
New Frontiers 

4時間 

8 看護教育の考え方、米国の場合（２） 
20世紀における変容と発展、その後 

講義 矢野 ３Unit8,9 Nursing in Action 4時間 

9 ヨーロッパにおける看護教育の歴史(英国) （１） 
ナイチンゲール以前からプロジェクト 2000まで 

講義 矢野 ①第３章 イギリスの看護教育の歴史的変遷② 4時間 

10 ヨーロッパにおける看護教育の歴史(英国) （２） 
プロジェクト 2000以降 

講義 矢野 ①第３章 イギリスの看護教育の歴史的変遷② 4時間 

11 タイにおける看護教育の歴史（１） 
1896―1988 始まりと米国看護教育の影響 

講義 矢野 ③ 8,9 4時間 

12 タイにおける看護教育の歴史（２） 
1988年以降 修士、博士課程の発展 

講義 矢野 ③ 8,9 4時間 

13 高度実践看護師の教育、その歴史と現状と課題(日、米、英、
タイ) 

講義 矢野 ８,9 
 

4時間 

14 教育評価、学習理論と学習方法 講義 近末 ① １ 
 

4時間 

15 全体にわたるまとめ評価 講義 矢野 課題の整理、レポートの提示 4時間 

成績評価方法・基準 参加態度 50％ 課題レポート 50％ 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
・課題の模範解答を講義内に、または後日提示する 
・講義中、または後日返却する 



 

 

教科書 

① 小山真理子 (2003)、看護教育の原理と歴史、医学書院 
② 金子雅彦 (2012)、医療制度の社会学 日本とイギリスにおける医療提供システム、書肆クラルテ 
③ JETRO BRC Research Project No. 19 (2017), Human Resource Development and Mobility of Skilled 

Labour in Southeast Asia: The Case for Nurses, Chapter 3, Thailand 

参考書・参考文献 

1. 杉森みど里，舟島なをみ(2016)，看護教育学，医学書院 
2. 日本の看護のあゆみ、日本看護協会出版会（2014） 
3. Donahue M. Patricia (1985), Nursing, The Finest Art: An Illustrated History, The C. V. Mosby（コピーを

準備） 
4. 看護史（1957）極東学芸通信 
5. Harmic, A etc. (2013) : Advanced Practice Nursing: An Integrative Approach, 5th edition  
6. ライダー玲子他 (2003)、戦後日本の看護改革、日本看護協会出版会 
7. 金子光 (1980) 看護の灯高くかかげて、日本看護協会出版会 
8. 矢野正子(2019)，わが国の看護制度の過去・現在・未来―米・英・タイとの比較を通してー，第 33 回日本看護歴史学会

講演 
9. タイの看護師助産師法(1985)，The Professional Nursing and Midwifery Act B.E 2585(1985) 
10. Board of Registered Nursing(2015)，California Nursing Practice Act with Regulation and Related 

Statutes，Lexis Nexis 
・その他必要時提示します 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

矢野正子（非常勤）  質問、相談等には、授業終了後、教室にて受け付けます。 



 

 

開設科目名 看護政策・管理学演習（国際比較） 科目コード MNSA528 開設期 １年前期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ３０時間 授業区分 講義 
責任者 近末清美 担当者 矢野正子、近末清美 

授業の概要（授業の目的） 
授業目標をふまえて、看護政策・管理学の諸課題・諸問題について現実的かつ継続的なアプローチができるように、そのために必要な知識の収集や方法論を具
体的に学ぶ。その場合、わが国のみならず、グローバルな視点をも常に念頭におくようにする。 
看護政策・管理学特論の授業科目における、保健・医療・福祉・看護における国際的な動きの把握をもとに、新たに検討すべき課題、さらに内容の幅や深さや関
連する文献などにより学びの視点を広げる。その上で、わが国の看護政策・管理についての課題・問題を明らかにし、これからの方向を検討することより、これからの
研究へと導くことができる。わが国の医療状況について現状を十分に自ら知ることが重要であり必要な情報を継続的に収集し、法制度に関する検討会などの動き
にも関心をもつ。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．歴史的経緯から見たわが国の訪問看護についてその歴史や実態などを理解できる 

４看護の質向上への貢献 
◎８専門職業人としての発展 

２．歴史的経緯から見た米国の訪問看護について、その歴史や実際、社会的影響などを理解できる 
３．看護制度に関する検討会の経緯について理解できる 
４．看護制度検討会報告による訪問看護制度の具体化について理解できる 
５．看護制度検討会報告による専門看護師等認定制度の具体化について理解できる(1987～) 
６．地域包括ケアシステム構築における看護師の役割について理解できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※遠隔は Zoomを活用した双方向授業 
回 授業内容 担当 方法 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 米国における訪問看護の歩みー看護教育との関連―① 

ニューヨークヘンリー街セツルメント活動としての訪問看護 
矢野 講義 ( 面接 ) 教科書③unit7(米国での訪問看護の始まり) 4時間 

2 米国における訪問看護の歩みー看護教育との関連―② 
TeachersCollegeでの公衆衛生看護師の教育 

矢野 講義 ( 面接 ) 教科書③unit7(米国での公衆衛生看護制度
の始まり) 

4時間 

3 わが国の看護歴史研究からみた訪問看護のあゆみ① 
明治期における派出看護事業における大関和・柘植あい 

矢野 講義 ( 面接 ) 参考資料（明治期の派出看護）復習する 4時間 

4 わが国の看護歴史研究からみた訪問看護のあゆみ② 
明治期以降現在に至るまで 

矢野 講義 ( 面接 ) 参考資料(訪問看護が現在に至るまでのあゆ
み)を復習 

4時間 

5 看護制度検討会報告からみた政策課題①報告書の概要 矢野 講義 ( 面接 ) 参考資料(看護制度検討会報告概要)を復習 4時間 
6 看護制度検討会報告からみた政策課題②政策課題について 矢野 講義 ( 面接 ) 参考資料(看護制度検討会報告の政策課題)

復習 
4時間 

7 政策課題に対する取り組み①訪問看護制度への取り組み 近末 講義 ( 面接 ) 

講義内容に関連する文献を精読し、疑問点を
明確にして授業に参加する。学生によるプレゼン
テーション、討議を行い理解を深める 

4時間 
8 政策課題に対する取り組み②訪問看護の制度化 近末 講義 ( 面接 ) 4時間 
9 政策課題に対する取り組み③CNS、認定看護管理者 近末 講義 ( 面接 ) 4時間 
10 政策課題に対する取り組み④大学化の推進 近末 講義 ( 面接 ) 4時間 
11 看護職員確保対策について①看護職員確保対策の経緯 近末 講義 ( 面接 ) 4時間 
12 看護職員確保対策について②看護師等人材確保法の制定 近末 講義 ( 面接 ) 4時間 
13 看護職員確保対策について③人確法基本方針の内容 近末 講義 ( 面接 ) 4時間 
14 看護職員確保対策について④基本指針による施策 近末 講義 ( 面接 ) 4時間 
15 看護診療報酬の経緯 地域包括ケアシステムの構築、地域

医療構想 
矢野 講義 ( 面接 ) 参考資料（診療報酬の経緯 地域包括システ

ム、地域医療構想）を復習 
4時間 

成績評価方法・基準 
課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 

①クラスワーク・発表 50％  ②課題レポート 50％ （成績評価者︓科目責任者） 
②レポートは評価し、後日返却、説明する   

教科書(番号があるもの) 
参考書・参考文献 

①金子雅彦（2012）医療制度の社会学－日本とイギリスにおける医療提供システムー．書肆クラルテ 
②日本看護歴史学会編（2014）日本の看護のあゆみー歴史をつくるあなたへー．日本看護協会出版会 
③Donahue M.Patricia (1985),Nursing, The Finest Art: An Illustrated History,The C.V.Mosby（コピーを準備） 
以下参考書、参考文献 
・Advanced Practice Nursing: An Integrative Approach, 5th edition Hamric, A. 他(2013) 
・看護六法 令和 6年版（必要部分をコピーで作成） 
・訪問看護のあゆみ                その他必要時提示します 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ／学習相談 
メッセージ／その他 近末清美  7号館 3F L７３４研究室 オフィスアワー 火曜日 12:10～13:10 



開設科目名 国際看護学特論 科目コード MNSA529 開設期 1年前期 
単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 秦野環 担当者 秦野環、矢野正子、城石幸博 

授業の概要（授業の目的） 

世界のグローバル化が進む中、人々の健康は大きく影響を受けている。人々の健康増進に関わる看護は、国境や地域を超えて広く世界で発生する健康課題に

対応することが期待されている。世界の看護の実状を概観し、看護学の課題と展望を追求する。 
学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．世界の看護の現状を概観し、説明できる １全人的ケアの探求、 

◎３看護実践の追究、 
◎７国際性・学際性の探求、 
８専門職業人としての発展 

２．グローバル社会における人々の健康問題を理解できる 

３．人々の健康問題改善のために、国際看護学に求められているものを説明できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）＊遠隔授業は teams/ ZOOMによる同時双方向型で実施 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 ガイダンス、国際看護学とは 講義〈面接〉 秦野 国際看護学をイメージする 自身の経験

に基づき、予
習・復習を
合わせて 4
時間 

2 世界の看護史と看護の現状（1）先進国 講義〈面接〉 矢野 看護の歴史を概観しておく 上記に同じ 
3 世界の看護史と看護の現状（２）先進国 講義〈面接〉 矢野 看護の歴史を概観しておく 上記に同じ 
4 世界の看護史と看護の現状（３）開発途上国 講義〈面接〉 秦野 看護の歴史を概観しておく 上記に同じ 
5 国際看護学の歴史 講義〈面接〉 秦野 国際看護学の歴史を予習する 上記に同じ 
6 日本における国際看護の展開 講義〈面接〉 秦野 日本における国際看護の実際について考えておく 上記に同じ 
7 国際看護に関連する国際機関、国内機関、その組織と

機能（１）国際機関（WHO, UNICEF, WID/GAD, 

UNDP, UNFPA 等） 

講義〈遠隔〉 
ZOOM 

城石 国際看護活動に関わる団体に関し予習する 上記に同じ 

8 国際看護に関連する国際機関、国内機関、その組織と
機能（２）国内機関（ICN, ICM）（国、JICA、地
方、NGO、NPO等） 

講義〈面接〉 
 

秦野 国際看護活動に関わる団体に関し予習する 上記に同じ 

9 グローバルヘルスの現状と看護 
MDGs と SDGs について 

講義〈遠隔〉 
ZOOM 

城石 ミレニアム開発目標、持続可能な開発目標
について予習する 

上記に同じ 

10 グローバルヘルスの現状と看護 
アジア・中近東の現状と課題  

講義〈面接〉 秦野 アジア、中近東地域の健康問題と看護につい
て予習する 

上記に同じ 

11 グローバルヘルスの現状と看護 
アフリカの現状と課題(HIV／AIDS)   

講義〈面接〉 秦野 アフリカの健康問題と看護について予習する 上記に同じ 

12 グローバルヘルスの現状と看護 まとめ 講義〈面接〉 秦野 世界の健康問題と課題ということで考えておく 上記に同じ 
13 グローバルヘルスの現状と看護 

開発途上国の看護の現状  
講義〈面接〉 秦野 開発途上国における保健医療問題と、看護

を展開するにあたり課題となることを考える 
上記に同じ 

14 グローバルヘルスの現状と看護 
先進国の看護の現状、世界の看護における雇用の創出
と人材の移動 

講義〈面接〉 秦野 先進諸国における保健医療問題と、看護を
展開するにあたり課題となることを考える 

上記に同じ 

15 国際看護学まとめ 講義〈面接〉 秦野  上記に同じ 

成績評価方法・基準 評価方法︓ 授業外レポート 50％、 授業内での参加 30％、 プレゼンテーション 20％ （評価者 秦野） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
講義全体への取り組みやプレゼンテーションに対しフィードバックを行う。レポートに関しても学生とディスカッションを行ったうえで、フィード
バックを行う。 

教科書 適宜紹介する 

参考書・参考文献 適宜紹介する 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

秦野環 2号館一階 214研究室  
オフィスアワー︓ 火曜日 12時 10分～13時 10分、その他はメールでご連絡ください。調整します。 
メールアドレスは office365を活用ください。 
第 11回、第 13回の授業において「ウガンダ難民定住地における女性を対象とした暴力の実態調査の結果の一部を参照しながら 
授業を行います。 



 

開設科目名 国際看護学方法論 科目コード MNSA530 開設期 １年前期 
単位数（履修区分） 2単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義 

責任者 秦野環 担当者 秦野環、杉本孝生、城石幸博 

授業の概要（授業の目的） 
日本国内外において展開される看護活動が、国際社会が目指す人々の健康向上に貢献できるよう国際保健医療協力に関心を持ち、21世紀の国際社会が

目標とした「国連ミレニアム宣言 MDGs」や、それに続く「持続可能な開発目標 SDGs 」をふまえて、国際看護活動を展開する基礎的知識を学修する。国際医
療協力に関わる世界の組織の特徴、活動の内容などを学ぶ。国際医療協力の現状や実績、方法論などを理解し、国際看護の視点を育み、将来のグローバル・
ヘルスに協力する能力を養う。 
学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．国連開発目標を理解し、人々の健康に関する事項について述べることができる １全人的ケアの探求、 

◎３看護実践の追究 
◎７国際性・学際性の探求、 
８専門職業人としての発展 

２．持続可能な開発目標を理解し、人々の健康に関する事項について述べることができる 
３．国際社会における人々の保健医療に関する課題を述べることができる 
４．国際保健医療協力について理解し、説明できる 
５．国際看護活動について理解し、説明できる 
６．人々の健康向上に貢献するための看護活動を探求し、実践の計画・立案を行う 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）＊ 遠隔授業は teams/ZOOMによる同時双方向型で実施 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 ガイダンス 

「毎回の授業は、予習を基にプレゼンテーションを行い、担当
教員の講義と合わせてディスカッションし、進める。」 
国際看護学の実践を考える 

講義〈面接〉 秦野 「国際看護学の実践とは」をイメージ
する 

自身の経験の基
づき、予習・復習
を合わせて 4時

間 
2 メディカルツーリズムと国際看護 

（聖マリア病院、もしくは近隣の病院を見学する） 
講義〈面接〉 秦野 メディカルツーリズムを予習する 

 
上記に同じ 

3 日本の看護協力事業活動（アジア） 講義〈面接〉 秦野 アジアの国々における看護について 上記に同じ 
4 日本の看護協力事業活動（アジア） 講義〈面接〉 秦野 アジアの国々における看護について 上記に同じ 
5 日本の看護協力事業活動（アフリカ） 講義〈面接〉 秦野 アフリカの国々における看護について 上記に同じ 
6 日本の看護協力事業活動（アフリカ） 講義〈面接〉 秦野 アフリカの国々における看護について 上記に同じ 
7 日本の看護協力事業活動（中南米） 講義〈面接〉 秦野 中南米の国々における看護について 上記に同じ 
8 国際保健医療協力活動（日本政府） 講義〈遠隔〉 

ZOOM 
城石 政府開発援助 上記に同じ 

9 国際保健医療協力活動（国連機関） 講義〈遠隔〉 
ZOOM 

城石 国連機関の復習をしておく 上記に同じ 

10 国際保健医療協力活動（国際NGO） 講義〈遠隔〉 
ZOOM 

城石 国際NGOを選択し、予習する 上記に同じ 

11 国際保健医療協力活動（国際赤十字） 講義〈面接〉 秦野 国際赤十字について予習する 上記に同じ 
12 外国人保健医療従事者を対象とした研修の企画・運営―

技術協力(本邦研修)の形態― 
講義〈面接〉 杉本 研修事業の形態、実施主体(政

府、NGO)による違いを予習する 
上記に同じ 

13 外国人保健医療従事者を対象とした研修の企画・運営―
本邦研修の企画・運営―  

講義〈面接〉 杉本 研修事業の企画・運営を行うにあた
り必要なことを考えておく 

上記に同じ 

14 外国人保健医療従事者を対象とした研修の企画・運営―
本邦研修の実際―  

講義〈面接〉 杉本 研修事業の企画・運営を復習して
おく 

上記に同じ 

15 国際保健医療協力活動まとめ  講義〈面接〉 秦野  上記に同じ 

成績評価方法・基準 評価方法 ︓授業外レポート 50％、 授業内参加度 30％、 プレゼンテーション 20％（評価者 秦野） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 

最後の講義においてディスカッションを行い、講義全体への取り組みやプレゼンテーションに対しフィードバックを行う。レポートに関しても
学生とディスカッションを行ったうえで、フィードバックを行う。 
第 5回、第 6回の授業において「ウガンダ難民定住地における女性を対象とした暴力の実態調査」の結果の一部を参照しながら授
業を行います。 

教科書 適宜紹介する 
参考書・参考文献 適宜紹介する 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ／学習相談 
メッセージ／その他 

秦野環 2号館一階 214研究室  
オフィスアワー︓ 火曜日 12時 10分～13時 10分、その他はメールでご連絡ください。調整します。 
メールアドレスは office365を活用ください。 



 

開設科目名 国際看護学演習 科目コード MNSA531 開設期 1年後期 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 

責任者 秦野環 担当者 秦野環 

授業の概要（授業の目的） 

国際看護、国際看護協力を実施する方法論の理論的構築を行い、さらにそれを展開することを目的とした実践的な問題解決能力を養い、今後の研究につなげ
る。 
学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１．国際保健医療協力、国際看護活動の動向と課題に関する文献を収集し、研究に活用できる ◎ 看護理論の検証 

〇 国際性・学際性の探求 

 

２．研究対象国や地域、地球規模の健康・看護課題に関する文献を収集し、研究に活用できる 

３．収集した文献のクリティークを行い、研究に取り組む基礎を習得する 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 学習ガイダンス 講義 

（面接） 
秦野 

国際保健医療協力、国際看護活
動、等の研究論文を計画的に検索
し、順次読んでおく 

4時間 

2 文献講読（国際看護、国際協力における看護活動 講義 
（面接） 

秦野 4時間 

3 文献講読（国際看護、国際協力における看護活動 
 

講義 
（面接） 

秦野 4時間 

4 学生の興味ある国際看護活動の絞り込み 講義 
（面接） 

秦野 4時間 

5 文献購読（学生のテーマに基づく） 講義 
（面接） 

秦野 4時間 

6 文献購読（学生のテーマに基づく） 講義 
（面接） 

秦野 4時間 

7 文献購読（学生のテーマに基づく） 講義 
（面接） 

秦野 4時間 

8 文献購読（学生のテーマに基づく） 講義 
（面接） 

秦野 4時間 

9 文献購読（学生のテーマに基づく） 講義 
（面接） 

秦野 4時間 

10 文献購読（学生のテーマに基づく） 講義 
（面接） 

秦野 4時間 

11 研究テーマに関する文献購読と研究計画に向けてのプレゼンテーショ
ン I 

講義 
（面接） 

秦野 4時間 

12 研究テーマに関する文献購読と研究計画に向けてのプレゼンテーショ
ン II 

講義 
（面接） 

秦野 4時間 

13 研究テーマに関する文献購読と研究計画に向けてのプレゼンテーショ
ン III 

講義 
（面接） 

秦野 4時間 

14 研究テーマに関する文献購読と研究計画に向けてのプレゼンテーショ
ン IV 

講義 
（面接） 

秦野 4時間 

15 研究テーマに関する文献購読と研究計画に向けてのプレゼンテーショ
ン V 

演習 
（面接） 

秦野 4時間 

成績評価方法・基準 評価方法︓授業外レポート 50％   授業内での参加度 30％  プレゼンテーション 20％ (評価者 秦野) 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
最後の講義においてディスカッションを行い、講義全体への取り組みやプレゼンテーションに対しフィードバックを行う。レポートに関しても
学生とディスカッションを行ったうえで、フィードバックを行う。 

教科書 必要に応じ適宜紹介します 
参考書・参考文献 必要に応じ適宜紹介します 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ／学習相談 
メッセージ／その他 

秦野環 2号館一階 214研究室  
オフィスアワー︓ 火曜日 12時 10分～13時 10分、その他はメールでご連絡ください。調整します。 
メールアドレスは office365を活用ください。 



 

開設科目名 データヘルスサイエンス看護学特論Ⅰ 科目コード MNSB512 開設期 １年通年 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 

責任者 井手悠一郎 担当者 
井手悠一郎、中村和代、眞﨑直子、清原裕、原めぐみ、室谷健太、
金晟娥 

授業の概要（授業の目的） 
文献検索とクリティークの手法を学び、著名な研究論文を読解し、批判的思考を身につける。多様な領域における先行研究から、適切な研究手法と研究意義を
学ぶ。 
学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

文献検索ができる 4.看護実践の追及 

指定された論文のクリティークができる 4.看護実践の追及 

著名な先行研究から研究手法と研究意義を理解することができる 7.国際性、学際性の探求 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※第６，７，８，９，１０，１１回は Zoomによる同時双方向型で実施 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 文献講読演習（１）（文献の検索） 講義・個人ワーク 

〈面接〉 

井手 各自の選択した論文の講読 4時間 

2 文献のクリティーク（１） 

（講義、個人ワーク） 

講義・個人ワーク 

〈面接〉 

中村 講義内容の復習 4時間 

3 文献のクリティーク（２）（個人ワーク） 個人ワーク〈面接〉 中村 講義内容の復習 4時間 

4 文献のクリティーク（３）（発表） 発表〈面接〉 中村 講義内容の復習 4時間 

5 文献講読演習（２）（文献の選定） 個人ワーク〈面接〉 井手 各自の選択した論文の講読 4時間 

6 久山町研究（１） 

（立ち上げと発展の歴史） 

講義〈遠隔〉 清原、 

井手 
講義内容の復習 4時間 

7 久山町研究（２）（新しい健康問題） 講義〈遠隔〉 清原、

井手 
講義内容の復習 4時間 

8 文献における統計の見方（１） 講義〈遠隔〉 室谷 講義内容の復習 4時間 

9 文献における統計の見方（２） 講義〈遠隔〉 室谷 講義内容の復習 4時間 

10 地域保健に関する研究（１） 
（ワクチン研究） 

講義〈遠隔〉 原、 
井手 

講義内容の復習 4時間 

11 地域保健に関する研究（２） 
（J-Micc Study） 

講義〈遠隔〉 原、 
井手 

講義内容の復習 4時間 

12 医療・介護レセプトデータを用いた医療統計
研究の事例紹介 

講義〈面接〉 金、 
井手 

講義内容の復習 4時間 

13 文献講読演習（３）（発表資料作成） 個人ワーク〈面接〉 井手 発表資料の作成 4時間 

14 地域のデータ分析 講義〈遠隔〉 眞﨑 講義内容の復習 4時間 

15 発表 発表〈面接〉 井手 講義内容の復習 4時間 

成績評価方法・基準 
論文講読演習の成果物 100％ 
科目責任者が評価を行います。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 単位認定希望者に対しては、上記提出物の評価結果をWebClass上で開示します。 

教科書 指定なし 

参考書・参考文献 適宜参考書を紹介します 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ／学習相談 
メッセージ 

*連絡先 井手悠一郎（6号館 2階 井手悠一郎研究室）、オフィスアワー︓火曜 16︓00～17︓00 
質問については、授業終了後に直接か、メールに宛てて送ってもらうとより確実です。 
メールアドレスについては、Microsoft 365のアドレスを参照してください。 
ICT の活用︓毎回の授業終了後に、WebClass 上で理解度についてのアンケートを行っています。授業終了後には回答の方を  
どうぞよろしくお願いします。 
論文講読演習の成果物の提出はWebClass上で行います。 

（履修証明プログラムにおいて、本科目は文献講読演習として開講します。） 



 

開設科目名 データヘルスサイエンス看護学特論Ⅱ 科目コード MNSB513 開設期 1年通年 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 

責任者 堤 千代 担当者 
堤 千代  中村和代  井手悠一郎  桃井雅子  川口淳 
舛田亮太  泉賢祐 

授業の概要（授業の目的） 

自身の臨床疑問をリサーチクエスチョンに構造化する思考を養う。研究課題にそった適切な研究手法を選択し、倫理に配慮した研究計画を立案する。信頼性と
妥当性の観点から適切な質問紙調査の方法を理解し、尺度開発の方法を理解する。データを用いた演習を通して、Excel、EZR、SAS の基本的操作を学び、
研究実践の基礎を身につける。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
自分の課題について、必要なポイントをふまえた研究計画書を作成できる 

◎８．専門職業人としての発展 
研究倫理を理解し、倫理に配慮できる態度を身につける 
信頼性と妥当性の観点から、適切な質問調査法を考えることができる 
Excel、 EZR の基本操作と、SASを用いた基本的なプログラミングができる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）※面接授業は Teamsで遠隔にも同時配信、録画教材による後日受講可能 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 科目ガイダンスと統計ソフトのセットアップ 講義 

〈面接〉 
堤・井手 臨床疑問について考えておく ４時間 

2 研究方法計画書の概要 講義 
〈面接〉 

中村・堤 自分の研究課題について考えテーマを提出する ４時間 

3 リサーチクエスチョンの構造化 講義・演習 
〈面接〉 

堤 PICOを考えwebclassに提出する ４時間 

4 研究計画書作成演習 発表・討議 
〈面接〉 

中村・堤 自分の研究テーマを再考する ４時間 

5 SASプログラミング  講義・演習 
〈面接〉 

堤・井手 パソコン演習内容の復習 ４時間 

6 研究計画素案発表とディスカッション 発表・討議 
〈面接〉 

中村・堤 意見を受けて、研究計画書を修正する ４時間 

7 質問紙調査 講義 
〈面接〉 

泉・堤 講義内容の復習 ４時間 

8 尺度開発 講義 
〈遠隔〉 

舛田・堤 演習内容の復習 ４時間 

9 尺度の信頼性と妥当性  講義 
〈遠隔〉 

舛田・堤 講義内容の復習 ４時間 

10 研究者の倫理と倫理的配慮 発表・講義 
〈面接〉 

桃井 自身の計画に倫理配慮を追加する ４時間 

11 計画書中間発表 演習 
〈面接〉 

堤・中村 講義内容の復習 ４時間 

12 データマネジメント 講義・演習 
〈面接〉 

堤 演習内容の復習 ４時間 

13 サンプルサイズの設定 講義・演習 
〈遠隔〉 

川口・堤 講義内容の復習 ４時間 

14 介入研究の工夫 講義 
〈面接〉 

堤 講義内容の復習 ４時間 

15 研究計画書発表 発表・討議 
〈面接〉 

堤・中村 発表準備 ４時間 

成績評価方法・基準 自身の臨床疑問を明確化し、研究計画書を作成して発表する 100％（堤） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
提出された授業内の課題は、授業内またはwebclassのマイレポートでコメントを返します。 
研究計画については、中間発表、最終発表の回で発表された内容について、ディスカッションを通じてフィードバックを行います。 

教科書 看護リハビリ福祉のための統計学．柳川尭 他．近代科学社  

参考書・参考文献 リサーチ・クエスチョンの作り方．福原俊一．健康医療評価研究機構    

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

量的調査研究の豊富な実績をもつ多彩な教師陣が、自身の研究を参考に調査研究の工夫や留意点について講義し、実践可能
な研究計画を作成するまでを演習します。本科目は、社会人履修証明プログラム（データヘルスサイエンス）の一部としても開講し
ていますので、社会人受講者との合同講義となります。毎週水曜 6限目および、月１土曜 1，2限目で実施します。 
面接授業は 242 教室で行います。パソコンを用いた演習がありますので、ノートパソコンをご準備ください。パソコンには JMP と SAS
がインストールできます。パソコンが準備できない場合は USB メモリをご持参ください。 
堤千代 オフィスアワー（水）17︓00～17:30 2号館 220室 tsutsumi@stmaryacjp.onmicrosoft.com  
 



 

開設科目名 課題研究 科目コード MNSA534 開設期 １年後期~２年通年 

単位数（履修区分） ２単位（選択） 時間数 ６０時間 授業区分 演習 

責任者 研究科教員 担当者 研究科教員 

授業の概要（授業の目的） 

看護実践の質の向上を目指して各専門領域における研究課題を特定し、適切な研究手法を用いて実践的な研究を行い、課題研究論文を作成する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1．専攻領域の授業を通じて得た知識を基に、看護実践の中から、研究課題（research 
question）を特定することができる。 

3．看護実践の追及 
4．看護の質向上への貢献 
8．専門職業人としての発展 

2．研究課題に関する系統的な文献検索・文献検討を行い、適切な研究手法（倫理的配慮を 
含む）等を含む、研究計画書を立案・作成できる。 

3．研究計画書に基づき、研究の目的を踏まえたデータ収集とデータ分析、結果の記述、結果の 
考察、結論の記述ができる。 

４．論文全体を論理的にまとめることができる。 

５．研究を通して専攻領域の看護実践の向上と改善、また看護学の概念と理論の発展に貢献する 
ための能力を養うことができる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
 各専攻領域の授業計画に沿って学修する。 

 
演習 各担当

教員 
各専攻領域の提示する課題に取り組む。  

成績評価方法・基準 「課題研究」論文審査により評価します。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 各担当教員よりフィードバックの方法を提示します。 

教科書 各担当教員より提示します。 

参考書・参考文献 各担当教員より提示します。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

専任教員連絡先一覧にて確認してください。 
論文作成のプロセスについては、本便覧の「修士論文提出手続き」「修士論文審査及び最終試験」の項をご参照ください。 



 
 

開設科目名 特別研究 科目コード MNSA535 開設期 １年後期～２年通年 

単位数（履修区分） ８単位（選択） 時間数 240時間 授業区分 演習 

責任者 研究科教員 担当者 研究科教員 

授業の概要（授業の目的） 

専攻領域の講義・演習などによる知識の活用及び文献検討をふまえて、各分野に関する研究課題を科学的に探求し、この過程を通して、修士論文を作成す
る。専攻領域で学んだ講義・演習などの内容に基づき、研究を通して専攻領域の技術、概念、理論の発展に貢献しうる能力を養う。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

1. 専攻領域の授業を通じて得た知識ならびに文献検索により、リサーチクエスチョンを明確化できる。 

5.看護理論活用の探求 

6.看護理論の検証 

7.国際性、学際性の探求 

8.専門職人としての発展 

2. リサーチクエスチョンに関する系統的な文献検索・文献検討を行い、適切な研究手法（倫理的
配慮を含む）等を含む、研究計画書を立案・作成できる。 

3. 研究計画書に基づき、研究の目的を踏まえたデータ収集とデータ分析、結果の記述、結果の 
考察、結論の記述ができる。 

4. 論文全体を論理的にまとめることができる。 

5. 研究を通して専攻領域の看護実践の向上と改善、また看護学の概念と理論の発展に貢献 
するための能力を養うことができる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
 各専攻領域の授業計画に沿って学修する。 

 
演習 各担当

教員 
各専攻領域の提示する課題に取り組む。  

 

成績評価方法・基準 「特別研究」論文審査により評価します。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 各担当教員よりフィードバックの方法を提示します。 

教科書 各担当教員より提示します。 

参考書・参考文献 各担当教員より提示します。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

専任教員連絡先一覧にて確認してください。 
論文作成のプロセスについては、本便覧の「修士論文提出手続き」「修士論文審査及び最終試験」の項をご参照ください。 



 

開設科目名 APN（Advanced Practice Nursing）研究A 科目コード MNSA536 開設期 １年後期 

単位数（履修区分） ２単位（自由） 時間数 ４５時間 授業区分 講義・演習 
責任者 矢野正子 担当者 矢野正子 

授業の概要（授業の目的） 

 APN 研究Ａでは、アメリカ・イギリスにおけるナースプラクティショナー NP（以下ＮＰ）について、その教育、法律による規定、資格、業務、役割、実践、研究と
今後の課題などについて学ぶ。   

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．アメリカの NＰの定義、業務範囲、処方権、医療保険制度と診療報酬、ケアの実施基準などにつ 

いて理解し説明できる。  
７国際性・学際性の探求 

２．アメリカ・カルフォルニア州の看護業務法Nursing Practice Actで規定されている高度高実践看 
護師︓NP, CNS, NM, NA の位置づけを理解し説明できる。  

４看護の質向上への貢献 
８専門職業人としての発展 

３ アメリカの NPの専門職団体AANPからのNPに関する最新の情報を確認し説明できる。  
７国際性・学際性の探求 
８専門職業人としての発展 

４ イギリスの NPについては、アメリカと同じ視点からその定義や位置づけを理解し説明できる。  
２倫理の本質を捉えた実践 
７国際性・学際性の探求 

5．アメリカ・イギリスの NPの役割・実践・研究に関連する文献を選び、その内容を理解し説明できる。 
２倫理の本質を捉えた実践 
７国際性・学際性の探求 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
 
 

 APNのうち、NPについて学ぶ。 
 アメリカの NP は免許資格であり法律の中で教育、業務、役割が
明記されている。NP について、アメリカ・イギリスの専門職団体から
の情報、NP 専門誌からの情報など多側面から学び、わが国の状
況に照らし合わせて考察する。 

   
 
 
 
○教科書  １．・・参考書を示す 

 

1 アメリカのNPの定義から、NP とは何か、について 演習 矢野 ①、②、③ 2時間 
2 アメリカのNPの定義から、業務範囲について－(1) 演習 矢野 ①、②、③ 2時間 
3 アメリカのNPの定義から、業務範囲について－(2)．  演習 矢野 ①、②、③ 2時間 
4 アメリカのNPの実践から、処方権について  演習 矢野 ①、②、③ 2時間 
5 アメリカのNPの実践から、医療保険制度、診療報酬について 演習 矢野 ①、②、③ 2時間 
6 アメリカのNPの実践から、ケアの実施基準について 演習 矢野 ①、②、③ 2時間 
7 カルフォルニア州の看護業務法－その法的枠組みについて 演習 矢野 ④ 2時間 
8 カルフォルニア州の看護業務法－Business and Professions 

Code について 
演習 矢野 ④    2時間 

9 カルフォルニア州の看護業務法－看護実践の定義、看護学校、
NP, CNS, NM, NAについて 

演習 矢野 ④ 2時間 

10 カルフォルニア州の看護業務法－ 
California Code of Regulations について 

演習 矢野 ④ 2時間 

11 カルフォルニア州の看護業務法－試験や登録、継続教育、APNの
教育基準について 

演習 矢野 ④ 2時間 

12 NPの専門職団体AANPのNPの考え方につぃて             演習 矢野 AANPの関連資料より 2時間 
13 NPの専門職団体AANPのNPの今後の方向について 演習 矢野 AANPの関連資料より 2時間 

14 NP専門職団体の情報、専門誌、学術誌からの情報について  演習 矢野 ＮPの関連情報より 2時間 
15 イギリスの APNについて－スペシャリスト・プラクティショナー 演習 矢野 ⑤、3 2時間 
16 イギリスの APNについて－ナースコンサルタント    演習 矢野 ⑤、3 2時間 
17 イギリスの APNについて－ＮHS との関連     演習 矢野 ⑥、3 2時間 
18 イギリスの APNについて－NMCの発足 演習 矢野 NMCの関連資料より 2時間 
19 NPの役割、実践、研究に関連する文献の講読 (1)アメリカ 演習 矢野 NPの文献より 2時間 
20 NPの役割、実践、研究に関する文献の講読 (2)アメリカ 演習 矢野 NPの文献より 2時間 
21 NPの役割、実践、研究に関する文献の講読 (3)イギリス 演習 矢野 NPの文献より 2時間 
22 NPのまとめ－今後の課題、看護政策・医療政策との関連 演習 矢野 ③ 2時間 
23 NPのまとめ－わが国における今後の課題など 演習 矢野 ③ 2時間 



 

 
 
 
 
 
 

成績評価方法・基準 参加態度 50％、 課題 レポート 50％ 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 演習時に課題を選び討議し、今後の学びのための示唆を得られるようにする。 

教科書 

① Carolyn Buppert（2018）: Nurse Practitionerʻｓ Business practice and legal guide, Jones & Bertlett 
Learning, LLC （必要資料抜粋） 

② 矢野正子（2020）: Nurse Practitioner のポジションと活動―米国の NP から学ぶものー、日本看護評価学会誌 
Vol.2,No.2, PP.75-79. 

③ Board of Registered Nursing (2014) : California Nursing Practice Act with Regulations and Related 
Statutes, Lexis, Nexis  （必要資料抜粋） 

④ 小山眞理子編（2003）: 看護教育の原理と歴史、医学書院 
⑤ 白瀬由美香（2019）︓イギリスにおける医療専門職の業務変化―労働時間規制下での持続可能性確保―社会保障研

究 Vol.3,No.4 PP.521-535． 

参考書・参考文献 

１． 早川佐知子（2011）︓アメリカの病院における医療専門職の役割分担に関する組織的要因︓医師・看護師・
Non-Physician Clinician を中心に、海外社会保障研究 第 174 巻、国立社会保障・人口問題研究所 

２． 金子雅彦（2012）︓医療制度の社会学―日本とイギリスにおける医療提供システム、書院クラルテ 
３． Royal College of Nursing (2018) : Standard for Advanced Level of Nursing Practice.（必要資料抜粋） 
４． Mary Fran Tracy, Eileen T. OʼGrady (2019) : Hamric and Hansonʼs Advanced Practice Nursing, An 

Integrative Approach, 6th Ed., ELSEVIER, 中村美鈴,江川幸二 監訳（2020）, へるす出版 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 

矢野正子（非常勤）  質問、相談等には、授業終了後、教室にて受け付けます。 
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